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    　第一部


    



    



    「よく見ろ、目を開いて。こいつが何かわかるか？　鉄製で、ゴツゴツした無骨な形をしてるだろう。アラゴン式ブーツと呼ばれる拷問器具だ。ブーツってわかるか、長靴ステイーフエだよ長靴ステイーフエ。見た目からして凶悪そうだ。なあ、おい。さて、こいつで何すると思う？　俺は今から、おまえに何をすると思う？　こいつの使い方は至ってシンプル、まず履はかせる」


    　ブルクハルトは留め金を外し、内側に凶悪な棘とげがびっしりと生はえたアラゴン式ブーツを左右に開いた。ゴトリ。冷ややかな金属音が鳴り、意思を持たぬただの凶器であると自己主張した。その身がなすは破壊、求めるは鮮血。魂を持たぬ無機質の怪物が、大口を開けて悪あく辣らつな牙を剥むいている。


    「んーっ！　んーっ！」


    　拘こう束そくイスに縛りつけられた男は、身をよじって抵抗を示す。猿ぐつわを噛かまされた口から悲痛な呻うめきが漏れ出た。しかし、頑丈な革製のベルトは確実に男の自由を奪い、感染症防止のステンレスの土台はビクともしない。


    　ついに、アラゴン式ブーツが男の片足に添えられた。バチン、と音を立てて留め金がかけられると、内部で無数の突起が猛威を振るう。皮ひ膚ふを、肉を、骨を、神経を、ゆっくり噛み砕いて、念入りに咀そ嚼しやくする。


    「いッ──ぎゃあああああああああああっ！　イィィイあああああああ────ッ！」


    　耳を聾ろうする絶叫に、しかし些いささかも顔色を変えない拷ごう問もん官かん・ブルクハルトはさらに、付属のハンドルをきりきり回してよりキツく締め上げていった。肉が潰つぶれる音がする。骨が砕ける音がする。何より凄すさまじいのは男の叫きよう喚かんだったが、いずれも快楽とは程遠い。こんなことの何が愉たのしいのか。積極的に他人を虐いじめる奴の気が知れない。ブルクハルトはサディストではなかった。


    　が、次はもう片方の足に装着させる。


    　男はより一層、もがき苦しんだ。両足のブーツの隙間から、赤い血が染み出してくる。


    「さて、自分が何をしでかしたのか、今一度、説明してもらおうか」


    　男の猿ぐつわを外す。すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいで意い気き消しよう沈ちんしている男は、自らの懺ざん悔げを、ぽつぽつと話し始めた。


    「すみません……観光客の……若い、母娘を……俺は……」


    「どうした？」


    「俺は……俺たちは……」


    「どうした？」


    「っ……」


    　認めたくない、白状したくない、さらなる拷ごう問もんを受けたくない──。涙に濡ぬれた男の縋すがりつくような眼まな差ざしは、救世主の存在を完かん膚ぷなきまでに否定されてしまった敬けい虔けんな信者に似ていた。


    　ブルクハルトがきりきりとハンドルを回すと、


    「アッ！　アッ！　アッ！」


    　快感が絶頂に達した女のように跳びはねる。ブルクハルトは冷徹に言い放った。


    「言え、クズ」


    　きり、きり。


    「アッ！　アッ！　……ごめんなさい、ごめんなさい」


    「何した」


    「みんなで、若い母娘を……」


    「どうした？」


    「……」


    　今回の対象者テイーマンは、救いを求める顔で、


    「輪ま姦わし、た……」


    　よし、とブルクハルトは頷うなずいた。ハンドルを逆に回し、緩ゆるめてやる。きり、きり。びくん、びくん。男はなおも敏感な女のように身み震ぶるいしたが、どこかほっとした様子でもあった。


    　バカめ、とブルクハルトは鼻を鳴らす。


    　近くの炉で煮込んでいた、ドロドロに融けた鉛が入ったカップを、耐熱トングを手に持ちだしてくる。鉛の融点は６２１・５℃。この距離でも熱気が伝わってくる。


    　途端に男の顔は白くなった。頭ず蓋がい骨こつが透けて見えているのかと思うほどだ。


    「こいつをどうすると思う？」


    　目の前にかざしてみせる。案の定、男は逃げるように引かせるだけ顔を引くが、後頭部に添えられたヘッドレストにぶつかるだけだった。


    「や……やめ……」


    　やめるわけもなく、ブルクハルトは、ゆっくりと耐熱カップを傾けていく。


    　ドロリと液体金属がこぼれ落ちる。


    　その行く先は、無論。


    　男の股こ間かんであった。


    



    　がくん、と男の頭部が力を失ったとき、ブルクハルトは気絶したのかと思っていた。口から泡を吹いた姿は蟹かにを彷ほう彿ふつとさせる。しかし、首筋に手を添えてみても脈がない。呼吸も止まっているではないか。ペンライトをかざして瞳どう孔こう反射を確認してみるが、悪い予感を肯定する結果ばかりが返ってくる。


    　ペンライトを作業台に戻し、ふう、とブルクハルトは息をついた。


    　ブルクハルトはダークスーツに巨きよ躯くを包む、雄々しい壮年のジャルマン人だ。スラム生まれスラム育ち。すなわち煉れん獄ごくを生き抜いてきた偉い丈じよう夫ふである。その身に受けた人生の苦難は、峨が々がとした山岳地帯を思わせる眉み間けんの皺しわとなって表れていた。


    　拘こう束そくイスに座らされたタスニア系の男は、もはや微動だにしない。ただ人間とは思えない恐怖と苦痛に引きつった顔を晒さらしているのみだ。


    　ブルクハルトは、感染症予防のためのゴム手袋を剥はぎ取り、ゴミ箱へ捨てた。


    　残念だった。拷ごう問もんはまだまだこれからだった。食前酒と前菜で、もう満腹になってしまったとは。凄せい惨さん極まるフルコースを用意していた料理人としては、落胆を禁じ得ない。


    　暗あん澹たんとした地下室は、亡なき骸がらとブルクハルトがいる一か所だけスポットライトで照らされていたが、手探りながらも慣れた動作で照明をつける。洗っても洗っても取れない、死臭の染み込んだ、禍まが々まがしい拷問部屋が明るく浮かび上がる。


    　部屋の隅。


    　息を殺して、一人の男が立っていた。凹おう凸とつの少ない平坦な顔立ちに、ナイフで切れ目を入れたような細い双そう眸ぼう。チャサウェイ系は幼く見えるが、それを差し引いても年のころはブルクハルトと近しいだろう。しかしその扁へん平ぺいな顔つきは、気の毒なまでに青ざめていた。


    「申し訳ない、チャン殿」


    　ブルクハルトが謝ったのは、何も陰気な場所に招き入れたからではない。チャサウェイ系の偽名の代名詞であるチャン・リーと名乗った彼は、数時間前からこの部屋で待機していた。しかも、自ら進んで。


    「死ん……だ、のですか」


    　虚うつろな目を泳がせて、ブルクハルトと拘束イスを交互に見た。ブルクハルトは重々しく頷うなずき、仕事上のミスを素直に詫わびた。


    「こんなにも早く、男は旅立ってしまった。まさかここまで根性なしだとは予想もできず」


    　地獄の苦しみを与え、可能な限り引き延ばしてほしい──。


    　それが今回の依頼だった。


    　詳しくは聞く必要もなかったが、チャンは観光先で妻子を誘ゆう拐かいされたようだ。若く美しかった妻と、まだ十になったばかりの愛娘は、変わり果てた姿で、ゴミ処理場から発見された。


    　警察の手を借りるなどと、生なま易やさしい真ま似ねはしない。国際銀行から貯金を全額引き下ろし、地元のマフィアに駆け込んだ。


    　マフィア。


    　その語源は諸説あるが、うち一つは今回のチャンのケースに酷似している。


    　曰いわく、千年以上前の話であるが、敵国に侵略されたある町のこと。目の前で兵士に娘を惨殺された親が、こう叫んだそうだ。


    「Mafia!　Mafia!」


    　我が子よ──。


    　愛する娘よ──。


    　子を殺された親の叫びこそが、マフィアの始まりなのだという。


    



    　チャンの怒気に歪ゆがんでいた表情は、いざ私刑が始まるとみるみる曇り、いまや泣き出しそうな雨模様へと変へん貌ぼうしてしまった。


    　チャンは無言で、拘こう束そくイスの男を覗のぞき込む。恐慌と絶望に脳の髄ずいまで支配され、もはや人のそれとは一線を画した悪魔のごとき死に顔を直視し、チャンは吐き気を催した。口元を押さえ、走って部屋を出ていく。


    　ブルクハルトは煙草たばことマッチを取りだし、火をつけた。銘柄はユスティーツァだ。甘みと苦みが絶妙にブレンドされたその味は、堪たまらない。昔はチャサウェイ系のガイシュンを吸って、あの渋みに法ほう悦えつの境地を感じていたが、再三に値上がりしやがったから変えてやった。


    　階段を上って地上に出ると、そこは倉庫になっている。アイアンメイデンや三角木馬などの拷ごう問もん具ぐのほか、射撃訓練のターゲットといった雑多なもので溢あふれているが、チャンの姿は見えない。


    　開いていたドアから外に出てみると、排水溝に顔を突っ込むようにしてチャンが吐いているのが目端に捉えられた。


    　ブルクハルトは紫煙を吐き、くすんだ空を見上げた。荒廃した土地の、石を蹴けり飛ばす。


    　転がり出した石は止まらない、とは山岳地帯の諺ことわざだったか。それを言うならブルクハルトの人生は、物心ついたときからすでに坂道を転げ落ちていた。


    　スラムで生まれ育つとはそういうことだ。


    　日々の生活のために、まず盗みから始める。


    　やがて他人を陥れることを覚え、食い物にする。


    　悪事に悪事を重ね、自分の意思でやめることはもうできない。ようやくそのくびきから解き放たれる救いは、ただ一つ。


    　運命という歯車に、ひき潰つぶされて、死ぬときだけだ。


    　ほうら、今日もまた──。


    「ご無ぶ沙さ汰たしています、ブルクハルトさん」


    　石を思い切り蹴飛ばす、悪あく辣らつな男の登場だ。


    「お話があります。今、よろしいでしょうか」


    　一見、会計事務係のサラリーマンに見える。間違っても初対面の挨あい拶さつが「おまえの母親を孕はらませたのは俺だ」ではない社会の人間だ。銃をちらりと見せることもない。上着は脱いでいるが、嫌みを感じさせない仕立ての良いシャツ、ベスト、スラックス。黒の革靴はピカピカだ。髪の毛も爽さわやかにセットされ、一分の隙もない。


    　育ちの良さそうな、いかにも温室育ちのお坊ちゃんといったその優やさ男おとこは、しかし柔和な笑みにドス黒い悪意を隠していた。


    「アルブレヒト・ツァールマン……」


    　思わぬ大物の登場に、ブルクハルトは少し面食らっていた。


    　近くに黒塗りの高級車が駐とまっており、護衛も兼ねた屈強そうな男が運転席からこちらを窺うかがっていたが、見知った男だ、ファミリーの武闘派の一人である。隣の助手席にも似たような男が控え、神経を周囲に張り巡らせる顔をしている。


    　遊びに来た、というわけではなさそうだ。


    「ゴッドファーザーの片腕が、こんな僻へき地ちになんの用だ」


    「やだなあ、そう毛嫌いしないでくださいよ」


    　いきなり馴なれ馴れしくなったアルブレヒトは、ブルクハルトを相手に楽々と距離を詰めてくる。睨にらみつける眼光を意にも介さず、迸ほとばしる野獣のようなオーラすら受け流し、涼しい顔をしてブルクハルトの正面に立った。
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    　ついと形の良い顎あごを上げ、毅き然ぜんと見上げてくる、メガネの奥の冷ややかな視線と目が合った。


    「今、何を考えていますか」


    「俺はいつも、おまえのその細い首をどうねじ切ってやろうかとばかり考えている」


    「素敵なジョークですね」


    　さらりと流す、その莞かん爾じとした笑顔が癪しやくに障さわる。


    　日焼けもない透き通った白肌に、薄く赤い唇は女のように見え、ブルクハルトと同い年であるはずだが十は若く見える。それもまた、気に食わない。


    　本気かどうか試してみるか、などと幼稚な挑発をする年ではないが、これだけは言う。


    「貴様の腑ふ抜ぬけたツラは、相変わらず虫酸が走るな」


    「よく言われます」


    　アルブレヒトは社交パーティで振りまくべき二枚目の笑顔を浮かべ、


    「でも結局みなさん口先だけで、僕に指一本触れることもできないんですよね」


    「ちぃ……」


    　ボスの片腕だ、牙を向ければボスにまで楯たて突ついたことになる。


    「仕事は、一段落ですか」


    　排水溝のチャンのほうを向いた。後金の百万バーレンはまだ受け取っていないが、しばらく休ませてやったほうがいいだろう。ブルクハルトは、頭を次のビジネスに切り替えた。


    「入ってくれ、相談役コンシリエーレ直じき々じきの話というのは、興味深い」


    



    ×　　×　　×


    



    　セントアニマ教暦一九七五年。


    　凄せい惨さんを極めた世界大戦から五十年の月日が経った。


    　人類は、かつてない凄すさまじい破壊力を秘めた近代兵器の猛襲を受け、何千万人もがその命を散らした。死んだのは兵士だけではない。


    　民間人、女、子供、病人、老人……弱き者も惨むごたらしく責めさいなんだ。


    　それに懲こりた人々は、争いよりも生産性を求めた。


    　あらゆる産業が効率化の波に晒さらされ、大量消費社会が実現し、多くの国々が豊かになった。国民は飽きることなくより良い生活を目指し、いがみ合うよりもビジネス的な成功を優先するようになった。


    　世の中は徐々に平和に傾いてきた。


    　しかし、ブルクハルトからしたら困りものだった。拷ごう問もん稼業では、食っていけなくなるのは目に見えていたからだ。人じん権けん擁よう護ごが声高に叫ばれ、国際的にも厳しい目で見られ始めている。


    　裏社会でも、必要とされなくなりつつあった。単純に殴る、蹴けるで済ませたりもするし、いきなり拳銃を突きつけて情報を吐かせようとする気の短い奴も増えた。それもこれも、世の中がビジネスライクに移りゆき、時間が金に直結することが多くなったからだ。


    　ブルクハルトのところに連れてこられるのは、チャンのような私刑か、時間と手間を惜しまないほど価値のある情報を、握っている人物くらいのものだ。


    　先細り。廃すたれていく一方。


    　やがて専門業として成立しなくなるのは目に見えている。


    　今のうちに貯金しておくか、長期的に働ける口を確保しておくかだ。


    　つぶしは利かない。


    



    　車載のラジオから、しっとりとした女性ボーカルが垂れ流されている。


    　あれから三日後、ブルクハルトの車はキッシンゲン幹線道路ハイウエイをひたすら北上していた。ガソリン車ではない。万が一事故に巻き込まれたら爆発するような車など、酔すい狂きような輩やからしか好んで乗り回そうとは思わない。電力と魔力のハイブリッド仕様で、型落ちの中古車だ。あまり飛ばしすぎると節々がガタつくし、飛ばしたい気分ではなかった。


    　片手でハンドルを保持しつつ、もう片方の手で助手席に放り出されている書類を漁あさった。その書類は、先日アルブレヒトから渡されたものだ。


    　一葉の写真を取り出す。近年急速に普及し始めたカラー写真である。複合機や電子式タイプライターも徐々に世に広まり始め、どうやら七〇年代というのは、技術革新の十年となりそうだった。


    　前方に注意を払いつつ、写真を見た。


    　一人の美しい少女が、慈悲深い微ほほ笑えみを浮かべていた。


    　──「国家プロジェクト、だと」


    　三日前のことを思い出す。


    　ソファーセットに招かれたアルブレヒトは、ブリーフケースを開けて収められた書類をウォールナットの木製ローテーブルに広げ、ついでにシガレットに火をつけた。アールムなんていう気き障ざな銘柄を吸ってやがる。


    「ブルクハルト・ローゼンブルク。あなたには長期の任務に就いてもらいます」


    　長期の任務。珍しい話だ。


    　マフィアの仕事というのは、だいたい一か月もあれば片がつくが。


    「具体的にはどのくらいになりそうだ」


    「おや、先に何をやるかは聞かないんですね」


    「断るって選択肢はないからな」


    　稼ぎは自己責任であり、さらに毎月上納金を納めなければならないが、組織は基本的に何もしてくれない。保証や保険は、組織のために死んだ人間の、残された家族の面倒を見てくれるくらいだ。他は何もしてくれない。生活費は自分で稼ぐしかない。


    　そのくせ、組織からの命令には絶対に服従し、押しつけられた仕事であれ最善を尽くさなければならない。断れば即、死。よくて破門となり、表社会でも裏社会でもコソコソと暮らすしかなくなる。


    「そういえば、前から気になっていたんですが」


    「なんだ」


    「僕は弁護士としてのビジネスだからいいですけど、普通の兵隊さんはどうしてマフィアなんかやってるんですか」


    　アルブレヒトは、組織のピラミッドとは隔絶された弁護団に属するため、末端構成員の現実には疎うといのだろう。


    「人それぞれだ。裏社会でしか生きられない奴もいれば、恩義や交友関係から巻き込まれ、いつの間にかどっぷり漬かっちまってる奴もいる。抜けたいのに抜けられない奴は憐あわれだな」


    「マフィアに定年退職や辞職はない、とは聞いてますが、要領の悪い人は大変ですねえ」


    　隕いん石せきでも落ちてきてこいつの脳天に直撃しねえかな、とブルクハルトは思った。


    「貴様との無駄話ほど不毛なものはない。それで、どうなんだ」


    　話がわき道に逸それたあと、


    「具体的な任務期間の話ですね」


    　きちんと覚えているのが、地味にアルブレヒトの知能の高さを物語っている。


    「それはあなた次第です。僕も門外漢なので滅多なことは言えませんが、半年から数年といったところじゃないですかね。先方とは、一年ごとに契約を更新することで話がつけてあります」


    「報酬は弾むんだろうな」


    「あなたの個人ビジネスよりは稼げるでしょうね」


    　アルブレヒトは質素な倉庫内を見回し、鼻を鳴らした。


    　ブルクハルトは内心で舌打ちする。そうだよ、悪いかよ、俺の稼ぎは見たままだよ──。


    「組織に入る前は知らなかったんですが、マフィアの構成員って自分で稼がないといけないんですねえ」


    　話がまた雑談に戻った。


    「個人事業主の集まりだ。大概は金儲もうけがヘタクソでな、組織から仕事を回してもらってどうにか食いつないでるような奴もいる。コンシリエーレには無縁の話だろうがな」


    　ドンが抱える世界最高峰の顧問弁護団、若くしてその頂点に立つ相談役コンシリエーレがこの男だ。異例の大抜ばつ擢てきである。副業はせずとも、ゴッドファーザーに法的な助言を与えるだけで人生を三回くらいやり直せるほどの大金を稼ぐ。


    「ブルクハルトさんはどうなんですか」


    「ボチボチだ」


    　簡単に流すが、アルブレヒトは一拍おき、


    「ショバ代の集金とか、まったくやってないらしいですね。青年ギャング団みたいな下部組織も抱えていない。一人で請け負い拷ごう問もん官かんをやっているだけですか」


    「拷問官じゃねえよ、特殊交渉人だ」


    　ブルクハルトはサディストではない。拷ごう問もんは仕事の一つでしかなく、裏社会の汚い仕事はだいたいやり尽くしている。しかし迷惑なことに、拷問の腕がとくに有名なために似たような仕事ばかりが舞い込んでくる。


    　無論、強引に他の仕事に時間を費やすこともできなくはない。


    　が、倦うんだ。


    　スラムで生まれ育ったブルクハルトの半生は、奪い、奪われる、そのくり返しでしかなかった。


    　もはや面倒になって仕事を怠サボると、残ったのは腐れ縁の拷問ばかりだったというわけだ。そしていまや、拷問が生命線となってしまっている。


    　下らない人生である。


    　もっと別の、他人に誇れる仕事にも手を出したいが……、そんな本心、組織の連中に知られれば笑いぐさだ。いや笑いで済めばいい。腑ふ抜ぬけと罵ののしられ、新生活の餞せん別べつ代わりに脳天に鉛弾をぶち込まれるのがオチか。


    「そうでした」


    　拷問官も特殊交渉人も、どっちも変わらないだろ、とアルブレヒトの目は物語っていたが、


    「そんなあなたにピッタリのお仕事です」


    　しかし、差し出された書類には、まったく繋つながりがわからない言葉が躍っていた。


    「……経済産業省？」


    　まさか国家事業の絡みか。にわかには信じがたいが、そう書かれてある。


    『経済産業省　資源エネルギー庁　次世代エネルギー管理開発局　次世代型発魔炉管理開発室』


    　じつは国策に呼ばれるのは初めてではない。この国はマフィアとベッタリであり、必要に応じて日陰者が駆り出される。ブルクハルトもプロの拷問官として、軍の捕虜対策や国防省のスパイ訓練の一環で、レクチャーした経験がある。


    　だが今回は経済産業省だという。拷問との繋がりはまったく見えないのだが。


    「ブルクハルトさん、あなたがこの任務を首尾よく成功させてくれれば、僕はあなたを推薦するのもやぶさかではありません」


    「推薦？　何にだ」


    「決まっているでしょう、カポに、ですよ」


    　思わぬ話に、ブルクハルトは息を飲む。


    　幹部カポ。


    　五百人を超える大ファミリーでも、上位わずか三十人ほどしかいないとされる幹部。


    　組織の運営にも口を出すことを許され、上納金も最小限で済む。何より「ヴィルトハイムファミリーの幹部カポ」という肩書きだけで、大物政治家並みの影響力を国内に及ぼせる。


    　複数の優良企業や重要ポストを点々と天下りも可能だ。


    　幹部カポはほとんど違法行為とは無縁になり、貴族のような生活を送ることが許される。


    　抜け出せるのか、俺が。


    　奪い、奪われる、この薄汚い生活から──。


    「……ずいぶん旨うまい話だな」


    　かろうじてそう言った。


    「おや、警戒していらっしゃる」


    「当然だ、俺はこれまで、幹部カポに昇格できるほど組織に益をもたらした覚えはない。一切ない」


    　金額で言うなら、軽く五億バーレンは組織に献上しておく必要がある。


    「あなたの人格は、ドンも若頭アンダーボスも、他の幹部カポたちもみな評価していますがね」


    　時代遅れの古いマフィアだという自覚はある。


    「しかし今の時代、利権がすべてだろう。しがない拷ごう問もん官かん風情ふぜいには大金を動かす力なんてない」


    「特殊交渉人じゃなかったんですか」


    　おどけるアルブレヒトを、うるせえと撥はねつけ、


    「この二十年でいくつか手柄は立てたが、いずれも鳥の糞ふんみたいなもんだった」


    「それは謙けん遜そんでしょうけど、まあ、いいでしょう」


    「何が言いたい」


    「過去の功業など関係なく、これから立てる功績によって、あなたは一気に幹部カポまでのし上がれると言っているんです」


    「……それほどか」


    　今回の任務は、桁けた違ちがいの偉い勲くんとなるであろうと。


    「まあ、お約束はできませんがね」


    「絶対ではないが、可能性は大きいってところか」


    　そんなところです、と言われ、ブルクハルトは自分に言い聞かせるように深く頷うなずいた。


    　この任務を成功させれば、俺が幹部カポに。


    　もう誰も傷つけなくていい人生に。


    「……聞かせてくれ」


    「もちろん」


    　おちゃらけた雰囲気もここまで。


    　アルブレヒトは、炯けい々けいと眼を光らせた。


    「ゴッドファーザーにも無論、話は通っています。じつは──」


    



    　周囲の交通状況をチラリと確認してから、ブルクハルトはもう一度手元を見る。


    　カラー写真に写っている、聖女のような清らかな少女が、この国でもっとも重要な人物の一人に数えられるとは。


    　写真を裏返した。


    　ヘレナ・ヘレーゼ。


    　母国語の筆記体でそう書かれてある。再び、アルブレヒトの苛いらつかせる声が脳裏で蘇よみがえった。


    　──「このプロジェクトには、人類の未来がかかっています」


    　人類の未来、か……。


    　ご大層な話だ。自分が生きるだけで精いっぱいのブルクハルトには、少々実感が湧かない。


    　具体的な仕事内容は、なんだろう。アルブレヒトからは詳しい説明は受けなかったが……。


    　普通に考えれば護衛の任である可能性が高い。このヘレナという少女が、何者かは知らないが、国宝に近い扱いを受けるのであれば守り手は必要だろう。ブルクハルトも要人警護のミッションは幾度となくこなしてきたし、常に死と隣り合わせだったスラム育ちだから、人一倍に危機意識は働く。


    　しかし──。


    　アルブレヒトの言葉が引っかかった。護衛程度の功労で、幹部カポに成り上がれるのなら魔導師はみんなすでになっている。


    　もっと別のことか。


    　だが、他に何が思いつく。


    　……わからない。


    　とにかく、なんでもいい。やるからには最善を尽くす。血塗られたこの手でできることは高が知れているだろうが、金と、命を救ってくれたゴッドファーザーのためなれば。


    　写真を助手席に放り、前を向く。首都ローゼンから南に二十ケイラほど下っていた。


    　大きなカーブを回り込んで視野が開けると、マンション団地のような建物群が見えてきた。あれか、とぴんと来た。最先端技術を研究する施設だけあって立派なものである。


    　門の近くまで来ると徐行した。ガソリン車と違ってこのくらい低速になるとエンジン音はほとんど聞こえなくなる。


    〝ローゼン・ネクスジェネラッション・マガシューパワープラント・ラボラトリー〟


    〝ローゼン次世代型発魔炉研究所ネクストジエネレーシヨン・マジカルパワープラント・ラボラトリー〟


    　母国語と共通語による大仰な看板が出ていた。


    　門衛に通行許可証を見せたものの、訝いぶかしげな視線を頂いて、駐車場へ進む。


    　意外と警備は手薄だった。警けい邏らも見当たらないし、監視カメラの数も少ない。仮にも魔力を大量生産する現場であるのに、不用心に思えた。ケチっているのか、それとも思ったより価値のある研究はしていないのか、あるいは単なる慢心か。


    　車を駐とめ、受付に行った。


    「この用紙にご記入ください」


    　住所、氏名、職業、連絡先……。


    　書きにくいものばかりだ。とりあえず、よく使う名を書く。


    『ブルクハルト・ローゼンブルク』


    　職業の欄には、


    『特殊交渉人スペツツアル・ウンテヘンラー』


    　エントランスに、カラーテレビがあることに驚いた。カラー写真と違って、まだけっこう値が張るはずである。ブルクハルトがカラー映像を見るときは、もっぱら映画館に限られていた。倉庫にあるテレビは白黒で、しかもすぐ砂嵐が発生し、見られたものではなかった。だがここのテレビはどうだ。カラーで安定して映っている。


    　すっげえな、と思うと同時に、そんなところに金を使うくらいなら、警備員の一人でも雇ったらどうだと毒づきたくなる。


    　施設の職員は大概、育ちが良さそうだった。ブルクハルトはこれでも精いっぱいの正装をしてきたつもりだったが、完全に浮いていた。人々の視線が突き刺さるようだ。階級コンプレックスはとっくに克服したつもりでいたが、また鎌首をもたげてくる。


    「キミがブルクハルトか」
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    　研究主任を名乗る女は、ほんの五分後に現れた。


    　白衣を着ているが、下は娼しよう婦ふのような扇情的な薄着をし、脚や胸元の露出が激しい。アップにまとめられた赤髪に、浅黒い肌、彫りの深い顔立ち、そしてどこか芸術家を思わせる雰囲気。典型的なパニッシャー系の女だ。巨乳で色っぽいお姉さんだが、ファッションのわりに化粧気が薄いのは、南国の開放的な社会で育ったためだろう。しかし研とぎ澄まされた怜れい悧りな双そう眸ぼうは、女としてより、研究者として生きてきた印象を与える。


    「アンドレア・カストレージャだ」


    　彼女の名乗りを脳内で反はん芻すうし、記憶に刻みつける。


    　アンドレア・カストレージャ。プロジェクト主任。パニッシャー系の女……。


    　ブルクハルトはこれまで、他人の名前を覚えることにあまり意義を見み出いだせなかった。この国は治安が悪く、さらに最悪の裏社会で暮らすならなおさらだ。人はバッタバッタと死んでいく、ないしどこかへ消える。相手が蒸発することもあれば、自分が移動することもある。覚えておくのは、マフィアの上層部などといった、生きるうえで必要になる名前だけでよかった。


    　これからはそうもいかない。


    「年は……」


    　アンドレアはふっと口角を上げ、


    「いくつだと思う？」


    「……二十四」


    　するとアンドレアは、むふっ、と嬉しそうにして、


    「もうちょっと上なのだがな。そうか。まだ二十代前半に見えるか。むふふ」


    　いや、見えん。ブルクハルトは、二十五を超えて見える女の年齢を当てるとき、わざと五歳若く答える。するとだいたいの女は機嫌をよくするのだ。このアンドレアのように。


    「当たってたか」


    「秘密だ」


    　愉たのしげに、勝ち誇って言われてしまった。


    　しかしアンドレアは、すっと目を細め、


    「さっそく会議に参加してもらいたい。が……」


    　さっぱりとした物言いが、こちらを気遣づかう様子になった。


    「明日にするか？」


    　ブルクハルトは今日から、この研究所の社員寮を間借りする。ダンボールに詰められた荷物もすでに届いているだろう。倉庫からこの研究所までは三時間ほどで、旅疲れもないが、いったん荷ほどきしつつ気を落ち着けるのも、悪くはない。


    　だが、そんなお上品な生活は送ってきてはいない。自室なんてものは、雨風が凌しのげて、寝込みを狙ねらわれる恐れがないなら、それで十分だ。


    「会議に出よう。俺はまだ外枠だけしか掴つかんでいない」


    　次世代型発魔炉の開発。具体的な内容は国家機密であるらしい。この貧弱な国にもそんな大層な情報があるとは知らなかったが。


    　カウレ大陸の北部に位置するこの国、ローゼンブルクは、はっきり言って弱小国だ。超大国であるゴッテスガルドの庇ひ護ご下に置かれ、ありがたい技術提供のおかげでどうにか発展を続けている。


    〝千年独立ミレニウム・オートヌニー〟


    　およそ七十年前のことだ。一九〇〇年。時の独裁政治が粉砕され、ついに国民は苦役から解放された。次の千年は国民主権で生き抜く──、それを記念してカクテルまで作られた。


    　ところが、資源も乏しく、これといって特産品もない、観光名所もない、ないない尽くしのこの国が、自分の力だけで立ち続けるなど夢物語もいいところだった。


    　ゴッドファーザーがいなければ、どうなっていたことか。


    「よし、来い」


    　歩き出すアンドレアの横に、慌てて並んだ。


    　通路を進む。内装は真新しく、汚れも少ない。建設されて間もないことが窺うかがい知れた。


    「どこまで聞いている？」


    　ここで答えていいものか。ブルクハルトは周囲を見回した。


    「国家機密なんだろう？」


    「ああ、いや、ここに出入りしているものはみな、守秘義務契約を結んでいる。キミもあとで大量の書類にサインしてもらうから、覚悟しておいてくれ」


    「サインの練習なら充分にしてきた、いつか有名になったときのためにな」


    　ブルクハルトもジョークを飛ばすときがあるが、


    「ふはっ。ムダにならなくてよかったな」


    　アンドレアがどこまで察したかは不明だった。


    「発魔炉開発、か」


    　ブルクハルトがわずかに言い淀よどむと、すかさずアンドレアは饒じよう舌ぜつに弁ずる。


    「そう、かつて人類は、魔力という万能のエネルギーを自己生成することができたのだ。しかし、五百年ほど前から急激に劣化が始まり、現代では魔導師は稀少な存在となった。一般市民の意識レベルでは、今や伝説的な存在としか見なされていない」


    　ブルクハルトにとってもそうだ。裏社会でも、訓練を受けた魔導師と遭遇するのは非常に稀まれだが、過去の英えい霊れいと同じく、出会えば畏い敬けいの念を覚える。


    「魔力を失った人類は、それに変わる手段を模索したんだったな」


    　歴史の授業などブルクハルトは受けたことなどないが、話には聞いている。


    「一つは科学の隆盛であり、現代では電子機器が社会に浸透し始めている。そしてもう一つは、天然の魔力鉱石から純度の高い魔力を抽出する手法──」


    「うむ、発魔炉の開発だ」


    　歩きながらアンドレアは頷うなずき、


    「抽出された魔力は魔導具に込められ、一定の効果を発揮する。五百年前までは人々が必死に修行して獲得してきた奇跡は、魔導具の出現とその進歩によって、スイッチ一つで発動できるようになった。現代ではさらに、電子機器とのハイブリッド化により、なお便利な社会となっている」


    　普段何気なく利用している電気製品、テレビやヘアドライヤーなんかも、厳密には魔導具ということだ。ブルクハルトのポンコツセダンも、電力と魔力のハイブリッド仕様である。


    「電力と、魔力鉱石による発魔。この二つの発明は発展を重ね、『発電所』『発魔炉』となって社会インフラの一翼を担っているのは、スラムの人間でも知っている常識だが、当たり前すぎて失念してしまうこともあるな」


    「一般人とはそういうものだ、あって当然と考える。もしそれがなくなったらと考える人間は、いっそ変人扱いされてしまう」


    　サバサバした口調で話す女だ。開放的なファッションから、頭の緩ゆるい娼しよう婦ふにも見えかねないが、アンドレアは女の武器でのし上がったわけではないと、立ち居振る舞いを見れば知れる。知性が滲にじみ出るのは、決して顔だけではない。


    「魔力がなくなる、か」


    　魔力は扱いづらいものだ。


    　たとえば送魔線から盗み、一般人が魔力を手にしたところで、修行をしていなければ効果的に魔法を発動することができないし、暴走させてしまっては目も当てられない。念のため厳重に取り締まられてはいるが、プロの魔導師にしても、無意識下の想像力まではコントロールしきれないので、大量の魔力はかえって身を滅ぼす。


    　そういった人為的な問題だけでなく、天災などによる事故でも魔力の供給が一時的にストップしてしまうことはあった。


    　だが総合的には業者の働きによって保全は徹底され、各家庭に魔力は充分に供給されている。アンドレアの言うとおり、一般的には魔力がなくなるなんて想像もされなかったが……。


    「実際、底が尽きたんだろう」


    「厳密には、確実に尽きる、だ」


    　魔力鉱石の話である。


    　従来の発魔炉は、魔力鉱石から魔力を抽出する手法を取ってきた。が、調査の結果、魔力鉱石の埋蔵量が底をつく恐れが発覚した。


    　これはニュースにもなって『魔力危機』と呼ばれ、世界に衝撃を与えた。魔力供給会社は軒並み値上げを発表し、節魔が叫ばれるようになった。


    「新しく見つからないのか、鉱山は」


    「ない」


    　ゼロだ、とアンドレアは断言し、


    「科学技術が発達し、センサー類の精度も向上した。人類の活動領域における魔力鉱石の鉱山は、間違いなくすべて発見され、いずれも権利が押さえられている。そのうちいくつもの鉱山が、すでに採り尽くされて廃鉱となっている」


    「残りも高が知れてる、ってわけだ」


    「識者たちの予測では、これからわずか百年のうちに、世界から魔力が消えてしまうというのだよ。センサーが届きにくい深い海底から新しく鉱山が発見される可能性もなくはないが、そう楽観的なことも言っていられないのでね」


    　アンドレアは軽く肩を竦すくめる。


    　続く言葉はブルクハルトが口にした。


    「そこで考案されたのが、次世代型、と言うんだろう？」


    「ああ、何も難しいことはない。メカニズムはいたってシンプル」


    　人々が魔力鉱石に頼る社会での、例外。


    　魔導師から直接魔力を抽出する。


    「魔導師とは歩く発魔炉であるゆえ、抽出方法には何も問題がない」


    　とアンドレは語る。


    「吸収魔法というのが昔からある。中世あたりまでは普通に、魔導師同士による魔力の奪い合いが繰り広げられていた。文献だけでなく、絵画にまでなっているし、魔力を奪い合うばかりでは決着がつかないという風刺画まである」


    「問題は、一人からどれだけの量を抽出できるかだな」


    「これがまったくダメだった」


    　アンドレアは苦笑しながら、大げさに肩を竦めた。豊満な乳房がゆさりと揺れ、ブルクハルトは一瞬硬直してしまった。


    「魔導師一人が一日に生み出せる魔力は、せいぜい百人の生活を支えるだけで精いっぱいだった。国中の魔導師を掻かき集めても、全国民の十分の一もカバーしきれない計算になる」


    　一般家庭だけでなく、警察や軍隊などの機関や、一般企業もバリバリ魔力を消費する。それに、一人あたりの魔力消費量も年々増加しているし、人口総数も急激な伸びを計測している。ローゼンブルクだけでなく、世界的に高度経済成長期の真っ只中だ。


    　普通の魔導師では到底、間に合わない。


    「世界的にもこのプロジェクトは期待されていたんだがね……」


    「だろうな」


    　家具・家電・オフィス事務・工業用機械・車・船・飛行機・軍事関連……。


    　あらゆる分野の前提に、魔力の存在がある。


    「魔力不足は人類全体の問題なのだ。いっそのこと電力に完全に切り替えてしまえばいい、という意見も上がっているが、そう単純な話でもない。未開の部族の少年が、差し迫った近代国家の軍隊を竹槍の一投で撃滅したのが、たった百年前の実話だ」


    「『パブリドーレの若き英雄』だな。有名だ」


    　魔導師を怒らせたらこんなに怖いという、いい例だ。


    「魔力にはそれだけのポテンシャルが秘められている。切り捨てるには惜しい。火薬を使った近代兵器にも魔力によるブーストが掛けられるのは証明済みで、五十年前の世界大戦では凄せい惨さんを極めた」


    　地獄という言葉すら生ぬるかったと聞く。


    「安定的に魔力を供給できるシステムを確立することは、国防にも関わる重大事項なのだよ」


    　だから、これに乗り遅れた国は、やがて立場を弱くする。逆にうまくやれば、このローゼンブルクのような弱小国でも、世界の覇権を狙ねらえるかもしれない。


    　しかし開発は難航していた。並みの魔導師では、国家を支えるほどの莫大な魔力を産み出すなんて甚はなはだ不可能だったのだ。


    「ブレイクスルーは、一人の少女だったそうだな」


    「そう、『トネリコの蛇へび』の血を濃く受け継ぐといわれる魔導師が存在する」


    「聞いたことがある、トネリコの蛇。セントアニマ教の神話に登場する、原初の人類の一種」


    　文献によっては、天翔かける龍であったともされ、太陽と月を回した張本人とされる。


    「これはチャサウェイ皇国のレ教にも同様の神話が見られ、実在視する声も上がっている。そして、その末まつ裔えいから桁けたの違う魔力が抽出できた」


    「ほう。桁が違う、か」


    　ブルクハルトの感心は、しかし続くアンドレアの言葉によって、絶句してしまう。


    「一桁や二桁ではない。彼女は一人で一億人の生活を支えることができた」


    　一億──。


    　桁が違うどころではない。そこまで差があると、次元が違うと言ったほうがいい。


    「……だけど、それで解決とはいかなかったんだな？」


    「難儀なものだよ……」


    　溜ため息いきをつくアンドレア。パニッシャー系に見られる軽やかな足取りも、今は重く見えた。


    「トネリコの蛇の末裔が、魔力を放出するには条件があった」


    　条件。通常の魔導師は、修行さえすれば好き勝手に魔力を創出できると聞くが、トネリコの蛇の末裔には条件がある。


    「ケースワン、すなわち最初の少女の場合、それは【笑い】だった」


    　笑い──。


    「彼女が心から笑ったときにだけ、一億人の生活が保障できた。世界中のコメディアンが彼女の元へ投入され、やがて少女は笑わなくなった」


    　そうだろう。笑うのは意外と体力と気力を使う。四六時中来られても、疲れる。飽きる。鬱うつ陶とうしくなる。家族や友人と普段どおり過ごさせたほうが、よほど笑えるのではないか。


    　……まあ、俺にはわからないが。


    　ブルクハルトは思考を切り替え、


    「条件ってやつは、【笑い】の他にもあるんだろう」


    「無論だ」


    　アンドレアは、


    「彼女たちの発魔条件は、個体によって異なる。【笑い】【幸福感】【恐怖】【性的快感】など、様々だ。うちの研究所では、ゆえに、キミの出番というわけだ」


    　警戒心のこもった流し目を受け、ハッとした。


    　ブルクハルトの歩調がわずかに乱れる。


    　カラー写真の清純そうな少女の微笑が、脳裏に浮かんだ。


    「……なるほど」


    　アルブレヒトの優顔を、


    　──「そんなあなたにピッタリのお仕事です」


    　無性に殴りたい衝動と戦った。


    「つまり、俺に求められているのは、次世代型の『炉心』の長期運用に関するコンサルタント業務」


    「うむ、裏社会を当たったらキミの名が挙がったのだよ、ブルクハルトくん」


    　疑問には思っていた。


    　プロの拷ごう問もん官かんが、公的機関の相談相手。


    　なぜ俺が選ばれたのかと、ブルクハルトは不審が拭ぬぐえなかったが……。


    　道理、この施設のトネリコの蛇へびの末まつ裔えい、その発魔条件は。


    「彼女、ヘレナ・ヘレーゼの発魔条件は」


    　アンドレアはいったん区切り、言った。


    「【肉体的苦痛】だ」


    



    ×　　×　　×


    



    　罪なき一人の少女をいたぶる。


    　まさかこの仕事を、俺が？


    　わずかに浮き足だったが、平静を装うのは慣れている。マフィアはただのチンピラとは一線を画し、沈黙に重きを置く。本心を他人に悟られるなど愚の骨頂を通り越して溜ため息いきも出ない。


    「アンドレア、電話を借りたい」


    「なんだ、自分の仕事が拷問だと聞いて、まさか臆おくしたわけではあるまい？」


    　口角を吊り上げ、嘲あざけるようなアンドレア。


    　明らかにブルクハルトの経歴を踏まえての発言だったが、彼女はプロジェクトの責任者だ。目を通しておいて当然。口調にも悪意は感じられず、ただからかっている調子だった。パニッシャー系は陽気なやつが多く、ブルクハルトを舐なめているわけではないだろう。


    　しかしブルクハルトは、今は少し機嫌が悪い。


    「……」


    　重苦しい無言で応えた。


    　そのどんよりとした眼まな差ざしに、アンドレアはふいに我に返ったようにハッとし、


    「ああ、電話ならこっちだ……」


    　心底の怯おびえを隠すような立ち振る舞いで、ブルクハルトを先導した。改めて思い知ったのだろう。目の前にいる男はティーカップ片手に談笑できるような、普通の相手ではないことを。


    　公衆電話のコーナーで、ブルクハルトはコインを投入して暗記している番号を押した。二コール目で受付嬢が出た。


    『ダルムシュタット陸運社でございます』


    「青ブラオ、狼ボルフ、銃バツフエ、時刻ツアイ」


    『少々お待ちください』


    　十秒ほど待った。


    『もしもし』


    「鷹ホーク、爪クラワ、柳ヴアイド、深海魚チースシフイシエ」


    『お待ちください』


    　今度は十五秒かかった。


    『お日柄もよろしいようで』


    　４５６６の番号を追加で押した。


    　コール音が響き、ややあって出た。アルブレヒトだ。


    『どうしたんです』


    　誰かとは互いに名乗らない。その必要もないし、なんらかの組織が盗聴している可能性もゼロではない。これは一種の礼儀だ。


    「回された仕事の件だが」


    　アルブレヒトは、すべてを見透かし、苦笑するような間を空けた。


    『あなた、出世したくないんですか』


    　幹部カポに。


    　なりたい。なりたいに決まっている。


    　だが、その代わりに、健康で清せい楚そな少女を痛めつけねばならない、となると……。


    　しかしアルブレヒトの、次の短いセリフは、ブルクハルトを黙らせるに充分な一言だった。


    『何か、疑問でも？』


    　疑問。


    　そんなものはない。


    　あってはならない。


    　あっていいはずがない。


    　末端の兵隊が、上層部の下した決定に〝疑問を抱く〟などと──。


    「疑問は、ない……」


    　死にたくもない。


    『でも？』


    「質問は、ある」


    　ふん、と鼻を鳴らす電子音。


    『今は忙しいので、質問は一つだけにしてください』


    「ああ……」


    　受話器を握る手に力がこもり、汗ばむ。慎重に問い質ただした。


    「今回の仕事を俺に回したのは、おまえか」


    　アルブレヒト・ツァールマン。


    　涼しい顔をして、どんな冷れい酷こく非ひ道どうなことでもやってのける新進気鋭の弁護士。ヴィルトハイムファミリーの参謀長官として、いま、最も鮮麗ヴイヴイツドなビジネスマフィアとして注目を集める成長株。おまえか。


    　おまえが言っているのか。俺に。


    　罪もない少女を、拷ごうし責しおり陵じ虐しいたげ、嬲なぶり、喉のどが嗄かれるまで呵かせよと。


    「それとも……」


    　いやまさか。


    　そんなはずは……。


    　彼のはずは……。


    『そんなこと聞いてどうするんです？』


    　どうでもいいじゃないですか、と暗に言っているが。


    「いいから、応えろ」


    　声に怒気がこもった。


    「誰だ、誰が俺に……」


    　意気込んで耳を澄ますと、


    『あなたの父親です』


    　ガチャ、ツーツー。


    「……」


    　ブルクハルトも、静かに受話器を置いた。


    　父親。


    　ブルクハルトに父親などいない。物心ついたときから孤児だった。アルブレヒトが言った「あなたの父親」とはつまり、組織の大親分にして、ブルクハルトの名付け親でもある。


    　ゴッドファーザー。


    　カール・ハインリッヒ・ヴィルトハイム。


    　バカな──。


    　受話器を置いた姿勢のまま、しばし硬直した。


    〝弱者を守る〟


    　世間からは誤解されているが、それが古きマフィアの第一戒律だ。


    　五十年前の世界大戦が始まる前から、ゴッドファーザーはその掟おきてを誰よりも実践し、崩壊しかかったこの国を支え、発展に寄与してきた。


    　ブルクハルトもその教えに感銘を受け、組織の誰よりも、騎士道精神を重んじてきたつもりである。しかし──。


    　だからこそ、あのドン・ヴィルトハイムが、このブルクハルトに、こんな任務を与えるとは、到底信じられない。


    　金か。


    　権力か。


    　ドンは御年八十を超える老紳士で、ファミリー構成員は五百を超える大所帯、傘下や同盟組織まで含めれば万の人間から尊敬を集める偉人だ。五十年前の世界大戦でも最前線で活躍した烈士であり、世界的なビジネスマンでもあり、政治家にも顔が利く。祖国の崩壊を水際で防いだ立役者として、裏社会の頂点に君臨する神のごとき人物だ。


    　それが、今以上を求めるのか。


    　次世代型発魔炉プロジェクトが成功すれば、なるほどローゼンブルクは完全に息を吹き返し、あまつさえ国際的にも重要な立ち位置に成り上がれるだろう。引いてはこの国を牛ぎゆう耳じる王たるゴッドファーザーも、世界的な人物として出世することになる。表社会だけでそれだ。裏社会、ファミリーはさらに巨大化するだろう。


    　だが、その生いけ贄にえに。


    　善良な市民を、一人の幼い少女を。


    　バカな──。


    　黒々とした疑念が渦巻くが、しかし、哲学者のようにいつまでも内省してはいられない。


    　信じるしかない。あのゴッドファーザーが利権に囚われ、理性を失うはずがない。


    　きっと、ドンにはドンの考えがあるのだ。きっと……。


    



    ×　　×　　×


    



    　ブルクハルトは気を取り直し、まずは所長室へ挨あい拶さつに向かった。


    　スーツもテーラーメイドで新調し、美容院で髪の毛からヒゲ、眉まで整えてきた。


    　ブルクハルトは精いっぱい正装してきたつもりだったが、お偉いさんたちと比べると、清貧を主として重んじる坊主のようだった。


    「この男は本当に信用できるのかね」


    「ドン・ヴィルトハイムがよこした男だ、悪くはないはずだよ」


    「悪くはないでは困るんだがね。スラムの人間だろう？」


    　所長室は、厳正な空気に満たされていた。


    　奥、日の差し込む窓を背にするデスクに、所長が座っている。名をクラウス・ベッテンドルフというらしい。どっしりとした重厚感と同時に、目には粘着性の光がある。


    　彼が座っているデスクの手前には、来客用ソファーセットが設置されてある。そこに、二人の男が向かい合って座っている。


    　白衣を着た、研究者ふうの老人、ホアキン・ハインミュラー。概念魔導学の教授らしい。間接的にだがアンドレアの師匠に当たるのではないか。


    　もう一方の老人は、スーツに身を包んで、胡う散さん臭くさそうな視線を投げてくる。官僚の人間だそうだ。ローゼンブルク政府の高官。ジキスムント・ラインバッハ・モルゲンシュタイン。貴族っぽい名前だ。おそらくそうなのだろう。


    　三人ともプロジェクトの上層部である。いずれも皺しわの寄った老齢であるが、いいワインを常飲しているのか血色はよい。


    「ブルクハルトくん、蘊うん蓄ちくの一つでも垂れてやれ」


    　アンドレアが、上司のいる席で堂々と挑戦的なことを言う。


    　間髪容れずにブルクハルトは応えた。


    「痛みには二種類ある。鋭痛と鈍痛だ。医学・生理学的には両者を合わせて疼とう痛つうと呼ぶ。それぞれＡδ線維とＣ線維が脳へ伝える。通常使われる痛みとはだいたい一次疼痛、鋭痛のほうで、ズキズキとするものだ。二次疼痛の鈍痛はじんじんするもので、内臓の痛みなどが主にそうだ。かつて鈍痛は痒かゆみと同じだと考えられていたが、近年、処理される脳部位が違うと判明し、別物だとされるようになった」


    　お偉方はそれぞれ無言で顔を見合わせ、またブルクハルトに視線を送ってきた。


    　クラウス所長が口を開く。


    「キミはスラムの出身ではなかったかね」


    「ホームレスだってその気になれば量子力学を勉強できます」


    　嘯うそぶいたが、そこまで地道に努力を積み重ねてきたというほどではない。ガキのころ拷ごう問もん官かんとして手に職をつけるために勉強をし始め、読み書きくらいはできるようになった。ゴッドファーザーの伝つ手てで大学に通っていた時期もあり、階級コンプレックスはそこで培つちかった。今でも生理学誌を読んだり、図書館に行ったりはする。


    　先ほど語った蘊うん蓄ちくも、市販されている生理学書から引用した基礎的なものだ。だから字が読めるなら誰でも言えるのだが、スラムの人間がそらんじたことに意味がある。


    「我流というだけで、無教養には変わりありません。ですが、人に痛みを与えることに関しては、国一番の専門家だと自負しています。俺に白羽の矢が立ったのは必然でしょう」


    　ブルクハルトは胸を張って自信満々にそう言った。ここは見栄を張っておくべきだと思ったからだ。


    　ゴッドファーザーに対する疑念は、塵ちり一つ残さず払ふつ拭しよくできたわけではない。


    　だが、いつまでも迷い、悩み続ける程度の頭の持ち主ならば、ブルクハルトはとうの昔に命を奪われているだろう。裏社会の生活は、頭の切り替えができない奴には容赦がない。


    　一旦、脇に置いておけ。


    　前を見ろ。


    　おまえは兵隊。


    　ただ一人のマフィアの走そう狗くだ。


    　そして幹部カポを目指している。


    　この職を失うわけにはいかない。出世だけの話ではない。


    　国策というだけあって給金は多額で、結果を出せば長期間雇ってもらえる。そのうえ前科を帳消しにしてくれる点もありがたい。


    　逆に、ここで弾かれてはかえって立場が危うくなる。


    　当然ながら金はもらえず、一犯罪者でしかなくなり、ドン・ヴィルトハイムにも顔が立たず、以前どおりの仕事も回してもらえなくなる恐れすらあった。


    　成果を出せない兵隊は、切り捨てられるのが常じよう套とうだ。


    　上層部はアイコンタクトで相談し合う。結果、「座りなさい」と促してきた。


    　心の中でガッツポーズした。腰を下ろすと、尻の下でパイプイスがぎしりと軋きしむ。


    「まず率直に、最大の課題はなんだと思う？」


    　所長はじっと見据えてくる。試されている、と思った。


    　ブルクハルトの返答は短かった。


    「長期運用という点です」


    



    　少女が季節外れながらセーターを編あんでいる。手持ち無ぶ沙さ汰ただったのだろう。


    　白く、清潔というよりは病的な空間だった。ドーム状で、壁一面、天井、床、すべてが白色に発光している。眩まぶしさに目を細めた。


    『一種の封印結界を元に現代的な改良を加えた。設計責任者はわたしだ。副主任にも補佐をしてもらったがね』


    　アンドレアは先ほど、通路を歩きながら、そう言っていた。


    『その空間では、魔力はあっという間に吸収される。吸収された魔力は極太のマグノリア導線を通って変圧器へ送られる』


    　要するに次世代型の心臓部なのだろう。


    　ムダに広かった。高さ十四アムド、底面直径二十八アムドの半球形の部屋である。ブルクハルトの倉庫よりは狭いが、でも室内球技くらいはできそうだ。ちなみにアムドという単位は、成人男性の腕の長さが由来である。


    　中心部に寝台があり、そこに一人の少女が腰かけていた。他にはタンスや冷蔵庫、テーブル、イス……最低限の家具もある。この空間にあるのはそれだけだ。


    　少女は編あみ物の手を休め、電子制御式のドアをくぐってきたブルクハルトとアンドレアのほうに向いた。大きく丸い目をパチクリとしばたたく。


    　写真に写っていた、清純な印象の娘だ。実物は、なお聖ひじりたりける神こう々ごうしさで、灰色よりも穢けがれなく、淡く、仄ほのめく、光輝を放っているようにすら見えてしまう。


    「……こんにちは」


    　高音の、可か憐れんな声だった。顔に疑問符を書いてブルクハルトを見てくる。


    　アンドレアが前に出た。


    「やあ、ヘレナ。セーターはどこまでできた？」


    「まだまだです。やっぱりマフラーのようにはいきませんね」


    　ヘレナはちらちらと、ブルクハルトをしきりに見てくる。ブルクハルトも彼女を上から下まで観察した。


    　座っているので身長はわかりづらいが、高くもなく低くもない。髪はわずかに色のついた幽白ゴーストホワイトのセミロングだ。


    　年は今年で十六だとアンドレアが事前に教えてくれた。まだまだ子供だ。


    　小顔で、鼻も口も小さいが、目だけが大きい。北方チルトリア系とジラル民族の混血に見られる特徴で、北の大国ジ・ノープラ連邦にとくに多い顔立ちだ。


    　全体的に清潔感があり、無防備さをさらけ出しているのは深窓の令嬢を思わせるが、どこか女神的な風格と超越的な微笑を感じられる。


    　これがトネリコの蛇へびの末まつ裔えい──国家を背負うと、期待が寄せられる魔女か。


    「紹介しよう」


    　とアンドレアが、ヘレナの肩に手を置いてブルクハルトを見た。


    「この子が件くだんのヘレナ・ヘレーゼだ」


    「よろしく」


    　ブルクハルトは短く挨あい拶さつした。


    「そしてヘレナ、彼はブルクハルト。キミにとっての天使であり悪魔だ」


    　ブルクハルトがどういう人間なのかは、すでに伝えてあるそうだ。マフィアの走そう狗く。拷ごう問もん官かん。しかしそれを目前にしてヘレナは、


    「よろしくお願いします」


    　柔和な笑みで手を差し出してきた。


    　ブルクハルトは反射的に重心を下げたが、ナイフも拳銃もない、握り拳ですらない手だった。マメもない、擦すり剥むけもない、赤子のような柔らかそうな手のひらだ。ああ握手かと思い至った。魔導師ということで無意識的に警戒してしまっていた。


    　ヘレナのほうがずっと堂々としている。


    「わあっ……」


    　ヘレナは軽く驚いた顔で、握り合った手を見下ろした。大きいとか、固いとか思われているのかもしれない。


    　ブルクハルトは身長も高く、横にも広い。顔も彫りが深くて、筋骨隆々でゴツゴツしており、大男に分類されるだろう。かつて『戦士』の代名詞であったジャルマン人の血を色濃く引いている。両親を見たこともないのでブルクハルト自身、断言できないが。


    　全身から凶暴さを醸かもし出す、この偉い丈じよう夫ふを指して「天使」とも言ってのけたアンドレアは、さすがである。


    「どうだい、お互いの第一印象は」


    　アンドレアが間に立って言った。


    「……可愛かわいらしいお嬢さんだ」


    　ブルクハルトは社しや交こう辞じ令れいを転がしたが、あながち、嘘うそとも言い切れない。


    　ヘレナはとにかく不思議な雰囲気を持っていた。白さ、清純さ、あるいは百合リーアのような、たおやかさも感じられ、高潔で犯しがたく、意味もなく跪ひざまずきたくなる。


    　聖女。


    　常軌を逸していると、言えるほどに。この娘は浮き世離れして見えた。


    　しかし当のヘレナはニコニコ笑いながら「大きい人ですね」と言ってきた。


    　──「ねえ、ブレオ」


    　突如として脳裏に蘇よみがえった光景に、ブルクハルトは電流が走った思いがした。


    　それは古い記憶だった。あまりにも古い、遥はるか遠くの過去……。ブルクハルトが名付け親ゴッドファーザーに拾われる前、『ブレオ』と呼んでくる少女がいた……。


    「今日は挨拶だけだ。もう帰っていいぞ」


    　アンドレアがヘレナに言った。炉心だからといって二十四時間、この心臓部に閉じ込められているわけではないようだ。


    「はい」


    　ヘレナは編あみかけのセーターを小脇に抱えて、「それでは」と歩き出す。途中で一度背筋をうんと伸ばし、電子制御式のドアへ。


    　実家に帰るわけではない。「ヘレナも施設内の社員寮に住んでいるんだよ」とアンドレアが事前に説明していた。


    　しかし数歩も歩かぬうちに、誰かが慌てて駆け込んできた。


    「ヘレナ様、ここにいらしたのですかっ」


    　十二、三歳くらいの天使のような美少年だったが、憤ふん怒ぬと憂ゆう慮りよが相あい半なかばする微妙な顔でヘレナに詰め寄った。


    「カルミネ」


    「勝手に出歩かないでくださいと、あれほど言ったではありませんか」


    「でも、カルミネが部屋の掃除で忙しそうにしていたから」


    「そんなことはどうでもいいのです。ヘレナ様にもしものことがあったら、どうするつもりだったのですか」


    　必死なカルミネに対し、ヘレナは困ったように微笑し、


    「でも、別に研究所から出るつもりはなかったのよ」


    「そういう問題ではありませんっ」


    　頭から湯気が出そうなほど、ぷんすかと怒っているが、見た目が綺き麗れいな少年なので、かえって可愛かわいらしかった。


    「あれは誰だ」


    　ブルクハルトがアンドレアに聞いた。


    「カルミネ・デル・ソカッチオ。まだ幼いが、立派なヘレナの世話役だ」


    「世話役、か」


    　ただの傍そば仕づかえではあるまい。もしそうなら大人の女性が適任だろうからだ。間違ってもヘレナより年下の少年には向かない。それに、あの少年の立ち居振る舞いからは、もっと別の何かを感じる。


    「む？」


    　カルミネがこちらに気づいた。ヘレナを背中に隠すように回り込み、ブルクハルトを睨にらみつけてくる。


    「誰ですか、その男は」


    「新しい仲間だよ、ブルクハルトという」


    　アンドレアが簡単に紹介してくれるが、カルミネの顔には険けんが貼りついたままだ。


    「物騒なオーラが滲にじみ出ています。下品で劣悪な印象を受けます。ヘレナ様に近づけるわけにはいきません」


    　随分な言いようだったが、まんざら外れてもいなかった。


    「カルミネ、失礼じゃない、初対面の方に」


    　ヘレナが彼の後方から目礼してくる。


    　だがカルミネは敵を蔑べつ視しする目で、絶えず睨にらみつけてくる。


    「間違いありません。あれは危険な男です」


    　なかなか鋭い。しかしヘレナのほうは「まさか」と言っている。


    「確かに体の大きな方ですが、優しそうな御ご仁じんでしょ」


    「優しそう？　ヘレナ様っ、目のウロコを取ってくださいっ」


    　カルミネは眼光でブルクハルトを刺し、


    「あれは、地獄で罪人を拷ごう問もんする、悪魔のような男です！」


    　ほう、とブルクハルトは感心した。付け足す言葉が何もない。が、


    「そうかしら」


    　とヘレナは小首を傾かしげ、


    「わたしには、拷問されているのは、彼のように見えるのよ」


    　息が詰まった。


    　ヘレナのその、見透かすような視線。


    　目が合ったのではない。


    　眼球を貫き、頭ず蓋がいをこじ開け、脳を踏み荒らしたさらに奥。


    　肉体という器に閉じ込められた、孤独な魂をそっと撫なでるような。


    　怖い。


    　あるいは歪いびつ。


    　畏い怖ふの念を覚えるほどの、慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしだった。


    　──「ねえ、ブレオ」


    　まただ。また、古い記憶が呼び起こされる。


    　劣悪なスラムの環境。不潔で、力ある者がすべてを奪う。トタン屋根の掘っ立て小屋に丸まって身を寄せ合い、隙間風を堪え忍んで必死に生きた。盗みを働き、他人を蹴け落とす毎日で、しかし振り向いたあの子は、貴族のように微ほほ笑えんでいた。


    　──「不幸なのは？」


    　絡み合った視線をヘレナが先に切るまで、ブルクハルトは目を逸そらせなかった。


    「ふぎゃんっ」


    　出入り口へと向かう途中、ヘレナが何もないところでこけた。


    　ブルクハルトは口をあんぐり開けてしまった。アンドレアは噴き出していた。カルミネが激しく動揺した。


    「へへへへ、ヘレナ様ぁ！」


    「あい、たたた……」
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    　ヘレナは四つん這ばいになって膝ひざをいたわっている。


    「大丈夫ですか、ヘレナ様っ。ヘレナ様っ」


    「くくっ、ケガはないか、ヘレナ」


    　アンドレアの心配する声にも、笑いが含まれている。


    「だ、だいじょぶ……。えへへ、すみません、おっちょこちょいで」


    　ヘレナは恥ずかしそうに笑い、大ケガをしたようにカルミネに付き添われながら、


    「もう、どうしてヘレナ様はそうドジなのですかっ」


    「ド、ドジじゃないよ。ちょっと転んだだけ……」


    「はいはいわかってます！」


    　今度こそ出ていった。


    「……」


    　ブルクハルトはまだ押し黙っていた。それからアンドレアのほうを向いた。


    「今のでも発魔されたのか」


    　目には見えなかったが、発魔条件が【肉体的苦痛】だというからには、ちょっとこけただけでも魔力を放出したはずだ。


    「ああ、今ごろ変圧器のほうで数字が出ているはずだ」


    　アンドレアは肩を竦すくめた。


    「二十万マギアくらいかな」


    　マギアとは魔力量の単位だ。


    　ちょっとこけただけで二十万マギア。一か月の魔力消費量は、平均的な一世帯で六百マギアほどだとされている。従って、およそ三百世帯をカバーした計算になる。


    　ちょっとこけただけで、だ。


    　これがトネリコの蛇へびの末まつ裔えいか。


    「どうだ」


    　アンドレアは聞いてきた。


    「拷ごう問もん官かんとしての意見を聞きたい」


    　微妙にズレた質問である。


    「アンドレア、拷問はあくまでも心を折るためにやるものだ」


    　自白させたり、機密情報を吐かせたり、奴隷にしたりするために、暴力によって屈服させる。


    　それが拷問の在り方だ。やたらと残ざん虐ぎやくだったり、生理的嫌悪を催すような内容であるのも、それゆえだ。心を折る、ただそれだけが求められる。


    　だが、ゆえに、今回の『次世代型の運用』とはかけ離れている。


    　ヘレナの心をへし折ったところで意味はないのだ。求められていない。


    「ヘレナの発魔条件が『肉体的苦痛』だというのなら、俺がやるのはただ純粋に彼女を痛めつけることだ。それは拷問とは言わない」


    　アンドレアはわずかに息を飲んだ。


    「……では、なんと言う？」


    「虐ぎやく待たいだよ」


    　そう、今回のブルクハルトの仕事は、あの聖女のような娘を、可能な限り長く、虐待し続けること。そのためならなんだってする。


    　ブルクハルトに拒否権はない。たとえ報酬がなかろうが、出世とは関係なかろうが、ドンがやれというなら、やるしかない。


    　疑問を、抱いてはならないのだ……。


    



    ×　　×　　×


    



    　ブルクハルトは次に、プロジェクトの正規メンバーたちが屯たむろするという詰め所へと移動した。


    　ドアを開けて入ると、そこには数人の男女がオフィステーブルに着席して雑談を交わしていたようだった。こちらに気づき、緊張のこもったしたり顔で腰を上げる。


    「紹介しよう」


    　アンドレアがふたたびあいだに立ち、正規メンバーたちを一人ずつ紹介していく。


    　が、正直に言って全員をすぐに覚えるのはブルクハルトには難しかった。他人の顔を覚えるなど、ほとんど益もなかった暮らしをしてきたのだから。


    　また耳慣れない肩書きや資格を持った人物たちで、ちょっと手に負えない。


    　たとえばこうだ。


    　ハイゼー・ウォーレン・ザヒュート──三十二歳。最年長。男。既婚。ローゼンブルク出身。プロジェクト副主任。


    　イザベラ・ヒルデガルド──二十九歳。女。既婚。ローゼンブルク出身。発魔炉設計・国際検定準一級取得者。発魔炉管理技士資格準一級。魔導具発明・国際登録者。


    　プルタ・ボルビノーレ──二十八歳。男。独身。メーレスザイレ出身、リーベルウィッセン二重国籍。発魔炉設計・国際検定準二級。二級建築士。測量士。


    　クリス・クレセントリア──二十歳。女。独身。ゴッテスガルド出身。概念魔導学において突出した才能を持ち、飛び級で大学へ進学。ローゼン大学に留学中。論文『概念の階層構造説における最上位抽象体について』に感銘を受けたアンドレアが引き抜いてきた。


    　……怒ど濤とうの勢いでそう紹介されても、まるで頭に入らない。


    「同盟国からの留学生もいるが、いずれも優秀で、活きのいい若手研究者たちだ」


    　アンドレアが胸を張って誇らしそうに言うが、ブルクハルトはとてもじゃないが明日には忘れているだろうと思った。


    　さらにこの他にも、準メンバーが十人以上もいるらしく、事務員ほか、施設を保全する電気工事士、特殊電気整備士、コンクリート診断士、空調機器整備士、浄化槽整備士……。


    　辟へき易えきして言葉もないが、アンドレアがなんでもないように嬉々として説明する。


    「本来なら施設の保全など外注に丸投げするがね、まあ、後ろ暗いところのあるプロジェクトだから、情報が漏れるのを恐れ、個人と業務契約を締結しているのだ」


    「個人契約だと情報が漏れないのか」


    「わからないか？」


    　柳りゆう眉びを曲げ、


    「人は組織のなかでは責任感や罪悪感を分散させがちになり、情報漏ろう洩えいに繋つながりやすいが、個人的な契約だと心の逃げ場がなく、慎重になる、というわけだよ」


    「ふむ」


    　まあそうかもしれない。


    「ちなみにブルクハルトくん、キミも、扱いとしては準メンバーだよ。肩書きは『特殊炉心コンサルタント』などという、取って付けたようなものだがね」


    　そうかよ、と頷うなずき、ブルクハルトは少し疲れを見せて、


    「やれやれ、これで全員か」


    　うんざりして息を吐いた。


    　アンドレアはしかし不審げになり、


    「いや、正規メンバーはもう一人いるんだが……」


    　そんな恐ろしいことを言い、副主任のハイゼーに問うた。


    「ナターシャはどうした。集合をかけておいただろう」


    「時間を忘れて、発明に没頭しているんじゃないですかね」


    　肩を竦すくめるハイゼーに、「またか」とアンドレアも腰に手を当てて息をつく。


    「最後の一人は、ナターシャというのか」


    「十代のうちに飛び級で大学を卒業したような天才なんだが、これが変わった子でね……」


    　首を竦めるアンドレアだが、おまえも十分変わった女だぞ、とブルクハルトは心のなかで呟つぶやいておいた。


    　アンドレアは、そのナターシャという少女を首に縄をつけてでも引っ張ってこようというつもりはないらしい。


    「まあ、やがて顔を合わせる機会はあるだろう」


    「これ以上は覚えられる自信がないぞ」


    　いや、すでに何人かの名前は忘れたが。


    「なあに、ナターシャに関しては一度会ったら忘れんさ、たとえ忘れたくてもな」


    　アンドレアは、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを向けてくる。


    　嫌な予感が渦巻くが、ともかく、ブルクハルトも自己紹介した。


    「名前はブルクハルト・ローゼンブルク。年は三十五。特殊な技能を見込まれて、こうしてプロジェクトに参加することになった。与えられた肩書きもズバリ特殊炉心コンサルタントなんていうらしい。よろしく頼む」


    『……』


    　ハイゼー、イザベラ、プルタ、クリスとも、全員に緊張が見られた。深刻そうな顔をして、肩に力が入っている。


    「あのヴィルトハイムファミリーの、拷ごう問もん官かん、なんですよね……？」


    　ハイゼーと、人妻研究者イザベラもまた、青ざめた顔をしていた。


    「本物の、名の売れたマフィア、なのね……」


    　二人は同じくローゼンブルク出身だと自己紹介していた。ヴィルトハイムファミリーがいかなる組織かを、生まれたときから聞かされてきたのだろう。


    「やっぱり、凄すごい人なんですね」


    　他国で生まれ育ったらしいプルタは、ごくりと音を立てて息を飲んでいる。ぶ厚いメガネを掛けており、色白でもやしのように細く、勉強ばかりしてきた温室育ちなのだろう。暴力が服を着て歩いているようなブルクハルトと対面し、生きた心地がしないようだ。


    「ヴィルトハイムファミリー……」


    　畏い敬けいの念がこもった目に晒さらされるのは、一般の客を相手にするときにはよくあることだ。


    　曰いわく、裏から政府を操る黒幕。


    　曰く、すべてを暴力と金で解決する無敵の犯罪者集団。


    　曰く、アジトには最新鋭の魔力ミサイル兵器が三基備えられており、敵対組織にはいつでも報復爆撃できるようメンテナンスされている──。


    　黒い噂うわさは絶えない。


    　しかし都市伝説ではない。


    　まことしやかに囁ささやかれるそれらは、大概が事実に基づいている。


    　子供に向けたお伽とぎ噺ばなしではなく、現実に存在する〝無法を許された〟異常な集団だ。


    　その正式メンバーの一人が目の前にいる。彼らにとっては怪物か、化け物にでも遭遇したような心地に違いない。


    「失礼ですが、準構成員や、下部組織の兵隊、ではないんですよね……？」


    　なおも怯きよう懦だに震えるハイゼーに、


    「正式な一員だ」


    　とブルクハルトは重苦しく頷うなずいて見せた。紛れもない本物だ、ということだ。


    「あのー？」


    　と、おずおずと挙手したのは、二十歳、現役女子大生のクリスという若い女だった。


    「わたし留学生なんで、詳しくは知らないんですが、ヴィルトハイムファミリーには簡単には入れないって聞いたんですけど。いろんな功績を挙げて手土産にしないといけないみたいな」


    「まあ、そうだな。生なま半はん可かな男は入れない」


    　まず信頼できること、次に組織に貢献できる能力を証明すること、あるいは血縁。


    　これらの条件をクリアした者が、さらにいくつかの試練を与えられ、〝名誉ある男〟かどうか試される。


    　それを乗り越えると、中世の秘密結社の入社式をそのまま持ってきたような、古式ゆかしい〝血の儀式〟が行われ、晴れて〝名誉ある男〟だと認められるのだ。


    「ブルクハルトさんは、何をやったんですか」


    「なんでもやったな」


    「具体的には？」


    「当然、言葉にできないことだ」


    　ブルクハルトが、夜や叉しやのごとき凄そう絶ぜつな笑みを浮かべてみせる。クリスはぎょっとして引き下がった。お喋しやべりな女には、この脅おどしがよく利くのだった。


    　改めて、研究者たちはブルクハルトと対たい峙じする。いずれも顔はこわばり、体は逃げ出しそうになっていた。


    　それは緊張もするだろう。彼らが学校で鉛筆を走らせていたとき、ブルクハルトは腐敗臭のヒドい地下室で、拷ごう問もん器具を操っていた。あるいは外に出て、銃火が交差する戦場を駆け抜けていた。


    　ブルクハルトの手は血ち塗まみれている。


    　だが、そんな悪漢と握手ができるくらいには、彼らは常識を見失っていた。


    「力を合わせて頑張りましょう」


    　副主任のハイゼーが、額に汗を掻かきながらもそう言った。あなたも仲間にしてあげます、みんなで一緒に炉心を痛めつけましょう──。


    「ああ、よろしく頼む」


    　ブルクハルトは笑顔で全員と握手した。


    「きっと成功する」


    　そう言ったが、一つ、大きな懸念を抱えていた。


    　おそらく間違いなかった。


    「しかしこのままじゃプロジェクトを進められない。そうだな？　アンドレア」


    「ああ……」


    　アンドレアは苦々しく頷うなずき、


    「ただ単に炉心を痛めつければいい、というわけではないのだよ」


    



    ×　　×　　×


    



    「研究所の敷地は、思ったよりは広くないんだな」


    　見学がてら敷地内をぐるっと回っての感想だった。


    「ふふん、そうだろう」


    　アンドレアが優越感に上機嫌な笑みを浮かべている。


    「仮にも発魔炉を兼ねているから中規模の町くらいありそうなイメージだが、そこは次世代型なのだ」


    「というと」


    「最も場所を取る二つ、魔力鉱石の溶解場は存在せず、熱処理関連も最小限に改善されている。また発電所と比べても蒸気タービンなどは存在せず、おまけに一号機だけで賄まかなわれるため、じつにコンパクトに仕上がっているのだよ」


    　詳しいことはわからなかったが、とにかく省エネにもなっているようだった。


    　アンドレアはさらに饒じよう舌ぜつに語った。


    「今後技術が発達していけば、導線や変圧器も小型化し、一棟程度の面積で国全体を賄えるようになるだろう。無論、プロジェクトがうまくいくことが前提だがね」


    「そうか。そうなんだよな」


    　国費が何百億と投じられて建設されただろうこの施設は、あくまでも次世代型のためだけに作られた実験施設なのだ。プロジェクトが失敗すれば、すべてが無駄になる。


    「やるしかないんだよ、ブルクハルトくん」


    　一陣の風が吹く。


    　アンドレアは遠い目をして、施設を眺める。先ほどの雑談の内容を思い出した。


    　──「わたしが研究主任を任されたのは、これが初めてなのだ」


    　ふてぶてしい豪快な女だが、割合に繊細な心も持ち合わせているのかもしれない。


    　初めて大きな仕事を任されて浮き足立つ一方、その重圧を真正面から受け止めている。


    　失敗するわけにはいかなかった。自分のためにも、この国のためにも。


    　だが──。


    　そのためにヘレナを、あの毒気もない少女を。


    　ブルクハルトは、口を開きかけたが、やめた。


    　問い質ただしても詮無きことである。今さら詰問しても意味などないのだ。ブルクハルトが招集されるずっと以前から、アンドレアはきっと悩み続けたに違いないのだから。


    　そのときだ。


    　ひゅるるるる……。


    　奇妙な音に、ブルクハルトはハッとした。ある種のロケットランチャーの推進音に、よく似ていたのだ。何年か前に抗争に参加した際に、耳にしたことがあった。


    　爆撃──!?


    　にわかには信じられない。国の施設であり、おそらくヴィルトハイムファミリーも出資者に名を連ねる最重要施設の一つだ。そこが強襲を受けたというのか。そんなバカなマネをする命知らずが、この国にいるというのか。


    　頭は疑義に支配されたが、肉体は即座に対応した。隣りにいたアンドレアを掴つかんで引き倒し、地面に伏せさせると同時に、体を張って盾となる。また一方の手を懐ふところに忍ばせ、銃じゆう把はを掴んだ。


    　脇の下にホルスターで吊ってある愛銃『ザクセン＝アンハルト』。


    　対魔導師も想定した、世界最大の拳銃と称される逸品である。あまりに巨大すぎるため、常人では片手で操ることは不可能。大柄で、手のひらも異様に広いブルクハルトのような人種だからこそ活用できる、持ち主を選ぶ銃だった。


    　親指で安全装置を跳ね上げながら、奥へと押し込んだ。プッシュ・ロッディング。片手で初弾を薬室に送り込む、緊急装そう填てん術である。ホルスターの仕掛けと、日頃の修練を、ブルクハルトは怠サボったことはない。この一瞬で生死が分かれるのが、彼の日常なのだ。


    　雷光が閃ひらめくような早はや業わざで、音が近づいてくる方向へ銃口を向けた。


    　あれか。


    　白煙を吐き出しながら、空中を龍のようにのたうち回るロケット弾があった。直線や放物線の動きではない、奇妙に曲がりくねった軌道を描いている。燃料剤の噴出がうまくいっていないのは明らかな、不良品のようだった。


    　かといって、見逃していいわけもない。どこに落ちるかわからないのなら、思わぬ人物が負傷する恐れもある。それが万が一にもヘレナではないという保証はどこにもない。


    　ブルクハルトは全神経を集中し、弾頭の行く末を計算に入れつつ引き金を絞った。


    　渇いた破裂音が響き、五十口径のずしりとくる反動が、手首、前腕、肘ひじ、肩へと一気に駆け抜けた。


    　地面に伏せさせたアンドレアを庇かばいながら、斜め上空に向けた片手撃ちである。正しい構えなどできるはずもなく、常人なら一発でケガをする撃ち方だった。


    　薬やつ莢きように込められた火薬量も尋常ではない。よく口径が大きいほど威力が強いと思われているが、火薬の質と量のほうが問題である。スナイパーライフル弾など、口径はハンドガンのそれより小さいが、火薬量は二倍近い。射手への反動も二倍である。


    　屈強なジャルマン人でなければ、この凶銃は使いこなせまい。


    　ブルクハルトは何発か連射するつもりだったが、幸いにも一発目のホローポイント弾が命中してくれたようだ。榴りゆう弾だんは空中でけたたましく爆発した。アンドレアに覆おおい被かぶさるようにして、破片から守ってやる。


    　下でアンドレアが驚きよう愕がくの声を上げ、ブルクハルトを押し返すかしないかせめぎ合っていた。


    　構いもせず、ブルクハルトは三秒で翻ひるがえった。素早く周囲を見回して現状を確認する。


    　襲撃者は、どこにいる。誰かは関係ない。次に何をしてくるかが喫きつ緊きんの問題だった。


    　しかし──。


    「す、す、すいませーん！」


    　素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきた。


    　反射的に銃口を向けるが、


    「ぎゃあっ!?　撃たないで撃たないでっ！」


    　すでに撃たれたような大げさなリアクションを取った。


    　まだ十代半なかばに見える、白い亡霊のような少女だった。というのも、もじゃもじゃの髪の毛も真っ白、きめ細かい肌も新雪のようにまっさら、おまけに白衣なんて着ているものだから、頭の天辺から足先まで純白の有様であった。


    　牛乳瓶びんの底のようなぶ厚いメガネが、銃口を向けられて驚いた拍子にあらぬところへズレていた。


    「何者だ、小娘」


    「ひぃー。超怖いですぅ。まず銃を下ろしてくださーいっ」


    　足元に一発ぶち込んでやったら、ぎゃあぎゃあ言いながらコサックダンスを踊った。


    「なんで撃つんですかっ。なんで撃つんですかっ」


    「安心しろ、生け捕りにしてゆっくり吐かせてやる、誰の差し金かをな」


    　得意分野の尋問について一言述べていると、ブルクハルトの下からアンドレアが起き上がってきた。


    「ナターシャ。ナターシャじゃないか」


    　その名前にブルクハルトは思い当たった。こいつか──。


    　十代で大学を卒業したという天才とのことだったが、とてもそうは見えない。


    「あーっ、主任！　助けてくださいっ、部下が殺されそうになってますっ」
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    　両手を上げて脚をガクガクに震えさせ、泣きながらの救援を。


    　しかしアンドレアは冷たい目で一いち瞥べつし、知るか、と吐き捨てた。


    「わたしもさっき殺されそうになった。ブルクハルトくん、もう二、三発、遊んでやれ」


    「りょーかい」


    　バンバンバン！


    「ぎゃあ、ぎゃあ！　死ぬ、死んでしまいますマジでっ。遺言は青空に散りたかったｂｙナターシャで！　あっ、足を撃たれた！　イタイ痛いイタイ痛い！　出血多量で死ぬうぅ！」


    　いや当たってなどいない。弾丸が地面に撃ち込まれて砂が跳ね上がり、それが足に直撃しただけだ。傷一つ、ついてはいまい。


    　それでもナターシャは大げさに転げ回った挙句、気絶してしまった。


    「……な？　二度と忘れられんだろ」


    　肩を竦すくめるアンドレア。ブルクハルトは拳銃を懐ふところに収めながら、盛大に溜ため息いきをつかされたのだった。


    



    ×　　×　　×


    



    　研究所に来て一週間が経っていた。


    　初日、天井にまで届きそうな誓約書の束すべてにサインをし、ブルクハルトはガラにもなく白衣を着て過ごす生活を始めた。ブルクハルトは最初「白衣は似合わないからいい」と突っぱねたが、アンドレアが「箔はくがつかん」と主任命令を出した。以来、オフのとき以外は常に白衣を着て過ごすことになった。


    　朝八時から夜九時までのハードワーク。


    　自室に戻っても資料を漁あさる日々だ。


    　ただ単に炉心を痛めつければいいというわけではない──。


    　アンドレア以下、研究チームは頭を抱えている。ブルクハルトもやっとそこに追いついた。


    「これは、非常にデリケートな問題だな」


    「うむ、ブルクハルトくんもようやく察してくれたか」


    　アンドレアをはじめ、研究チームの面々は渋い顔を晒さらしていた。


    　ただし、一人を除いて。


    「できました！」


    　詰め所の隅のほうで何やら作業をしていたナターシャが、いきなり挙手した。


    　嫌な予感しかしない。また始まった、みたいな雰囲気が広がっている。


    　ブルクハルトが試しにナターシャに近づいていくと、背後から「さすがヴィルトハイムファミリー」「怖いもの知らずだな」「男の中の男」などとわけのわからないセリフが飛んでくる。


    　じゃーん、とナターシャがお披露目してみせたのは、例の小型ミサイルの改良版らしかった。


    「どうですかブルクハルトさんっ。先日は燃料制御機構が甘く、危うく他人を爆殺してしまうところでしたが、今度は完璧ですっ」


    「……どう完璧なんだ」


    「燃料噴出を最新の電子制御に換装しましたっ。ハード系プログラミングにもバグがないことを確認済みですっ」


    「ほう、そりゃ凄すごい」


    　電子機器の自主製作など、プロレベルの仕事だ。ナターシャも伊だ達てに大学を飛び級で卒業したわけではないのだろう。しかし……。


    「で、いったい何を爆撃するつもりだ？」


    「え、決まってるじゃないですか」


    　きょとんとして、


    「炉心──つまりヘレナちゃんですよ。この一発で全身が三々五々に飛び散り、きっととんでもない量の発魔が可能ですっ。一気に一兆マギア、二兆マギア、いいえ桁けた違ちがいに一京にまで到達するかもしれま……、ってなんで皆さん分解しようとするんですかっ。わあっ、あっという間にバラバラに！　せっかく作ったのにやめてくださいやめてくださーいっ」


    「炉心を殺してどうするつもりだ、アホめ」


    　アンドレアが傲ごう然ぜんと言った。


    「あっ、そうかっ」


    　ナターシャは手を打った。


    「一発で大量に発魔しても、結界が魔力を吸収し切れませんよねっ。壊れてしまいますっ。さっすが主任、あったまいいー」


    「おいアンドレア、おまえバカにされてるぞ」


    「いや、ナターシャはこれが素なのだよ」


    　そう言いながらアンドレアは頭を抱え、はあ、と魂まで抜けるような溜ため息いきをついた。


    　ナターシャのほうは自分の失敗に落ち込むことなく、


    「さあ次々！　今度は何を作ろうかなあ」


    　またなにとも知れぬ作業を開始する。


    「……どうしてあんな奴をチームに入れたんだ」


    「地頭は確実にいいのだよ、見たまえ、これを」


    　テーブル上のいくつかのシャーレには、それぞれ粉末や液体が載っていた。ブルクハルトには知る由よしもないが、特殊な薬品らしいとは直感できる。


    「火薬か？」


    「もう少し正確に言えば、ある一定の比率で混ぜ合わせることで、そこの小型ミサイルの爆薬に使われる素材だ」


    　見れば察せられるが、


    「それがどうした」


    「どうした、だと？」


    　振り向いたアンドレアの顔は、汗を滲にじませながら、引きつった笑みに歪ゆがんでいた。


    「思い出したまえ、あのときの爆発を。盛大な威力だったろう？」


    「……そうか？　あんなものだと思うが」


    　何もわかっていないな、とアンドレアは首を振り、


    「キミがマフィアのいざこざで体験してきたのは、すべて魔力によるブーストが掛けられた爆薬だ。だが、ここに魔力鉱石は含まれているか？」


    「っ……」


    　ない。配合される薬品には、いずれも魔石に特有の虹色の光は窺うかがえなかった。のっぺりとした地味な色合いでしかない。


    「魔力なしで、あの破壊力を引き出したというのか」


    「それ以上だ。いいか？　これが普通の榴りゆう弾だんに含まれる爆薬量だ。魔石の粉末も含めて」


    　スコップで敷紙の上に乗せた何らかの粉末は、目算で三パウンドといった量だった。メロンの半分くらいだ。


    「そしてこれが、ナターシャの小型ミサイルの爆薬だ」


    　分解されて取り出された、液体燃料の入った容器。それは、写真のフィルム入れのような小型のケースだった。手に持ってみても、〇・五パウンドほどしかない。これで魔力も含まれていないだと──。


    「わかるかね。圧倒的に小さく、魔力を使わずして同等の破壊力を誇る。兵器専門の開発環境もなく、ガレージのような環境でたった一人で自主製作したレベルがもう世界最先端を行っている」


    　これが、天才というやつだよ──。


    　唖あ然ぜんとしてナターシャを見やる。ジュニアハイスクールの生徒でも通るような、小柄で童顔の少女は、無限の可能性を秘めているようだが、


    「そうだっ」


    　ハッと閃ひらめいたらしく、


    「液体燃料を服薬させて全身を細胞レベルで爆発させればっ！」


    「できるかっ」


    　アンドレアが樹脂製のバインダーで頭を殴った。


    　……天才とバカは紙一重とは言うが、両者は同じものではないかと、ブルクハルトはつくづく思う。


    



    ×　　×　　×


    



    　その日の夜、ブルクハルトは食堂で遅めのディナーを取っていた。


    「やあ」


    　断りも入れずにアンドレアが正面の席に座った。トレイには、牛ステーキとライスとミネストローネが載せられていた。


    「おい、ビフテキなんてあるのか」


    　この食堂のメニューは日替わりである。だが、ブルクハルトは未だかつてメニュー表にステーキが載っているのを見たことがない。


    「裏メニューではないぞ。事前にシェフと掛け合って、わたし専用のメニューを作っておいたまでだ」


    　このアンドレアという女は、裏社会でも十分に生きていけると思った。


    「あ、主任と先生だ。わたしもいいですか」


    　ヘレナだった。相変わらず清純そうな外見ながら、へらへらと笑っている脳天気さがアンバランスだった。


    　隣には案の定、世話役のカルミネがいた。


    「いけません、ヘレナ様。あのブルクハルトとかいう男には近づくべきでは」


    「まだそんなことを言っているの、カルミネ。いい加減に新しい仲間だと受け止めなきゃ。先生だって迷惑されているはずよ」


    　先生なんて、ブルクハルトには絶対的に似合わない敬称だが、ヘレナは譲らなかった。


    　この一週間、ヘレナとは何度か対談してきた。


    　そのたびにカルミネが邪魔してきたが、ヘレナがどうにか窘たしなめてくれていた。


    　ブルクハルトが、マフィアの走そう狗くとして、非人道的な業務をこなしてきたことも教えてある。だがそれでも彼女の覚悟は揺らがなかった。


    　ヘレナはアンドレアの隣に座った。四人掛けだったので、必然的にブルクハルトの隣の空いた席にはカルミネが座り、キッと鋭い視線を向けてきた。必要以上に距離も開けられている。


    　やれやれ、嫌われたもんだな──。


    　まあ、いいだろう。別に人に好かれようと思ったことなどない。カルミネのことは無視しておけばいい。


    　そう言えば、ヘレナと食事をするのは初めてだ。アンドレアとはたまにタイミングが合致するが、ヘレナと合うことはない。研究者側と被験者側の差だろうか。


    　ヘレナのトレイに載っている夕食を見て、ブルクハルトは呆あつ気けにとられた。フランクフルトが二つ、白身魚のリヨマヨネーズ、ポテトサラダ、大盛りのライス、カルボナーラ、コーンスープ、オニオンスープ、カップアイス……どう見ても適量カロリーをオーバーしている。おまけに食べ合わせも考えられていない。


    　ヘレナのその細い体に、これがすべて入るというのか。


    　一方で当のヘレナは、ブルクハルトのトレイを見て呆気に取られていた。大盛りとはいえ、ミートソーススパゲティ単品である。


    「先生はそれだけですか」


    　くそ。節約してるんだよ──。


    「好きなものは好きなだけ食べるのが、健康にいいと思うんです」


    　いいわきゃねえだろ。頬ほおを膨ふくらませて幸せそうに食べてんじゃねえよ。


    「ヘレナ、ブルクハルトくんは貧乏なんだよ」


    　アンドレアがニヤニヤしながらそう言った。


    「えっ。すみません、わたし、無神経なことを……」


    　憐あわれみの視線もやめてくれ。


    　カルミネが、くくくっと笑っていた。


    「この貧乏拷ごう問もん官かんめ」


    　なぜこんな子供にまで見下されなければならないのか。


    　そこで、はたとブルクハルトは気づいた。カルミネの端整な顔をよく見てみると、化粧が施されているようだ。ナチュラルメイクだから気づきにくい。少年とはいえ男だという点も、化粧の存在を遠ざけている。


    「カルミネ、貧乏なんて言っちゃ可哀かわい相そうじゃない。そうだ先生、わたしのフランクフルト一本、いかがですか」


    　施しもやめてくれ。


    　アンドレアは小刻みに肩を震わせている。俺をいじるのがそんなに面白いか──。


    「施しはいらん。俺はスパゲティだけで十分だ」


    　ブルクハルトは半なかば意地でフランクフルトを断った。だが気分は晴れない。飲みたい気分だ。


    「アンドレア、近くに酒場はないか」


    　最近は朝から晩まで仕事漬けだった。ここらでストレスを発散しとくべきだろう。


    　アンドレアは少し思案げな顔をした。


    「街のほうに出るしかないな。わたしが車を出そう」


    「手間をかけるな」


    　ブルクハルトとアンドレアは、鏡合わせのように同時にナプキンで口元を拭ぬぐった。


    「え、もう行くのですか。お待ちください」


    　ヘレナが慌てて食事をかっ込む。


    「いや、ヘレナは連れていかないぞ。まだ子供だろう？」


    　アンドレアが保護者のようなことを言った。カルミネも諌いさめる。


    「そうですよヘレナ様、未成年の飲酒はお体に障さわります」


    　でも、とヘレナは不満げに頬ほおを膨ふくらませる。


    「わたしだってもうすぐ十六なのよ」


    　つまり十五じゃねえか。


    「法律上、飲酒は十八歳からだ」


    　アンドレアはそう言ったが、ブルクハルトは十三のときには酒も煙草たばこもやっていた。


    「十八歳の誕生日に一緒に飲もうな」


    　それまでおまえが生きていたらな、とブルクハルトは心の中で続けた。


    　ヘレナは満面の笑みで「はいっ」と答える。だがハッとして「あと二年もお預けですかっ!?」と自らツッコミを入れた。


    　大物かもしれないな、こいつは。


    　苦笑し、ブルクハルトは食器を返却口に返した。


    



    　アンドレアの愛車に乗って閑散とした街を走り、カントリー風の酒場へとやってきたブルクハルトは、アンドレアとカウンター席に並んだ。


    「拷ごう問もんに屈しない人間に当たったことはあるか」


    　黒ビールを呷あおり、アンドレアはそう聞いてきた。


    「ある」


    　ブルクハルトはオンザロックで唇を湿らせた。


    　最初はビールを飲んでいたが、ウィスキーの気分になったのでそうした。いや厳密にはカクテルである。球形に砕かれた氷が一つ入った、オールド・ファンションド・グラスに躍るその琥珀色の液体は、〝ゴッドファーザー〟──そう名付けられている。


    　ウィスキーをベースに、アーモンドの風味と甘味のあるアマレットが調和する。アルコール度数は三十五度前後というかなり強いカクテルだ。


    　拷問に屈しない人間。


    　思い出すだに、胸くそ悪くなる。


    「くははっ、と特徴的な笑い方をするやつだったよ」


    　思わず舌打ちしてしまう。


    「学会を追われた元物理学者だったそうだが、あいつはとんでもない怪物だった。手の皮を剥はいでヤスリで擦こすってもビクともしない。魂が抜けたようになっちまって、数分後にふと正気を取り戻したかと思ったら、第一声は『まだ終わってないのか』だった」


    　苦々しく、ブルクハルトは首を振った。


    「さながら要領の悪い小間使いを見る目で、俺は完全に見下されたよ」


    「なんだ、それは」


    　アンドレアは眉み間けんに皺しわを寄せていた。


    「痛みを感じないやつだったのか」


    「いや、あいつは脳を完全にコントロールできたんだ。『記憶の宮殿』の究極型だよ、内面世界を非常にリアルに作り上げ、俺がせっせと拷問しているあいだはそっちで時間を過ごしていた。何をしていたのかと聞いたら、そいつ、なんて答えたと思う？　今の俺と同じだ」


    　思い出し、ウイスキーベースのそれを喉のどに流し込んだ。


    「『メーレスザイレの北部はスモーキーの醸かもし方が違う』……」


    　たしかに海洋大国メーレスザイレの北部は、特殊な季候と独特の製法によって他とは違うウィスキーを作る。だが拷ごう問もん中に与えてやったはずもない。


    　はずもないのに。


    「……そう言ったのか」


    　アンドレアは、にわかには信じがたいと眉を顰ひそめる。


    　しかし実話だった。あの小粋なファッションをしたジャルマン系のタスニア人は、ブルクハルトが汗水垂らしながらせっせとそいつの手も自身の手も赤く濡ぬらしているあいだ、ずっと、幻のスコッチに舌した鼓づつみを打っていたのだ。


    「プライドはズタズタだった。悔しくていろんな手法を試したが……結局」


    「殺さざるを得なかったのか」


    「いや、上層部はどうしても情報を欲しがった。とある画期的な発明品の設計図で、特許を取れば毎年何千万バーレンが転がり込んでくる」


    　その設計図は金のなる木だったわけだ。


    「だが、奴は紙面には残さなかった。設計図は奴の脳内にしかない。だから拷問という特殊尋問が繰り広げられたわけだが……俺は、いつまで経っても奴の心を折れなかった」


    　悔しさで脳天が焦げつきそうだったのを、覚えている。


    「それで業を煮やした上層部は、仕方なく交換条件に持ち込んだんだ」


    「交換条件？　代わりに欲しいものをくれてやる、と？」


    「ああ。奴が求めたのは稀少な美術品だったって話だが、詳しくは俺の知るところじゃない。……ただ、これだけはハッキリしている」


    　再び、怒りがふつふつと湧いてくる。


    「ヤツは、拷問の中止は求めなかった。拷問の中止は求めなかったんだ」


    　当時、ブルクハルトはまだ若かったが、今になっても、プロの拷問官としてあれほどの屈くつ辱じよくを味わったことはない。


    「俺はそれから半年以上、肩身が狭かったよ」


    　美術品を求めて東とう奔ほん西せい走そうした奴らには、とくに白い目で見られたものだった。


    　グラスをカウンターに置き、差し出すように少し前へ押し出した。


    「もう一杯」


    　バーテンダーが無言で、分量がきっちり量られた二つの液体を注いでステアする。


    　アンドレアは言葉に詰まっていた。誤魔化すように口をビールで塞ふさいだ。


    　店内は団体客が来ても受け入れられるほどテーブル席が並んでおり、三分の二が埋まっていた。ブルクハルトとアンドレアは、年季の入った木製のカウンター席に隣り合って座っている。


    「てめえ、どういうつもりだっ」


    　怒鳴り声が聞こえてきた。


    　振り向いて見ると、ガタイのいい中年男が、一人の若者に突っかかっていた。


    　若者のほうは金髪ショートの細身で、爽さわやかそうな色男だった。ただしツナギを着ており、油が染みている。工業系の職に就いているようだ。


    「どうってなんだ、あんたから絡んできたんじゃないか」


    　若者も強気だった。


    　おいまずいって、と後ろにいる連れが、青ざめた顔で裾を引っ張っている。


    「んだその口の利き方はぁ？」


    　中年男が胸ぐらを掴つかみ上げる。しかしなおも、若者は揺るぎない目で睨にらみ続けた。


    「喧けん嘩かか」


    　隣のアンドレアが言った。原因はわからないが、酒の席だ。何が起きても不思議ではない。


    　一いつ触しよく即そく発はつ、店内は物々しい雰囲気に包まれた。


    　ブルクハルトは妙だと思った。ここは歓声を上げてどっちが勝つか賭かけるところではないのか。だが、ここはゴミの掃はき溜だめではなかったとすぐに思い出した。


    「ブルクハルトくん、止めないのか。男だろう？」


    「なぬ？　それは俺の知ってる男じゃないぜ」


    「じゃあ、キミの知っている男とは、ここでどういう行動に出る」


    「若いほうに一杯賭ける」


    　アンドレは少し絶句したが、乗ってきた。


    「ではわたしはオヤジのほうか」


    　乾杯してグラスを呷あおった。


    　先に手を出したのは中年のほうだった。ただし拳を振り上げた瞬間に頭突きのカウンターを食らっており、正確にはどっちが先とは言いがたかった。


    　中年男はたたらを踏んで、顔を上げた。鼻から口元にかけて赤く染まっている。


    「……ガキィ！」


    「来いよ、見かけ倒しか？」


    　若者はボクシングの構えを取った。カタチにはなっているが、脇が甘い。腰が高い。


    　彼の後ろで、連れの青年が頭を抱えていた。


    「上等だぁ！」


    　中年が殴りかかった。途端に若者がジャブを放った。ごっ、と鈍い音がした。ジャブなのに力を入れすぎだバカ──。ブルクハルトは平然と観戦し、フィオレンティーツァに火をつけ、紫煙を燻くゆらせる。


    　店内は騒然となっていた。猪ちよ突とつ猛もう進しんの中年と、ボクサー気取りの若者。


    　ふあ、と欠伸あくびが出る。まるで子供の喧嘩だった。気の利いた口上の一つもない。


    「もう一杯」


    「あ、はい……」


    　バーテンダーは戸惑いながらも、職務をまっとうした。


    　中年と若者のじゃれ合いは、スラムと比べると子猫ちゃんのようだが、規模にかかわらず、ブルクハルトは喧けん嘩かを見るたびに、そこに苦痛に関する哲学を感じる。


    「苦痛とは危険信号である、とされているのは、子供でも知っている常識だ」


    　ブルクハルトは唇を湿らし、やおら切り出した。


    「だが、喧嘩している男たちはどうだろう」


    　お披露目するように軽く両手を広げ、


    「殴った拳が壊れ、殴られた箇所が壊れる。どう足あ掻がいても傷つけられる。男らしくないとして武器も使わない。自らが壊れていく領域に、真正面から突き進んでいく……プライドが、意地が、苦痛を塗りつぶしてしまっているんだ」


    「そう言えばそうだな」


    　喧嘩の喧けん噪そうに冷や汗をかきながらも、アンドレアは思い出したように、


    「アドレナリンが出ると痛みを感じなくなる」


    　それが一般的にも知られ始めた話だが、


    「他にもドーパミンやエンドルフィンなどといった脳内麻薬が痛みのレセプターを閉じ、痛みを伝える神経伝達物質を受け取れなくする。代わりに、興奮物質や快楽物質が効果を発揮し、人はハイになる。そして、それらと似たような症状を人為的に引き起こすのが──」


    　麻薬や、鎮痛剤だ。


    　ブルクハルトはマフィアの仕事を思い出し、噛かみ締めるようにそう言った。


    　ヴィルトハイムファミリーは、そういった違法薬物にも手を広げている……。


    　そのとき。


    　顔を腫はらした中年が、ウオーと雄お叫たけびを上げながらタックルをかけた。若者はかろうじていなす。バランスを崩した中年の、雄牛のような巨体が転がり込んできた。


    「こっちにっ!?」


    　アンドレアが慄りつ然ぜんと身み震ぶるいしたが、カウンターチェアから飛びのくような回避行動はしなかった。突然のことに体が硬直してしまっている。


    　ぶつかる。


    　そこでブルクハルトは無意識に灰皿へと手を伸ばし、中年の頭に叩たたきつけた。喧嘩が始まって以来、一等、鈍い音が鳴った。


    　店内の全員が息を飲む。


    　中年はアンドレアに突っ込む直前、ぐわんと頭を回したあと、くずおれた。


    　ブルクハルトは灰皿をカウンターテーブルに戻し、煙草たばこを指で叩いた。強化ガラス製の灰皿は亀裂が入り、一部赤くなっていたが、機能には支障がなかった。


    　ふと異様な空気に気づく。


    　ブルクハルトは顔を巡らせた。店内の視線はブルクハルトに集まっていた。


    「……あー。大丈夫だ、生きてる生きてる」


    　ブルクハルトは足元に転がっている男を小突いた。中年は呻うめく。


    「ほら、な」


    　客や従業員は気まずい表情で、それぞれ顔を見回した。


    　さてどうしたもんかと思った。なぜ引かれなければならないのか。ただ火の粉を払っただけなのに。


    「あの……」


    　一歩前に出てきたのは、若者だった。顔が腫はれ、青たんができている。


    　綺き麗れいな翡ひ翠すい色の瞳をしている。ヴァーリア人だ。


    「なんというか、迷惑かけて、すみません」


    　おー、謝ってきたぞ。礼儀正しいな──。ブルクハルトの故郷では無視して帰るか、「誰の獲物横取りしてんだ？　あ？」と来るところだ。そこでブルクハルトは「ワンコなら尻尾しつぽを振れよ」と返し、第二回戦が始まる。


    「気にするな」


    　ブルクハルトはグラスを空にして、カウンターに金を置いて出口に向かった。


    「お、お客さん、おつり……」


    「取っとけ」


    　一度は言ってみたかったセリフを、ブルクハルトはノリノリで言った。


    　人垣を真正面から突破する。幸いにも左右に割れてくれた。アンドレアも後ろからついてくる。


    「助けてもらったのは二度目だな……」


    「助けた？　なんの話だ」


    「いや、いい。……ふふっ」


    　アンドレアの見上げてくる視線からは、警戒心や、刺とげ々とげしさが消えていた。


    　スポーツカーに乗り込む。


    　暗く、狭い箱の中で二人きりになる。


    「キミは本当に違う人種なんだな」


    　むしろ尊敬するような語調で、アンドレアがそう言った。


    「悪名高きジャルマンだからな」


    　これは自虐的に、ブルクハルトは紫煙を吐く。


    「納得だよ」


    　アンドレアはあっけらかんと笑いながら、ハンドルを切った。


    　飲酒運転もそのうち規制されていくんだろうな、とブルクハルトはしみじみ思う。


    



    　翌日──。


    　常人なら二日酔いに苦しむところだが、むしろスッキリしたブルクハルトが研究所の会議室に顔を出すと、


    「やあ、おはよう」


    　アンドレアが不敵な笑顔を浮かべ、仁王立ちで待ち構えていた。


    「ああ……、おはよう？」


    　ブルクハルトは丸くなった目を瞬しばたたき、なんだと怪け訝げんさを滲にじみ出す。


    「うむ、おはよう」


    　アンドレアが挨あい拶さつをくり返した。


    　微妙な雰囲気になった。


    　なんなんだよ──？


    　助けを求めるように、他の正規メンバーたちに視線を飛ばすが、副主任のハイゼーをはじめ、人妻のイザベラ、もやしのプルタ、大学生のクリスもが、ニヤニヤとしていた。


    「気づかんかね」


    「あ？」


    「ほら」


    　アンドレアが腰に手を当て、モデルのようなポーズを取った。


    　ううん？


    　何か違和感を覚えたが……。


    　ブルクハルトが険しく皺しわを刻んだ困惑顔で「……」と固まっていると、アンドレアは露骨に不機嫌になり、もういいっ、と踵きびすを返してしまった。


    　へーい、とイザベラとクリスが諸もろ手てを挙げて喜び、ハイゼーとプルタの男コンビが悔しそうにしながら、金を渡している。賭かけをしていたらしい。しかし、なんの賭だろう？


    「おっはよーございやーす」


    　ナターシャが、またぞろ不可解な実験機材を両手いっぱいに抱えて入室してきた。


    「今度は何を作る気だよ」


    　前回は爆薬類が多かったが、今日持ち込んできたのは機械的なアームなどだった。


    「ふふふ」


    　ナターシャは悪役の笑みを浮かべるが、童顔のため、かえって可愛かわいらしい。


    「わたくし、気づいちゃったのです」


    　言葉遣づかいも変だった。


    「強力なロボットアームを製作し、全自動で拷ごう問もんをやらせればブルクハルトさんは必要ありません」


    「ほう」


    「ふふふ、わたくしってやっぱり天才でございましょう？　すいやせんね、ブルクハルトさん、あなたの仕事を奪っちゃって。おーっふっふっふ」


    　頬ほおに手刀を当て、なんか違う高笑いを上げてみせたが、


    「で、具体的にはどんな拷ごう問もんをやらせるんだ？」


    「え？」


    「誰がやるかが問題じゃない、誰でもいいんだ。だが、何をやるかが問題なんだ」


    「そうか、なるほど！」


    　ナターシャは手を打った。


    「じゃあブルクハルトさんには助言役コンサルタントをお願いします！」


    「もうやってるよ」


    　軽く頭を撫なでるというか、もじゃもじゃ頭を鷲わし掴づかみにした。うわ、なんか脂っぽい。きちんと風呂入ってんのかよ、こいつ──。ブルクハルトは引きつった笑みを浮かべた。


    　ナターシャは落ち着きなく動き回り、ふと何かに気づいたように立ち止まった。


    「あれー？　主任、今日どうしたんですか」


    　ぎくっとアンドレアが小さく跳びはねた。


    「な、なんのことだ」


    「なんのことって」


    　ナターシャは不思議そうに小首を傾かしげ、


    「いつもはほとんど化粧しないのに、今日はなんかケバいですよ。アクセサリーなんかもつけちゃって。あっ、ネイルも手入れしてる。どうしたんですか主任！　まるで普通の女の子みたいじゃないですかっ」


    「うるさいっ」


    　バインダーで叩たたいた。ナターシャが、ひゃ、とたまげて、両手で頭を押さえた。


    「なんで叩かれたんですっ？　さては主任、何か恥ずかしいことを考えましたねっ。そんな色気づいて、いったい誰の気を引こうとしたんですか。年甲斐もなく！」


    「うるさいっ、うるさいっ、うるさいっ。わたしはまだまだ若いのだ！」


    　頬を染めてバインダーで叩きまくっている。


    　何を遊んでいるんだ、こいつらは──。ブルクハルトは呆あきれ返るが、他の正規メンバーたちはゲラゲラ笑っていた。


    



    ×　　×　　×


    



    「人生で最大の激痛はなんだった？」


    　ブルクハルトは十歳のころに体験した。


    　まだ拷ごう問もん官かんになる前、精肉店の下働きとして朝から晩までこき使われていた。


    　そこの店主がクソ野郎で、何かミスするたびにボコボコにされた。


    　しかし最大の苦痛を与えられたのは、ブルクハルトが原因ではなかった。


    　店主の夫人が鍵をかけ忘れ、店に泥棒が入ったのだ。


    　現金三十万バーレンと、牛一頭からごく少量しか取れない貴重な部位をあらかた持っていかれた。


    　大型冷蔵庫の鍵をかけ忘れていたのは、店主の責任だ。


    　夫婦揃そろってのミスが、ブルクハルトのせいにされ、腕をへし折られた。骨は肉を突き破って外気に晒さらされた。


    　悪夢はここからだった。


    　店主は解体用の肉切り包丁を持ってきた。


    　そして、ブルクハルトの飛び出した前腕骨とその周辺を虐いじめだした。


    　ブルクハルトは泣き叫び、跳びはねたが、荒縄と、成人女性の二倍もある夫人に押さえつけられ、逃げられなかった。


    　憤ふん怒ぬに染まっていた店主の顔が、次第に仕事中の真顔に変わっていくのが恐ろしかった。淡々と作業をこなすときの無表情だ。


    　このままバラバラにされてしまう、とブルクハルトは絶望した。店主は次にノコギリを持ってきた。


    　ここで奇跡的にマフィアの抗争の余波を受けた。


    　一夜にして魔導師が何人も投入された、街が崩壊するレベルの大抗争だった。


    　それで精肉店は全壊し、店主も夫人も死んだ。


    　ブルクハルトが次に目を覚ましたのは、モグリの診療所の床の上だった。


    　驚くことに傷は綺き麗れいさっぱり消え、腕も完全に元通りになっていた。


    　世界に三百人ほどしかいないとされる稀少な治療系の魔導師が、ブルクハルトを癒やしてくれたのだ。他にも床狭しと並べられた何人もの負傷者が、同じようにして治癒されていた。


    　ドン・ヴィルトハイムが手配してくれたのだった。


    「タンスの角に足の小指をぶつけたときですっ」


    　そのときの痛みを思い出したのか、ヘレナは全身をこわばらせ、ぎゅっと目をつぶった。


    　次世代型発魔炉の心臓部は、今日も皓こう々こうとした光に照らされ、真っ白い。


    　タンスの角に足の小指をぶつける……。


    　痛いとは聞くが、ブルクハルトには経験がなかった。どのくらい痛いのだろう。


    「裸足でうろついてたのか」


    「靴下は履いてました。高級な絨じゆう毯たんを敷いていた部屋だったらしくて」


    「なるほどな」


    　汚さないようケチった結果に、誰かに痛い思いをさせたわけだ。


    　ヘレナには少々天然なところがあった。陽気というか、脳天気というか、日常生活でスキップする人間を、ブルクハルトはこの娘以外に知らない。


    　なぜ人生最大の苦痛を訊かれたのか、この子は理解していないだろう。


    　カルミネのほうは横から、無言の圧力を絶えずかけてくる。


    　どの程度の苦痛で、どれだけ発魔されるのか検証したかった。苦痛と発魔量の相関関係を知りたい、というわけだ。


    　お誂あつらえ向きに、この心臓部にもタンスはある。藤製の安物だ。


    　その角を小指で蹴けらせる……ヘレナの性格的に怖がってできないか。


    　本人を見てみると、にこっと笑顔を返された。双そう眸ぼうが弧を描いている。


    　思い返して見れば、拷ごう問もん官かんとして少女と向き合うのも久しぶりだ。


    　いつだったかスナッフフィルムの撮影に、相談役として呼ばれたことがあった。


    　スナッフフィルムとは、主に若い女を嬲なぶり殺しにする光景を収めた映像のことだ。あのときの監督は「破壊のアート」と称していた。


    　しかし現場の撮影に顔を出してみると、これが驚かされた。


    　女優も男優も鬼気迫る迫真の演技を見せるのだが、あくまでも演技で無傷だった。収録の合間には、仲よさそうに談笑までする。


    　しかし後日、試写会に参加してみると、もう本物にしか見えないのだ。


    　ここまで来ると確かにアートだと思った。


    「……」


    　ブルクハルトが直接、女に手を下すのは、果たしていつ以来だろうか。


    　本音を言えば、少女を傷つけるのはあまりやりたくない。やはりどうしても気が乗らない。


    〝弱者を守る〟


    　それが古いマフィアの第一戒律だ。


    　カタギの女や子供に手を出すなど……。


    　だが──。


    　──「あなたの父親です」


    　アルブレヒトが、あの場面で嘘うそをつくはずがない。ドンが望んでいるのだ。


    　大義のためには多少の犠牲もやむなし。


    　きっとそういうことに違いない。


    　それはブルクハルトがスラムで学んだことでもあった。生きるためには何かを犠牲にしなければならない。当然の帰結であり、他人を犠牲にできないやつは死んでいった。騙だまし、奪い、蹴落とし合うのがスラムの日常で、誰もがそうしていた。


    　いや、ただ一人を除いて、か……。


    　前を見る。ヘレナがそこにいて、いつもの柔和な笑みを向けてくる。しかしその背後に、ブルクハルトは過去の幻影が見えていた。


    　──「不幸なのは？」


    　振り払うようにブルクハルトは首を振った。


    　やらなければ──。


    　財さい布ふから千バーレン札を取り出した。ぺらりとした、ただの紙切れだが、ブルクハルトの腕ならナイフと同じ切れ味を出せる。


    　これなら綺き麗れいに皮ひ膚ふだけを切り裂き、肉までは傷つかない。何度くり返しても一定の苦痛を与えられ、検証に役立つ。


    「……ヘレナ」


    「なんでしょう？」


    　可愛かわいらしく小首を傾かしげてくる。ブルクハルトは言った。


    「スカートをたくし上げて脚を見せてくれ、と言ったら？」


    「はっ、犯罪ですっ！」


    　そうだけど。ヘレナは顔を赤くしてあわあわと手を振る。


    　カルミネが激げき昂こうしていた。


    「きっさまぁ！　ヘレナ様になんたるセクハラを！」


    　だがカルミネを無視し、ブルクハルトはヘレナの反応に注目していた。


    　初う心ぶなその反応は……。


    「おまえ、処女か」


    「ひう……」


    　しゅんと縮こまって、俯うつむいてしまった。耳まで真っ赤になっている。


    　カルミネが機関銃のごとき抗議の声を上げたが、完全にスルーした。


    　ブルクハルトは溜ため息いきをついた。


    「今日はここまでだ」


    「……はい」


    　ヘレナは顔が熱を帯びているのか、ぺたぺたと手で押さえた。


    「二度と来るな！」


    　カルミネの怒号を背に、ブルクハルトは心臓部から出ていく。足が重かった。


    　痛がりで、純朴な生娘……。


    　ただ単に炉心を痛めつければいいというわけではない──、アンドレアの言葉を思い出した。


    



    ×　　×　　×


    



    「まずは人差し指だ」


    　ペンチを手に、爪を剥はぐ。


    「──っふんぎぃいいいい！」


    　爪。


    　肉片がこびりつき、血が滴したたっている。


    　鼻先に持ち上げて、まじまじと眺める。ウロコのようだ、と初めて思ったのは、何歳のころだったろうか。十五歳より前だったとは思うが。


    　男の荒い呼吸が、ブルクハルトの顔面を撫なでる。かっと見開かれた、血走った目。


    　その対象者テイーマンの眼前に、剥ぎ取った爪を掲げて見せた。男の呼吸はさらに荒くなり、奥歯をより強く噛かみ締める。歯ぎしりの音が聞こえてきそうだ。


    　ブルクハルトはあえてふらふらと振ってみせた。男の顔色が一層、憎悪に歪ゆがむ。


    「殺してやる、殺してやるぞ！　ぜってーぶっ殺してやる！」


    　追い詰められた人間は、言うことが単調になる。


    　ブルクハルトは生爪をゴミ箱に捨てた。


    「次は中指だ」


    「──ッアァアアア～～ッ！」


    　専用のイスに拘こう束そくされている彼は、ガッタガッタと跳びはねた。


    　それから頭突きをするように一気に項うな垂だれ、肩で息をしながら、小刻みに震える。


    「一か月だっ！　一か月まるまるかけておまえを攻め抜いてやるっ！　家族も、恋人も、おまえに関わった人間全員！　血ち反へ吐どを──」


    「薬指だ」


    「──っんアアっ!?　クソがアァァ──ッ！」


    　もう少しお利口さんだったら、長生きできただろうに。


    　ブルクハルトは三枚目をゴミ箱に落とした。木の葉のように一度だけヒラリと回転した。


    　いまでも、ときどき、考えてしまう。


    　自分がもしスラムなんかに生まれず、せめて中流階級に生まれていれば、と。もしそうだったなら、きっと、もっとまともな人間になり、誇らしい職業につけたのではないか。


    　しかしそれは、自己正当化の本能による現実の誤魔化しだろう。ゴミの掃はき溜だめのスラムでも、カタギの仕事はあったのだ。


    　だのにブルクハルトは盗みを続けた。弁解の余地はない。


    「小指だ」


    「──っひんぎぎぎぎぎぎぃ──ッ！」


    　墜おちるところまで墜ちて、挙句に就いたのがこの職業だ。


    「お待ちかねの親指だ」


    「──っ、やめっ、てめ、」


    「剥はぐぞ？」


    「待てっ」


    　待たない、一気に剥ぐ、というフェイントを見せると、男はぎょっと体を強ばらせた。痛みを分散させようとしている。そうはさせるか。


    「うりゃっ」


    　というのもまたフェイントで、ホッとしたところ、本当に剥ぐ。


    「──アアアアアアアアアアアアア──ッ！」


    　男は可能な限り激しく暴れた。ぶ厚い革製の拘こう束そく具ぐは軋きしみ、根元のイスから崩壊するのではないかと思わされる。これが終わったら一度しっかり点検すべきだ。


    　ヘレナにもこのような拷ごう問もんをやるのか──。


    　最初はブルクハルトもそう考えた。しかし、そう単純な話ではないのは、プロジェクトの前例者たちの記録を読み漁あさっている途中で嫌でも気づかされる。


    　一度、ブルクハルトは前例の拷問官に直接会って話をしたいと思っていた。手渡された資料だけではわかりづらい部分もあるし、ナマの情報も得たい。拷問官同士で微に入り細を穿うがったインタビューができるだろう。


    　しかし、カウレ大陸における同盟国中で前例の拷問官は三人もいるが、まだ一人にも会えていない。アンドレアや所長たちを通じて申請は出しているものの、巷ちまたでは都市伝説のような非人道的なプロジェクトなのだから、たとえ関係者といえども簡単には情報が開示されないのだ。手詰まりの感は否めない。


    　そこに今朝、電話が引いてあるブルクハルトの部屋に直通で電話がかかってきた。


    　誰かと思えばアルブレヒトだった。急に腕のいい拷問官が必要になったと捲まくし立て、ほとんど一方的に連れてこられた。とはいえ、場所はブルクハルトが所有するホーム、郊外にある古びた倉庫地下の拷問部屋であるが。


    「いやあ、お忙しいところすみませんねえ、ブルクハルトさん」


    　口先だけで謝罪するアルブレヒトは、今日は全身にピタリとフィットした、洗練されたストライプ柄のスーツに身を包んでいる。酸鼻な拷問が目の前で行われているというのに、普通の会社員のように煙草たばこにオイルライターで火をつけた。


    「ふん、貸しは二倍にして返してもらうぜ」


    「わかってますよ、ゴッドファーザーもよく言っていますしね」


    　相手が寛大なら、こちらはその倍は寛大でなければならない。


    　しかし逆に、相手が狭量なら？


    　その答えは論ずるまでもないだろう。


    「で、このバカは何をしでかしたんだ」


    　コンシリエーレであるアルブレヒトが出張ってきているのだ、かなり重要な案件に関わっていると考えられるが、


    「いえ、なに、ちょっとキナ臭い話を小耳に挟みましてね」


    　口元には柔らかい微笑を浮かべているが、目は思索に耽ふけり、深しん淵えんを覗のぞき込まんとする哲学者のそれに似ている。また知恵者の例に漏れず、必要以上には語らない。末端のブルクハルトが知るべきでないことを、アルブレヒトは今、追いかけているのだ。


    　ブルクハルトは自分で考える。


    　いまセッションを受けているこの男は、年齢は四十代手前、風体はマフィアの兵隊から中堅といったところだった。


    「そろそろ喋しやべる気になりましたかねえ」


    　粘り気のある口調で、アルブレヒトが顔を寄せた。


    「誰の差し金ですか。いや、個人ではない、どこの組織でしょうか」


    「……へ、へへ」


    　男は脂汗を掻かきながらも笑い上げ、


    「豚のケツでも舐なめてろ」


    　唾つばを吐いた。「おっと危ないっ」とアルブレヒトは身を翻ひるがえすが、肩に少しかかった。


    「やれやれ」


    　ハンカチで肩を拭ぬぐい、


    「ブルクハルトさん、この人はカテゴリー３です」


    　拷ごう問もんの対象者テイーマンは三つに分類される。


    　カテゴリー１、心身共に無傷で情報を聞き出すこと。


    　カテゴリー２、多少の傷を与えても構わない。


    　カテゴリー３、廃棄可。


    「次はどうする」


    　どうやってもいい。何をしてもいい。こいつの死はすでに決まっている。


    　男の両手の指、合計十本は、現在、例外なく赤く染まっている。がっくりと項うな垂だれ、涎よだれを垂らしている様は、狩りに失敗して落ち込む肉食獣を思わせた。


    　梅が咲く季節ではあるが、被害者が湯気が立つような暖房器具と化しているせいで、窓のない地下室は蒸し暑くなっている。


    　次は足の爪か。それとも。


    「お任せします」


    「じゃあ、マニキュアを塗ってやろう」


    　ブルクハルトは煙草たばこを口にくわえ、台車からとある瓶びんを取りだした。白い粉が入っている。


    「麻薬ですか」


    「まさか」


    　ブルクハルトが取りだしたのは、どこの家庭にもある、日常的な調味料である。


    「塩だ」


    　男に向かっても宣言した。


    「バカっ、てめっ、ふざけんっ──」


    　小さいスプーンで掬すくい、男の眼前に持ち上げて凝視させる。


    「ほーれ、ほーれ」


    「ひっ──やめっ──」


    　男の顔が引きつった。


    　ブルクハルトはスプーンを動かし、挑発してから、ゆっくりとマニキュアを塗ってやった。


    　男は声も出なかった。
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    　しばし彼が回復するまで待ってから、耳元でぼそりと言う。


    「両手両足の爪を全部剥はいで、塩漬けにしてやろうか」


    「っ……」


    　男は奥歯を噛かみ、肩を上下させている。牡牛のように鼻息が荒かった。


    「なんなら、消毒してやろうか？」


    　最高に沁しみるやつ──。小瓶びんを掲げてみせた。


    「や、やめ、てくれ……」


    「ん？　なんですか」


    　アルブレヒトが耳をそばだてる。


    「早めに吐いちゃったほうが楽ですよ、この人、ローゼンブルク一の拷ごう問もん官かんですから」


    　馴なれ馴れしく肩を叩たたいてくる。触るな、と手を払いたかったが、どうにか無表情で我慢してみせた。


    　この期に及んで、男はまだ逡しゆん巡じゆんしている。どうやら自分の立場というものをまだ理解していないらしい。


    「そうだ、新作があった」


    　ブルクハルトがわざとらしく、小型のアルミケースを作業台の上で開いた。いくつかの薬品が入った小瓶がずらりと並んでいる。そのなかの二つ、目薬のような容器を手に取った。


    「なんです、それ。新作？」


    「まあ見てな」


    　まさに目薬を差すように、石畳の床に一滴を落とした。


    「これ一つだけなら、何も害はない。少量なら口に含んでも無害だ。しかし、もう片方の液体と混合させると……」


    　先ほどとは別の液体を、ひと雫しずく、垂らした。


    　二種の液体が石畳の上で混ざると、しゅわっと気泡が上がるが、次の瞬間だった。


    　けたたましい炸さく裂れつ音と光を伴って爆発した。


    　覚悟しておいたブルクハルトでさえ心臓が止まりかけた。アルブレヒトや、対象者テイーマンに至っては声を上げて仰のけ反ぞった。


    「なんですか、爆薬？」


    　その驚きよう愕がくぶりで、ブルクハルトの溜りゆう飲いんは下がる。


    「知り合いの発明家がこさえた、失敗作だ」


    「この威力で、失敗なんですか」


    「反応が過敏すぎて、使い道が限られるんだそうだ。もっと安定させないと実用化できないってな」


    　それで、だ──。


    　ニヤリ、とブルクハルトは悪魔の歪ゆがんだ笑みを向けた。


    「これから、おまえにこの目薬を差してやろうと思う」


    「んなっ、ふざけんなっ、てめえ！　それでも人間かっ」


    　抗議の声を楽々と聞き流して、ブルクハルトは作業箱を漁あさり、眼科医が使うような開かい瞼けい器きを取りだした。嫌がる男の右瞼まぶたを、強制的に開かせる。


    「痛えって！　やめろ、やめろ！」


    　右目だけがギョロギョロ動いている。


    　男の頭部はベルトによって拘こう束そくイスのヘッドレストに固定され、正面を向いているため、首の後ろにあたるロック機構を開放し、強引に天井を見上げさせた。


    　喉のど仏ぼとけが剥むき出しになり、気道が圧迫されたことで、男はまともに言葉を発せられず、窒息した金魚のように呻うめいた。


    　アルブレヒトは笑いを噛かみ殺していた。


    「最高ですね、これ」


    「じゃあ、まずは一滴目だ」


    「っ──、やめろやめろやめろぉーっ！」


    　渾こん身しんの力で頭を起こし、なんとか制止の声を張り上げる。だが大柄のブルクハルトが体重をかけて本気で押さえつければ、男の抵抗は些さ事じに過ぎない。


    　彼の目玉はせわしなくギョロギョロと蠢うごめいた。


    　目薬を差す要領で、まず一滴を落とした。ぴちゃり、と眼球に浸透していく。


    「──ぁあっ！　──ゴあっ！」


    　やはり呼吸困難のように呻しん吟ぎんし、必死に抵抗するが、虚しいばかりだ。


    「さて、最後のチャンスだ」


    　ブルクハルトは片割れの薬品を掲げ、男の目の前で円を描くように動かした。


    「質問に答えろ、眼がん窩かで花火を打ち上げたくなかったらな」


    「──んがァ！　──えあっ！」


    「なんだって。聞こえんなあ」


    　焦らしに焦らし、するとアルブレヒトが機を窺うかがっていたように割って入ってきた。


    「まあちょっと待ってください。交換条件といきましょう」


    　交換条件。


    　二度にわたって肩をタップされ、ブルクハルトは男の頭を正面へと戻した。男は貪むさぼるように空気を吸った。血なまぐさく腐敗臭のヒドい空気だが、まるで気にしていない。一週間は清掃していない公衆便所の空気でも同じように吸引するだろう。


    　男が多少落ち着いてから、アルブレヒトが口火を切った。


    「あなたが口を割らないのは、仲間や依頼主からの報復を恐れてのことでしょう？」


    「……っ」


    　未だ開かい瞼けい器きによって右目がぎょろついている男は、涙を流しながらアルブレヒトを睨にらみつけている。アルブレヒトのほうはどこ吹く風だ。


    「では、こうしませんか。あなたの命は、ヴィルトハイムファミリーが庇ひ護ごします」


    「……なに」


    「証人保護プログラムのようなものです。情報を得る代わりに、あなたを守ってあげるんです。お互いにとって悪い取引ではないと思うんですが」


    「……」


    　男は渋い顔で逡しゆん巡じゆんした。


    　詳しいことを知らされていないブルクハルトにも、これは破格の条件に思える。本来は廃棄される立場だったのに、身の安全を保証してくれるというのだ。


    　誘惑に心が動いたのは、まず肩関節の開き具合でわかった。


    「……本当に守ってくれるのか」


    　目に縋すがりつきたい火が点った時点で、落ちたな、とブルクハルトにもわかった。


    「もちろんです」


    　高級ホテルのマネージャーでも勤まりそうな、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度でアルブレヒトは頷うなずいた。


    「……おまえが約束を守るという保証が、どこにある？」


    「心外ですね、ヴィルトハイムファミリーが信義に基づく組織だと、この国で知らない者はいないはずですが」


    「……それは、まあ……」


    　男は目を逸そらす。すでに返答は決まっているが、あと一押しが欲しいようだ。


    「ブルクハルトさん、彼の拘こう束そくを解いてやってください」


    「！　……いいのか」


    「結構です。彼はもう敵ではなく、お客様なのですから」


    　清すが々すがしいスマイルを確認し、ブルクハルトはまず開かい瞼けい器きを取り外してやった。男は意表をつかれたように何度も瞬まばたきをくり返した。ついで拘束イスの留め金やベルトなどを次々と外していく。


    　完全に解放された男は、かえって途方に暮れた立ち姿だった。


    「さて、では最初の質問に戻ります。きちんと答えてくれたなら、一緒に仲良くここから出ていきましょう。いいですね？　爪の治療を施し、セイフティハウスでシャンパンでも開けましょう。いいですね？」


    　何度も尋ねると、男はこくこくと頷いた。


    「黒幕は、誰ですか」


    　アルブレヒトの、メガネの奥の眼光が研とぎ澄まされる。


    　ブルクハルトは横で聞いていて、茶番だなと白けていた。


    　アルブレヒトのことだ、どうせ生かしてはおくまい。最初は本当に歓待するかもしれないが、ほとぼりが冷めたら用済みだ。唾つばを引っかけられた恨みもあるこいつと、本気で対等な取引をするつもりなど、さらさらないに違いない。


    　だが男は、少なくとも拷ごう問もんよりはマシだと考えたようだ。


    「わかった、白状しよう」


    　ついに裏切る決意を固めたか。しかし墓穴を掘っている。ヴィルトハイムファミリーは確かに仁義を大切にするが、だからこそ裏切り者など許すわけもないと、なぜわからない。


    「うちの組織に話を持ち込んできたのは、ある大企業だ」


    「どこです」


    「具体的な企業名を知っているのはもっと上の人間だけだが、どうやら国際的に手広くやっている会社らしい。前金でポンと一億バーレンを持ってきたって話だ、現金で」


    「どんな業務内容ですか」


    「色々やっているそうだ。車製造、家電、建築、投資……」


    　異業種複合企業コングロマリツトということか。まったく異なる他業種に目をつけ、多岐にわたって合併をくり返し、シナジー効果を生み出さんとする。


    「……それがどうして、マフィアに接触してあんなことをさせたんですか」


    　あんなこと？


    　気がかりだが、話の腰を折っていい立場にはブルクハルトはない。


    「だから、詳しくはわからねえんだ。幹部じゃねえと」


    　男はふてぶてしく吐き捨てた。


    「……」


    　アルブレヒトはわずかに静慮し、


    「嘘うそはいけません」


    　そう言った。


    「嘘？」


    「あなたはもっと情報を持っているはずだ。しかし黙っている。これでは約束を反ほ故ごにされたも同然です。死にたいんですか」


    　氷剣のような眼光に晒さらされ、男は激しく動揺する。ブルクハルトが威い嚇かくも込めて懐ふところに手を差し入れ、銃じゆう把はを握ると、さらに男は慌てふためいた。


    「ま、待てよ、ほんとに知らねえんだってっ」


    「いいや、知っている。知らないはずがない」


    「知らないって言ってるだろお！　幹部しか知らないんだよお！」


    　嘆くような絶叫だった。


    　演技だとは思えない。数々の命乞いを聞いてきたブルクハルトだからわかる。これは本当に知らないのではないか。横目でちらりとアルブレヒトを窺うかがった。このまま〝嘘をつかれている〟で押し通し、それを理由にブルクハルトに射殺を命じるのでは……。


    　だが──。


    「ちっ、そういうことか」


    　鉄壁スマイルのアルブレヒトが、珍しく露骨に顔をしかめてみせた。


    「もういい、こいつは用済みです」


    　なにぃ、と男がマヌケなセリフを口走った。


    「殺すか」


    　ブルクハルトが『ザクセン＝アンハルト』を抜くが、


    「いえ、あなたの手を汚すまでもありません。ただの一言でケリがつく」


    　アルブレヒトは少々疲れた表情を見せて、


    「思い出させてあげましょう」


    　男に言った。


    「あなたがその幹部の一人なのですよ」


    　え──。


    　硬直したのは、ブルクハルトも同様だった。中堅くらいかと思ったが、幹部だったのか。


    　カテゴリー３、廃棄だというのも、アルブレヒト一流の脅おどしだったのか。危うく本気にするところだった。


    　しかし、だとしたらなぜ、先ほどの質問にはまともに答えられなかったのだろう。やはり嘘うそをついたということか。いや──。


    　男の顔が、瞠どう目もくした表情のまま、みるみるドス黒く変色していった。


    　なんだ、これは。


    　毒──。


    　しかも生なま半はん可かなものではない、一瞬で作用し、身じろぎも許さない。


    　瞬く間に病的に黒く染まった男は、いきなり前のめりに倒れ伏した。受け身を取る前に絶命していたのか、どしゃりと顔面から石畳の床に落ちた。


    　タイミング。


    　威力。


    　いずれも尋常な毒薬ではない。あり得ないとさえ言っていい。つまり、これは──。


    　魔法。


    　訓練を受けた魔導師が、今回の一件に絡んでいる。同じ魔導師なら、今、微かすかな魔力の残り香を嗅かぎ取っているだろう。


    「……」


    　ブルクハルトは凝然と男の後頭部を見下ろした。それからアルブレヒトに向く。


    「どういう、ことだ？」


    　何が起きている？


    「最近、急激に増えているんです」


    　アルブレヒトはメガネを外し、クロスで拭き上げ、


    「無茶をする輩やからがね」


    　意味深な流し目を送ってきた。


    



    　男の死体を片付けて外に出ると、アルブレヒトが意外な誘いをしてきた。


    「飲みに行きませんか、ブルクハルトさん」


    「貴様と、酒……？」


    「やだなあ、そう嫌な顔をしないでくださいよ、何もプライベートで仲良くしようなんて言っているわけじゃありません」


    「要点は？」


    「プロジェクトの進しん捗ちよく状況をあなたの口から聞いておきたいと思ったんです」


    　今このタイミングで？


    　先ほど急死した男のことが脳裏を過よぎった。何か関係があるのだろうか。


    　アルブレヒトはすべてを見透かすような目をして、


    「関係は、まだわかりません」


    「……」


    「ただ情報は多ければ多いほどいい。そして新鮮であることも重要です。いかがですか」


    「報告書にまとめたほうが、明めい瞭りよう簡かん潔けつな説明ができると思うが」


    「直接の会話にもメリットはあります。もう面倒なので、これは命令ということにしましょう。行きますよ、ブルクハルトさん。いいですね？」


    「……はいよ」


    　護衛役が運転する車に乗せられ、ハイウェイを通って首都ローゼンへと向かった。


    「ちょうど今晩は、僕が経営に一枚噛かんでいるストリップ・バーに顔を出す予定だったんです。まあそのついでですよ」


    「仮にも国家機密の話だぞ、それをストリップ・バーで？」


    「大丈夫ですよ、誰も聞いちゃいませんから」


    　胡乱うろんな気配がするが、到着してみて納得した。


    　ストリップ・バー「三日月モンジヒエ」の店内では、大音量のＢＧＭが垂れ流され、酔っ払いたちの喧けん噪そうが騒々しい。これでは盗聴も用をなさないだろう。


    　ステージ中央ではミラーボールが回り、大きな乳房を剥むき出しにした女どもが、扇情的なポールダンスを踊っている。


    「──」


    　アルブレヒトが何か言ったようだが、周りがうるさくて聞き取れなかった。ブルクハルトも大声で聞き返すが、結局ジェスチャーで「こっちだ」と手招きされたので、彼の背中についていった。


    　あるカーテンを開いて、個室のテーブルについたが、アルブレヒトが顔をつけ合わせる距離でまず謝ってきた。


    「すみません、先に経営者のほうと顔を合わせてきます。すぐに済むと思いますんで、好きなものを頼んでおいていいですよ」


    「おい」


    　抗議の声を上げようとしたが、アルブレヒトはさっさと出て行ってしまった。入れ替わるようにして黒服のボーイが注文を聞きに来た。


    「飲み物は何にしますか」


    「……支払いはアルブレヒトなんだな」


    「そう伺っています」


    「じゃあ一番高い酒で。あとフルーツ盛り合わせ」


    「かしこまりました」


    　煙草たばこを吹かして待っていると、先ほどの黒服が無駄のない動きで高級シャンパンを手配し、豪華客船を思わせるフルーツ盛り合わせが運び込まれた。


    　そして、豊満な肉体を惜しげもなく晒さらしたストリッパーが現れる。肉体も顔もレベルの高い女だった。行儀悪くテーブルに乗り上がったかと思うと、ケツを突きだして踊り出した。


    　目の前で、若い女のつるりとした綺き麗れいな桃尻が、婀あ娜だっぽく揺れ動いている。女はほぼ全裸で、Ｔバックで秘所だけを隠していた。芸術的なまでのケツダンスで、拍手を送りたくなる。


    　ブルクハルトは漫然とそれを眺め、紫煙を吐き出し、値段ほどには味の釣り合っていないシャンパンに舌した鼓づつみを打った。


    　女のケツダンスはやがてクライマックスに入り、ブルクハルトの鼻先に迫って激しく躍動した。微動だにせず、真顔でブルクハルトは正面から眺めた。


    　ふと思いついて高額紙幣を取り出し、絶頂を迎えたかのように跳びはねる女のＴバックに挟んでやった。チップだ。Ｔバックを引っ張ったときにゴムが伸び、手を放すと鞭むちで打ち付けたかのごとく音が鳴った。すると女は感激したのかさらに熱っぽくケツを振った。


    「やあ、遅れました」


    　戻ってきたアルブレヒトは、ストリッパーにチップを支払って遠ざけた。ブルクハルトの隣に座るとシャンパンを自分でグラスに注ぐ。


    「乾杯、なんて間柄じゃありませんね」


    「誰がてめえなんかと」


    　ふっと鼻を鳴らし、アルブレヒトは唇を湿らせた。


    「それで、プロジェクトの進しん捗ちよく状況はどうですか」


    「芳かんばしくない、というのが本音だ」


    　小石を吐き出すように報告したが、アルブレヒトはあっさりしている。


    「そうでしょうね。僕も難しいプロジェクトだと聞いていました」


    　愉たのしげに目をつむり、シャンパンを舌の上で転がしている。


    「……おまえはどこまで知っているんだ？」


    「詳しくは知りませんよ、トネリコの蛇へびの末まつ裔えいをインフラに利用するとか。あとは、そうですねえ、次世代型発魔炉の研究は、十年以上前からすでに始まっていたらしいですね。構想自体はさらに古くからあったとか」


    「なら、前例者の話は聞いているか」


    「前例者？」


    「発魔条件が肉体的苦痛であるトネリコの蛇の末裔は、ヘレナ・ヘレーゼだけじゃねえ。これまでに世界中で七人が観測され、すでに被験者となったのは三人いるという話だ」


    　アルブレヒトはわずかに情報を整理する間を空け、


    「なるほど。で、その三人の前例者がどうしたというんです」


    「彼らはすでに使い潰つぶされて死んでいる」


    「はあ」


    　人の生き死にの話に、実に間の抜けた返事だが、ブルクハルトはいちいち指摘しなかった。


    「炉心そのものを破壊する『殺す』という行為は、言うまでもなく御法度だ。が、結局殺してしまったらしい。単に拷ごう問もんがいきすぎて殺してしまったケースもあれば、自殺されたケースもあった。気づいたときには衰弱死していた例もある」


    「同じ轍てつを踏みたくない、ということですね」


    「そうだ、炉心はただ単に傷つけていいわけじゃねえ。これはデリケートな問題だ」


    「ふむ」


    「とくに自殺が厄介でな、手足を縛り、舌を噛かまないよう猿ぐつわを噛ませていても、魔力は『願いを叶かなえるエネルギー』であるため、その気になれば自分で心臓を止められる。三人目はそうして静かに心臓を止めて死んだが、二人目は周囲も巻き添えだ。自爆して拷問官ごと消し飛んだんだからな」


    「……」


    　事態の深刻さを察してか、アルブレヒトの顔に真剣さが滲にじむ。


    　そう、三人の前例者によって、すでにあらゆる拷問が行われ、結果、すべてうまくいかなかったのだ。貴重な被験者を使い潰した挙句、自爆の巻き添えに大勢が死んでさえいる。


    「このままでは、俺も、ヘレナも、前例者の二の舞を演じる可能性が高い」


    　店内にはアップテンポのＢＧＭが垂れ流されているが、この二人だけは重苦しく押し黙った。


    「うまいこと回避できるアイデアは思いつかないんですか」


    「簡単に言ってくれるな。すでに三つのプロジェクトで、あらかた実験はやり尽くしているんだ。それでもダメだったなら、残された手は少ない。それに、思い切ってヘレナで実験するのも考えものだ。触らぬ神に祟りなしカイン・フルー・ツ・ゴツ・ニヒト・ウルグン。ヘタを打てば何が起こるかわからんときた」


    「困りましたねえ」


    　アルブレヒトはシャンパンを一口飲み、


    「しかし、まったく何も手がないわけではないんでしょう？」


    「無論だ。いくつかアイデアは温めているさ。ただ俺はそういった同盟国の報告書を漁あさり、まず前例の拷ごう問もん官かんに直接会って話を聞きたいと思っている」


    「会いに行けばいいじゃないですか」


    「ＩＮＥＤＡＭインダム（国際次世代型エネルギー管理開発局）が、情報の開示を渋っているんだ。申請は出しているのに、なかなか受理してくれない」


    「そこで、僕に働きかけてほしいというわけですか」


    　さすが、察しがいい。


    「ヴィルトハイムファミリーの実質ナンバーツーであるおまえの要請なら、お偉いさん方も話を聞いてくれるだろう」


    「わかりました、今日の拷問の貸しはそれでチャラということで」


    「異論ない」


    　了解し合うように、一斉にグラスを口に運んだ。


    　一拍おいてアルブレヒトが言う。


    「前例のプロジェクトは三つあるという話でしたね。誰と会いたいなどの希望はありますか」


    　ブルクハルトは深く頷うなずいた。


    「エドワード・ムアリア、という老人には是非会っておかなければならない。【発魔条件：肉体的苦痛】の炉心運用。その最長記録保持者が、彼だからだ」


    



    ×　　×　　×


    



    「やはり、最大の問題は」


    　とブルクハルトは言及した。


    「長期運用という点でしょう」


    「まさしくそうだ」


    　白髪に、真っ白な髭ひげ。顔には皺しわが寄っているが、風格のある老人だった。知性と信念を感じさせる巌いわおのような存在感。職人として生きてきた男の中の男が、老齢期に足を踏み入れた、そんな印象を受ける。


    　ブルクハルトは、名実ともに世界の中心たる、ゴッテスガルドに足を延ばしていた。


    　この国はカウレ大陸の中心部にあり、地理的な意味でも世界の中心だ。駅から歩いてくるまででも多種多様な人種とすれ違い、店を覗のぞけば世界各国、古今東西の輸入品が陳列されていた。


    　我らがローゼンブルクなどは、このゴッテスガルドの属国に過ぎず、ありがたい支援と技術提供のおかげでかろうじて発展を続けている。


    　アンドレアの話によれば、次世代型発魔炉も、ゴッテスガルドから回されたものだという。厳密に言うなら、技術大国リーベルウィッセン発祥、ゴッテスガルド経由で、ローゼンブルクに来たそうだ。


    　──「わたし自身も同じ経路、経歴を経てこのしがない田舎に辿たどり着いたのだよ」


    　とアンドレアは豪快に笑い飛ばしていた。


    　ブルクハルトは眉み間けんに皺しわを刻んで、話を続けた。


    「傷つけるだけなら誰にでもできる。攻め抜くだけならそこらへんのサディストを引っ張ってくればいい」


    　すると目の前の老人が言葉を継ぐ。


    「だが、そうした結果どうなるか」


    　色素の抜けた髭ひげをジョリジョリと指で擦こする老人に、ブルクハルトは答える。


    「死ぬ。ないし、心を閉ざす」


    　うむ、と老人は、虫の居所が悪いような顔で窓の外を睨にらんだ。メガネの奥の目力が異常に強く、並々ならぬ人生を送ってきたことが察せられる。


    　彼はブルクハルトと同じ、プロの拷ごう問もん官かんだ。名をエドワード・ムアリアという。ただし本業は外科医らしい。


    　ブルクハルトは、命令されれば人体の解剖もやる。臓器の違法売買のためで、専門チームが人手不足のときに駆り出される。ドンに拾われ、最初に任されたのがその仕事でもあった。外科医まがいの知識と技術を叩たたき込まれた。


    　全身麻酔を施して開腹、そこからは結けつ紮さつ、切除、洗浄、摘出、冷却の作業になる。


    　部位ごとの差異はあるが、だいたい手順は単純なので、よっぽど不器用でない限りは、訓練すれば誰にでもできる。ただ時間との勝負だった。しかし焦っては臓器を傷つける。正確に、そして素早く行わなければならない。


    　この仕事をこなすには、若さが必要だと何度もくり返し言われた。生理学の広範な知識と、手先の器用さは、若いうちでないと鍛えられないというのだ。


    　一いつ端ぱしの腕になるまでに、ブルクハルトは二年かかった。


    　たくさんの臓器と患者をダメにしたが、経験は体に染みつき、今でも、ちょっとやれば感覚を取り戻せる。


    　最初のころは教えられたままに、正中線に沿って真っ直ぐ切るというＩ字切開で開腹していたが、Ｙ字切開のほうが合理的だと、大学に行くようになってから知った。両の鎖骨の下から切って胸の中心で合流し、そのまま下腹部へ降りていくのだ。たしかにこちらのほうが大きくはだけられると、感銘を受けた。


    　エドワード老は、その程度のことは当然熟知しており、何百の薬品にも精通していることだろう。拷ごう問もん具ぐ一つとっても、ブルクハルトが工具を使っているのに対し、エドワード老は、手術用のメスなども使っているのかもしれない。メスとは切れ味が鋭いだけでなく、脂肪がつきにくい工夫がされている逸品だ。ブルクハルトも一つ欲しくなった。業者に掛け合えば取り寄せてくれるだろうか。


    　エドワード老が所有する邸宅の執務室に、ブルクハルトはお邪魔していた。


    　壁一面にはガラス戸がついた本棚が並んでおり、古書・医学書・生理学書が隙間なく陳列されている。家具も革張りで気品があった。デスクはエボニー製だろう。


    「殺してしまったら当然そこまでだが、心を閉ざすのも曲くせ者ものだった」


    　ソファーの対面に座るエドワード老はそう語った。渋く、噛かみ締めるように。


    「ところで、気絶されると、魔力も放出しなくなるのは知っているかね」


    「はい。資料で読みました」


    「うむ。心を閉ざし、人形のようになっても同様だ。魔力を放出しなくなる。だから正確には肉体的苦痛ではなく、『肉体的苦痛の認識』が発魔条件なのだろう」


    　ブルクハルトは頷うなずき、相あい槌づちを打った。


    「だが話は簡単ではない。同じ傷を与えても、一度目と二度目では発魔量に明確な差異が生まれる。そのときの精神状態はもちろん、体調の善し悪しでも上下する」


    　なるほど。


    　ブルクハルトは先日ヘレナの内うち腿ももを狙ねらい、何度でも同じ苦痛を与えられるとして、苦痛と発魔量の相関関係を明確にしようとしたが、そう単純なものではなかったのだ。


    　焦れて妙なマネをする前に先生と会えてよかった。認識にはさまざまな要素が複雑に絡み合う、痛みについてもそれは同じだ、そんなことはわかりきったことだったのに。


    　熟練の拷問官でも、完全にペインコントロールをするのは難しかったのだろう。


    「四百十二日だった。長期とは言えないな」


    　エドワード老は悔やんでいるふうだった。四百十二日間にわたって一人の少女を攻め抜き、ついには精神を崩壊させたことを悔やんでいる、のではなく、『どこまで行けるか』という終わりなき試練に立ち向かったものに特有の、『あのときこうしておけばもっと先に進めたのではないか』という、ゲーム感覚の後悔に見えた。


    　その気持ちはよくわかる。ブルクハルトの未来かもしれない。


    　ブルクハルトはこのときそう受け取ったが、しかし、エドワード老は一瞬、悲しげな表情を浮かべた。それは、かつて失ってしまった大切なものを思い浮かべる表情に似ていた。


    　彼が担当していた少女の名は、たしかメリル・カルヴァーレといったか。


    「次世代型に求められているのは、理想を言えば半永久的な稼働だ」


    　エドワード老は、テーブルに置いていたスコッチを手に取る。ダイヤモンド製のような美しいグラスに、琥珀色の液体が躍った。


    「魔力鉱石の埋蔵量が底をついたあと、代替エネルギーとして末永く人類を支えていくことを期待されている。無論、トネリコの蛇へびの末まつ裔えいも人間だ、よほど強力な魔法が使われない限り、やがて死ぬ。だができる限り、そう、寿命が尽きるまで、彼ら彼女らの人生まるごと、発魔で使い潰つぶすシステム」


    　唇を湿らし、続けた。


    「わたしに、キミに課せられた使命は、それを後世に伝えられるカタチで確立することだ」


    「……承知しているつもりです」


    　発魔条件が肉体的苦痛の炉心における長期運用を可能とするシステムの構築。


    　実現すれば、裏の人類史に名が刻まれるだろう。非人道的な内容だから表には出ないだろうが、偉業も偉業である。ブルクハルトの残したシステムが、その後何百年にわたってトネリコの蛇の末裔を攻め抜き、末永く人類に魔力を提供し続けるのだ。


    「しかし、暗あん礁しように乗り上げています」


    「それは十中八九、わたしや、他国の拷ごう問もん官かんたちと同じ悩みだろう」


    　そう、長期運用。


    　短い言葉だが、これが研究の難易度を格段に上げていた。


    「長期運用の定義にもよりますが、たとえば、一週間に一度のペースで苦痛を与えるくらいなら、炉心が壊れることはないでしょう。ですが」


    「それでは発魔量が少なすぎる」


    「そうです。しかし毎日となると限界が来てしまう……」


    　たとえば、代表的な拷問器具に鞭むちがある。皮ひ膚ふへの打撃。損傷が少ないわりに苦痛が大きいとして、古今東西で親しまれてきた。


    　だがそれも、一発、二発の話である。朝、昼、晩。毎日鞭で叩たたき続ければ、人は死ぬ。世界最長記録は二十一日間だったか。短すぎる。


    「目標は年間一兆マギアだ。個体差はあるだろうが、容易なことではない」


    　一兆マギアという数字は、平均的な国家が一年間に消費する魔力量だ。炉心にはそれを安定して供給するよう求められている。


    　ローゼンブルクは平均以下の弱小国なので、ヘレナの負担はもっと少なくて済むように思われるかもしれないが、これは将来を見据えた実験的なプロジェクトである。ヘレナにも年間一兆マギアが要求されている。


    　とはいえ、達成するだけなら難しくはない。過去の事例を見れば瞭然だった。


    　ヘレナの先輩たちは全員、達成している。一兆マギア。他の条件、【笑い】でも【幸福感】でも【恐怖】でも【性的快感】でも、達成されている。被験者によっては二十兆、三十兆と、とんでもない記録を叩き出している。非公式だが世界記録は、半年で百兆である。トネリコの蛇へびの末裔は、それだけ膨大な魔力を生産できるのだ。


    　しかし、二年目以降が続かない。やはり慣れてしまい、限界が来るのだ。


    　炉心は貴重な存在なので、使い捨て作戦に切り替えることもできない。


    「痛みは悪循環に陥る」


    　とエドワード老は鋭い目を向けてきた。


    「説明したまえ」


    　試験、あるいは挑戦と受け取ったブルクハルトは即答する。


    「侵害刺激を受けてレセプターがそれを受け取り、パルスが脊せき髄ずい後こう角かくに伝達されると、交感神経が反応して筋肉や血管が収縮する。それによって局所的に乏血状態に陥って酸素が欠乏し、発痛物質が蓄積する。この蓄積した発痛物質がふたたびレセプターを刺激して、結果、悪循環に陥る」


    　満足げに頷うなずかれ、合格かと気を抜きかけたが、さらに質疑は続けられた。


    「では、普通に拷ごう問もんし続けるとどうなる」


    　普通に拷問し続け──？　今度は少し考えた。


    「……痛みが慢性化する？」


    「そうだ、それが自殺に繋つながる。よく覚えておきなさい」


    「はい」


    　やはりこの先生は俺よりも上だ、とブルクハルトは尊敬の念が湧く。


    「わたしはな」


    　エドワード老は、過去を想起するように視線を動かした。


    「エスカレート式の手法を取っていた。すなわち徐々に苦痛を大きくしていったのだ」


    「資料で読みました。さすがプロだと唸うならされました」


    　精神的なダメージも少なくて済むし、苦痛に慣れさせもしない。巧みな判断である。ブルクハルトも参考にしようかと思った。


    「だが、四百十二日止まりだ。とても成功とは言えない」


    　結局は痛みの慢性化を引き起こし、自殺に繋がったのだ。


    　四百十二日……最長記録ではあるが、そこで人類が滅亡するわけでもない。


    「……先生は、自分が失敗した原因はなんだと思いますか」


    「そうだな、いくつかあるが……」


    　思案顔をし、言った。


    「一番は炉心が人間だったこと、かな」


    　一筋縄ではいかない。


    　どこかで発想を転換し、ブレイクスルーをしなければ。


    　……しかし、いったいどうすればいい？


    



    ×　　×　　×


    



    「ブルクハルトくん、どういうことかね？」


    「すみません」


    　ブルクハルトはいち早く謝った。しかし続けられた。


    「もう一か月も経つというのに、一マギアも生産できていないとは。わたしたちはタダメシを食わせるために、キミを雇ったのではないのだよ」


    「すみません」


    　ただ厳密に言うと、ヘレナはおっちょこちょいなところがあって、時々あの心臓部ですってんころりんと転び、何百万マギアも勝手に発魔している。他にも、寝ていたら寝台から落ちたり、暇すぎてタンスの開け閉めを高速でくり返していたら顔面を打ったりと、いくつもドジを踏んでおり、数か月で合計五億マギアほど発魔している。


    　何百万マギアとか、何億マギアとか、いちいち単位が凄すさまじい。普通の魔導師が一生涯をかけて産み出すような魔力量を、ヘレナは〝ちょっとしたドジ〟で叩たたき出してしまう。


    　だが、それはプロジェクトの成果ではない。


    「運用計画すら上がってきていない。政府への四半期報告は、いったいどうすればいいのだ」


    　いや、それは、アンドレアの仕事だろうが。


    「すみません」


    　ブルクハルトは煙草たばこを吸いたい気持ちを我慢しながら、シリアスな雰囲気で謝った。


    　所長室に呼び出されていた。


    　奥のデスクにクラウス所長、手前の来客用ソファーに向かい合うようにしてジキスムント官僚と、白髪交じりのホアキン博士。


    　彼らの蛇へびのような合計六つの視線が、ブルクハルトに集中する。


    　プロジェクトの上層部は、どうやらブルクハルトに対して不信感を募らせているようだ。


    　次世代型の研究が難航しているのは、同盟国でも同じだ。どこもまともな成果を上げられていない。だが、だからこそ、ブルクハルトのような異分子は白い目で見られるのだろう。所詮、スラム生まれスラム育ちの犯罪者で、もっと他にいい人材がいるのではないかと。そう思われても仕方ない。


    　だがブルクハルトとしては、この職を失うわけにはいかなかった。


    　ゴッドファーザーへの忠義。


    　幹部カポへの昇進。


    　そして……ヘレナというあの優しい少女を、他の悪漢に丸投げしたくはなかった。


    　重なるのだ、ヘレナは。ブルクハルトの幼おさな馴染なじみみだった少女に。今や名前すら忘却の彼方に沈んでしまった、あの柔らかい笑顔の少女に──。


    「チーム一丸となって研究は進めています。ですが過去の事例から考えても、迂う闊かつなマネはできません。慎重に慎重を重ねて──」


    「そんなことはわかってるんだよ、キミィ」


    　説明を遮さえぎられて、ブルクハルトは重い息を吐き出す。はたから見ると虐いじめられているようだが、必要な発破を掛けられているといったほうがきっと正しい。彼らは口先だけの無能な上司ではなく、ちゃんと現状を理解してそう言っているのだ。


    　周知の事実。次世代型の炉心運用は、いま停止させておいても、なんら恥ではない。むしろ下手に動かないほうがいい。通常考えられる手法はすべて試され、悉ことごとく失敗したのだ。


    　いまは悩み抜き、考えを巡らせ、画期的なアイデアを絞り出す時期だ。


    　だからこそ、ブルクハルトは謝らなければならないのだが。


    　ここで同盟国を出し抜くことができれば、一種の特許のようなものとなり、国家に大きな利益が舞い込む。金だけでなく、他国からは一目置かれるだろう。


    　そのためのアイデアを、ブルクハルトは導き出せていないのだ。


    「すみません」


    　そして吊るし上げられる。


    「この前の出張費だってバカにならんのだがねえ」


    「すみません」


    　あー、めんどくせえ。


    　だが刃向かうわけにはいかない。これは非人道的な国策であり、『障害』は国家権力によって排除される。ブルクハルトなんかは豚小屋に叩たたき込まれて一生そのままか、消されてしまうかである。ドン・ヴィルトハイムも「そのくらいは自分でケツを拭け」と言うだろう。頭を下げ続けるしかない。


    「『痛みを与えることに関しては国一番の専門家』が聞いて呆あきれるよ」


    「すみません」


    　ブルクハルトは我慢して、一時間ほど耐えた。


    　あと三十分続いていたら危なかったかもしれない。


    



    　所長室を出ると、そこに主任のアンドレア・カストレージャが待ち構えていた。


    「こってり絞られたか」


    「絞られた」


    　アンドレアは肩を震わせて笑った。


    　ブルクハルトは、屋外にある喫煙所へ向けて足を動かした。アンドレアも隣に並ぶ。


    「さて、どうしようかね」


    　アンドレアがうんっと背筋を伸ばした。巨乳が強調されてチラ見してしまった。


    「見ただろ」


    　アンドレアが人を食ったような笑みを向けてくる。


    「見てない」


    　ブルクハルトは真っ直ぐ前を見続けた。


    　アンドレアは最初、露骨にモデルウォークをして気を引こうとしたが、無視を続けていると、あっさりやめた。それから今度はマジメな口調で言った。


    「いま考えられる最善手はなんだ」


    「エドワード・ムアリア先生のエスカレート式だろう。合理的だ」


    「だがそれにも限界があるんだろう。四百十二日だったかね。短すぎるよ」


    「わかってる」


    　炉心を使い物にならなくした時点で論外だ。


    　理想を語るなら、炉心が老齢に達して寿命で死ぬまで発魔させ続けたい、つまり人生すべてを発魔に費やさせたい。七十年間稼働させるとして、二万五千五百五十日。となると、四百十二日は、ほんの一・六パーセントに過ぎない計算になる。


    　次世代型の炉心運用は、じつに難しい問題だった。生かさず殺さず、意識を明瞭にしたまま、痛めつけ続ける……。果たしてそんなことが可能なのか。


    「どうやってこの難問を突破する」


    　挑戦的な物言いに、うーむ、とブルクハルトは顎あごを撫なでる。


    　そして最近温めてきた案を提示してみた。


    「貯蓄効率の高い魔力バッテリーを開発すべきだと思う。一度に何千億マギアも貯め込める規模の」


    「なるほどな」


    　アンドレアは察しが良かった。


    「つまり炉心には毎日少しずつ発魔させるのではなく、一度に大量に発魔させ、その後、休ませる。そして回復したらまた一気に発魔。それを定期的にくり返すわけか」


    　そう、大規模発魔と休息のサイクル。


    「一度の痛みは強烈でも、精神と肉体が回復すれば問題ないだろう？」


    　エドワード老は、痛みの慢性化が自殺に繋つながると指摘していた。それを回避できる。


    「それに、炉心が休んでいるあいだは他の炉心に施設を貸し出せるというメリットもある」


    　一つの施設を複数の炉心が交代制で活用するわけだ。維持費、人件費など、コストを抑えられる。その代わり魔力バッテリーのさらなる増設や、送魔線が延びるが、総合的にはメリットのほうが高いはずだ。国としても助かるだろう。


    「問題があるとするなら、一度に大量に貯蓄する方法だ」


    「それは任せてくれ。これでも概念魔導の博士号と魔導具設計の国際登録を持っているぞ」


    　心配はしていない。ここの発魔炉を設計したのもアンドレアだ。魔力バッテリー自体はすでに発明されているのだから、あとは改良して効率化・大型化するだけ。彼女に任せておけば間違いない。


    「それに、発明ならナターシャもいるからな」


    「逆に不安になるだろうが」


    　ブルクハルトとアンドレアは、示し合わせたように苦笑した。


    　間を置いて、アンドレアが、


    「しかしそうなると、発魔炉のほうもスペックを上げないとならないね。あれは百億マギアまでしか対応できない。それ以上はショートしてしまう」


    「改装か。また予算がどうのといびられるな」


    　ついさっきの、所長たちの顔を思い出した。


    「だがわたしは、この案を推したいと思う。少なくとも、失敗することがわかっているエスカレート式はやりたくない」


    「ああ、そこらへんは主任に一任だ」


    　アンドレアは賢明な女だ。異存はない。


    　暗あん中ちゆう模も索さく、自分たちは今、前ぜん人じん未み踏とうの研究をしているのだ、どの案が正しいかはやってみなければわからない。


    　喫煙所に辿たどり着き、ブルクハルトはさっそく愛しのフィオレンティーツァに口づけした。そして火をつける。


    「あ、ダメだ」


    　アンドレアがハッとして言った。


    「いきなりなんだ」


    　ブルクハルトは一口めを吐き出した。


    「キミの提案には大きな瑕か疵しがある」


    「……教えてくれ」


    「一度強烈な苦痛を味わうと、それがトラウマになる恐れがある」


    　ブルクハルトは数秒間、停止してしまった。


    　トラウマ──心的外傷後ストレス障害か。


    「……そのとおりだ」


    　紫煙が口から漏れ出る。盲点だった。


    「トラウマは問題だ。脳のう髄ずいに刻み込まれた恐怖から、二回目の発魔を拒絶して、施設からの脱走や、自殺を図るかもしれない。監禁や、拘こう束そくをしたらしたで、精神的にダメージを与えることになる。すると二回目以降の発魔量に影響が出る」


    　ネックなのは、肉体よりも精神だ。


    　拷ごう問もん官かんの腕が確かなら、炉心を物理的に破壊することはない。万全を期すなら治療系の魔導師でも引っぱってくればいい。だが、真の問題はそこではない。


    　感情が先立つ。


    　痛めつけ続ければ、やがて心を閉ざす。


    　ないし、プラシーボ効果の延長で──魔力によるブーストがかけられ──精神の崩壊が肉体の崩壊に繋つながり、拷問官の意図せぬ損壊が起きる。


    　エドワード老は言っていた、一番の問題は炉心が人間であることだと。


    　理想は、気持ちよく苦痛を味わってもらうこと、だろうか。一連の拒否反応は、苦痛を遠ざけたいがためだ。ならば、苦痛が快感に変われば……？


    　……ドＭに調教しろってのか。


    　想像してみた。自ら進んで「苦痛を与えてくださいっ」と縋すがりついてくる炉心。「鞭むちで打ってくださいっ」「蝋ろうを垂らしてくださいっ」


    「うわあ……」


    「どうした？」


    　アンドレアがきょとんとした顔で見てくる。


    「いや……炉心がマゾなら解決だなと思ってな」


    　アンドレアはポカンと呆ほうけたあとで、くっくっくと肩を震わせた。


    「キミの発想には恐れ入るよ」


    　笑いながら言わないでくれ。目が三日月になってるぞ。ブルクハルトはポール型の灰皿に向かって、煙草たばこを指で叩たたいた。


    「しかし、マゾの素養とは、誰にでも備わっているものなのかね」


    　アンドレアの指摘は、もっともだった。


    　求めているのは、あくまでも不特定多数に適用できる手法である。一部の特殊な嗜し好こうの持ち主に限られたものであってはならない。


    　ダメか──。


    　見上げると、抜けるような青空が広がっていた。だが、ブルクハルトの心は晴れない。


    「ところで、四半期報告はどうするんだ」


    「大型バッテリーの有効性にしようと思っている」


    「大型バッテリー……。魔力貯蓄量の拡大か」


    「たとえば、炉心がテロリストなどに誘拐されたとしたらどうだね。発魔が不可能になり、魔力供給のインフラが停止する。これは従来の発魔炉では考えられなかった事態だが、大型バッテリーがその対策になり得る。炉心が誘拐されたり、あるいは急死したりしても、魔力バッテリーに十分な貯蓄があれば、国家はその間凌しのぐことができ、なんらかの対応を行う余裕が生まれるわけだよ」


    「なるほど」


    　ブルクハルトは一瞬思案し、


    「だがそのくらい実用的な大型バッテリーとなると、最低一千億マギア規模の容量が必要になるんじゃないか。そこまで大がかりな代物を、そんな簡単に用意できるか」


    　素人しろうと考えだったが、「うむ、そこが問題なのだ」とアンドレアは渋い顔で頷うなずいた。


    「情けないことに予算が足りない」


    　実装できない。四半期報告には「理論上は」という不確かな枕まくら詞ことばがつくことになり、アンドレアはそれを気にしているようだ。


    「金を集める必要があるか……。なら、いっそのこと民間の魔力会社まで巻き込んだらどうだ。ヘレナが生みだした魔力の売買契約こそ交わしているが、国家機密には触れさせていないだろ。これがいい機会になるかもしれない」


    「しかし情報が外部に漏れる恐れもある。ケースワンの【笑い】とは勝手が違うのだ。こんな非人道的なプロジェクトを政府が主導でやっているとすっぱ抜かれたらことだろう」


    「どうせ握りつぶされる」


    　この国は後進国で、共産的であり、市民の力は弱い。


    　だがアンドレアは小蠅を振り払うように軽く手を振った。


    「波風を立てるのは好ましくない。あるいは弱みを握られたことになって、予期せぬアクシデントを発生させる恐れもある」


    「うーん……」


    　大型バッテリーはぜひ実装させたいが、民間の魔力会社を巻き込むとなると、慎重に慎重を重ねたやり取りが不可欠だろう。となると無論、相応の時間と労力がかかってくる。


    　他に妙案も浮かばない。資金集めは難航しそうで、当分は棚上げになりそうだった。


    　どんよりとした雰囲気を吹き払うように、ブルクハルトは勢いよく紫煙を吐いた。


    「四半期報告は、とりあえず大型バッテリーの有用性で間に合わせるとしても、そんなのは一時凌しのぎでしかないんだよな」


    　じわじわと、真綿で首を絞められているような感じがする。勢いよく吐き出した紫煙も、すぐに雲散霧消して虚しいばかりだ。


    「うむ、真に求められているのは、プロジェクトを次の段階に進める、画期的なアイデアだよ」


    「肝心のそれが思いつかない……」


    　ブルクハルトは額に手を当て、紫煙混じりの溜ため息いきをつく。雲一つない快晴を見上げるが、頭は別のことで一杯になっていた。


    　アイデア。


    　アイデア。


    　アイデア……。


    　何か。


    　きっと何か、あるはずだ……。


    



    ×　　×　　×


    



    　劣悪なスラムの環境では、人は簡単に死んでいく。身を寄せ合った孤児たちも、弱い者から次々と力尽きていった。あるいは見捨てられ、または仲間内のルールを破って処罰されていった。


    　五人が三人に。


    　あるいは三人から十人へと増えたかと思えば、またどんどん減っていった。


    　世界でも五指に入るというあの貧困地域では、あらゆるものが安値で取引されたが、最も安いのが子供の命だった。生きるためには、自分以外のすべてを犠牲にしなければならなかった。


    　そんな中で、あの子だけは違っていたように思う。ぼんやりとしてハッキリとは思い出せないが、あの子だけは違った。毛並みが、雰囲気が、モノの見え方が、考え方が……。


    　ダメだ、うまく思い出せない。手を伸ばしても、あと少しのところで、漠然と霞んでしまっている。あの子は、最後はどうなったのだったか。ブルクハルトはどういう別れ方をしたのだったか。記憶の奥底に封印され、ブルクハルト自身が思い出すのを拒否している感もある。


    　だがこれだけは確かだった。


    　次々と入れ替わっていく子供たちの誰もが、彼女の花咲くような笑顔に癒やされていた。


    　──「不幸なのは？」


    　──「ねえ、ブレオ」


    　振り向いた彼女は、微ほほ笑えんで……。


    　微笑んで。


    　なんと続けたのだったか。ねえ、ブレオ。


    　ねえ、ねえ、ねえ。


    　同じシーンばかりがリピートされる。ねえ、ブレオ。不幸なのは？


    



    　これは夢だと自覚した。すると記憶の蓋ふたが開き、昔の光景が蘇よみがえってきた。すべてではない。一部だけだが、あの子にまつわる記憶が……。


    



    　そうだった、と思う。劣悪なスラムの環境にあって、あの子だけは盗みを働かなかった。他人を蹴け落とそうとしなかった。


    　──「他にもお仕事はあるよ。靴磨きとか、ゴミ拾いとか。なんでもできるじゃない。もう、他人に迷惑がかかることはやめよう？」


    　しかしみんなの反応は悪かった。そんなタダ働きに近いことなんてやっていられない。リンゴ一個を手に入れるのに、丸一日働かなくちゃいけない。盗むのは一瞬で済む。


    　──「でも、やっぱりそれって間違っていると思う……」


    　何度も行われた口論だった。最後は決まって彼女は顔を伏せ、泣きそうになる。周りは必死で彼女を慰めた。


    　メンバーは入れ替わり、増減をくり返したが、あの子への対応はだいたい同じだった。彼女の生き方には賛同はできないが、そんな彼女を眩まぶしく思っていた。彼女の理想どおりに生きられれば、どれだけ素敵だろうと夢を描いていた。そうして多くの子供たちが死んでいった。


    　初期メンバーと言えるのは、もはやブルクハルトとその子だけになった。もうやめよう、と彼女は仲間たちの墓の前で泣いて乞うた。教会に行こう、神父さんやシスターにお仕事を紹介してもらおう、お願いブレオ、あなただけは死なせたくない──。


    　俺だっておまえだけは死なせたくない──。ブルクハルトも譲らなかった。女の子がスラムでどういう仕事に就かされるか、幼いブルクハルトにも薄々わかっていた。いくら教会が善意で働き口を見つけてくれようと、その後にどうなるかまでは世話しきれない。


    　目の届かないところに彼女が行ってしまうのは、ブルクハルトにはどうしても耐えられなかった。


    　彼女を生かす、どんな手段を使ってでも。


    　そこからは、ブルクハルトの記憶は曖あい昧まいになる。思い出せないのか、思い出したくないのか。自分がどんな悪事を働き、どれだけの仲間を裏切ったのか。すべて見なかったふりをして、記憶に蓋ふたをした。その蓋はいま中途半端に開いたままだ。


    　少なくとも、彼女は喜んではくれなかったと思う。無償の奉仕活動。彼女はそれを求めてはいなかった。されるのではなく、するほうを明らかに求めていた。ブルクハルトの心は、きっと彼女に届いていなかった。


    　あのとき振り向いた彼女の笑顔は、決して晴れやかなものではなく、むしろ憐あわれみに満ちた、悲しい微ほほ笑えみだったと思う。


    　──ねえ、ブレオ。


    　──わたしとあなた。


    　──不幸なのは？


    



    　そして彼女は死んだ。ブルクハルトが盗んできた食べ物や、水すらも拒否し、みるみるうちに衰弱していった彼女は、それでもブルクハルトに隠れてスラムのゴミ拾いを毎日行っていた。体力をなくし、イヤな音を出す咳が止まらなくなり、やがて寝床から起き上がることもできなくなった。


    　最後に彼女は言った。


    　生きて、と。


    　──「生きて、ブレオ。わたしのぶんまで、人のために生きて」


    　イヤだ、とブルクハルトは、大粒の涙をこぼしながら怒鳴った。俺からおまえを奪った、おまえの生き方なんて、俺は、絶対に──。


    　しかし彼女は、聞き分けのない子供に苦笑する大人のような表情を浮かべ、そっとブルクハルトの頬ほおを撫なでた。止めどなく流れる涙を、優しく拭ぬぐった。


    　──「ひとつだけ……ワガママを聞いて。わたしの生き方は……しなくていい。でも、ほんの一時でいいから、盗みをやめて、マジメに働いてみて。ただの一度だけで、いいから……」


    　力を失った彼女の手が薄汚れた毛布の上に落ちた。ブルクハルトは彼女の名を呼んだ。


    　──「フローラ……？」


    



    ×　　×　　×


    



    　手で掬すくい、顔に叩たたきつけた。ばしゃりと音が鳴って、ひんやりとした感覚が気持ちいい。タオルで顔を拭いた。


    　洗面台の鏡には、ブルクハルト自身が映っている。男なら、泣く子も憧しよう憬けいの的にする強こわ面もてだ。ここまでワイルドな男はそういないが、カタギの社会では若干怖すぎる風ふう貌ぼうだろう。


    　髭ひげを剃る。この施設に来てから始まった、朝の日課だ。前の職場ではだらしなくしていたが、ここでは、周りがきちんと身だしなみを整える人種ばかりなので、ブルクハルトは面倒だと思いつつも外見を整える生活を送っている。


    　シェービングは十分ほどで終わった。温めたタオルを顔に当てる。


    　パジャマからスーツに着替え、白衣を羽織った。これもこの研究所に来てから始まった習慣だ。以前のブルクハルトなら、スーツはまだしも、白衣など縁がなかった。


    　引っ越してきて四十日が経ったが、まだ開けていないダンボールも転がっている。暇なときの手て慰なぐさみとして遊具を詰め込んだのだが、暇なときがなかった。


    　気まぐれに開けてみる。チェス盤やトランプや双すご六ろくが出てきた。どれも一人では遊べない。バカか俺は、と自じ嘲ちようする。


    　いや、そうだな──。一人で遊べないならみんなで遊べばいい。少なくとも話のネタにはなる。ブルクハルトはダンボールごと持ち上げて、部屋を出た。


    　社員寮から研究棟へ。配管が剥むき出しになっている狭い通路に進み、二つの電子ロックのドアを越えて心臓部へ到着した。その途端だった。


    　ふわっ、と鼻び腔こうを膨ふくらませる馥ふく郁いくとした香りに包まれ、ブルクハルトは思わず立ち止まってしまった。陶とう然ぜんと目をつむる。全身の細胞が急速に緊張を解き、骨まで弛し緩かんしたような心地だった。気分が一気にリラックスされた。


    　気がついたときには足元にダンボール箱を落としてしまい、遊具が音を立てていた。手に持っていたのをついつい忘れてしまったのだ。


    「先生。何をお持ちになったんですか」


    　寝台に寝っ転がっていたヘレナが、子犬のようにパタパタと近づいてきた。


    「暇つぶしになるかと思ってな」


    「へえ、意外と気が利くんですね。あ、意外と言ってしまいました」


    　ヘレナは笑いながら、すみません、と謝ってきた。


    「そんなことより、この良い香りはなんだ」


    　不思議と全身がリラックスされる癒やし系の芳香である。スラムの悪臭の中で生まれ育ち、マフィアの走そう狗くとなっても酒、煙草たばこ、火薬、血なまぐささ、腐敗臭に苛さいなまれて暮らしてきたブルクハルトにとって、これほど心に染みいってくる芳かぐわしい匂いは初めてだった。正直に言って感激さえしている。


    「ああ、先生は初体験でしたね。これは彼のテクニックです」


    　ヘレナが手のひらで指し示した先にいるのは、なんらかの小瓶びんの蓋ふたを閉めるカルミネだった。


    「ふん、拷ごう問もん官かん風情ふぜいには過ぎた香りだ」


    　相変わらず敵視してくる。ヘレナが代わりに説明した。


    「芳香療法アロマセラピー、という言葉をご存じですか、先生？」


    「……聞いたことはあるな。暇を持て余したマフィア関係の婦人たちが、やれエクササイズだの、フラワーアレンジメントだのと、オシャレな話をしているなかに出てきたと思う」


    「バカめ。アロマセラピーはニューエイジ運動のオカルトブームの一環で広まったのだ、オシャレというよりは南洋チヤサウエイの神秘という意味合いのほうが強い」


    　カルミネは説明したいのか攻撃したいのか、どっちなのだ。


    「チャサウェイが発祥の香りの研究ってことか」


    「それも浅はかだ」


    　小バカにしたように鼻を鳴らし、


    「香りの研究は人類の歴史とともに歩まれてきた。北のジ・ノープラ、西のメーレスザイレ、東の大砂漠、南のチャサウェイ、中央のカウレ……すべての国で古代からアロマの探究は連綿と続けられてきた。魔力が消えかかった現代では、もはや魔導学よりも歴史が長くなっている」


    　流りゆう暢ちように蘊うん蓄ちくを披露するカルミネだが、背伸びをした学童のようで可愛かわいらしい。そのことを口に出してからかえば、きっと烈火のごとく憤激するに違いないが。


    「にしても、ちょっとした香りでここまで全身に作用するとはな」


    　体が軽くなり、気分が晴れ渡っている。ひと嗅かぎですっかりリフレッシュできたのは、にわかには信じられないほどだ。オカルトブームの一つとして知れ渡ったというのも納得がいく。魔力が込められているとしか思えない。


    「ただの匂いではなく、化学物質と考えろ。生物とは化学反応の集積体なのだから、ちょっとした匂いでも大きな連鎖反応を引き起こすのだ」


    「なるほどな」


    　新しい拷ごう問もんを思いつくブルクハルトだった。


    「それで、先生。このオモチャはどうしたんですか」


    　幼児のごとく目をキラキラさせて、ヘレナがダンボール箱を漁あさっている。良家のお嬢様にも見える外見だが、だからこそ庶民の玩がん具ぐに興味が湧くのだろうか。


    「ま、話のタネになるかと思ってな」


    　プロジェクト成功のためには、炉心の心理を理解することも重要だとわかったからだ。


    　ブルクハルトたちは靴を脱ぎ、寝台の上で向かい合い、三人でババ抜きオールドメイドという不毛な争いを繰り広げる。


    「くくくっ、拷問官がなんとも腑ふ抜ぬけた遊びをやるものだ。暴力禁止のゲームでは、貴様など翅はねをもがれた蝶ちように同じ。這はいつくばって蟻ありにでも食われていろ。どれ、おまえの手札を見せてみろ。ジョーカーはこれか？　それともこれか？　いやこれだな？　くくくっ、わかりやすい男だ。ヘレナ様、この男はダメです、きっとプロジェクトの機密も守れやしませんよ、顔に出ていますからね。じゃあ僕はこっちのカードを、と。って何ぃ!?　ジョーカーじゃないかっ！　貴様っ、謀はかったなっ」


    　頭から湯気を出すカルミネだったが、ちょっと考えればわかるだろう、相手を追い詰める拷問官が、そう簡単に表情を読まれていいはずがない。むしろ相手の心理を読むことに細心の注意が払われる。ポーカーで相手を欺あざむくことなど、ブルクハルトにとっては造作もない。


    「そう言えば、訊いてなかったな、ヘレナ」


    「何がでしょう」


    「どうしてこの仕事にノったんだ」


    　つい口調が冷淡になってしまったことに、ブルクハルト自身驚いていた。思い当たるのは……やはりフローラに似ていること。表面には出さず、ブルクハルトは内心でしかめ面をした。まさか自分がここまで過去に縛られているとは。


    　ヘレナは強制的にこの施設に収容されているわけではない。本人と家族の承諾を得ている。


    　国家機密であることを盾にして、次世代型の研究は、最初は冷酷を極めた。とくにヘレナのような、苦痛が発魔条件となる個体は人権を無視されていた。感情など関係ないとされていたからだ。


    　しかし、それは間違いだった。豚か何かのように扱えば、精神を病み、すぐに死んでしまう。


    「待遇が良かったからか」


    　反省した政府は、トネリコの蛇へびの末まつ裔えいを手厚く迎えるようになった。本人に対する多額の給金だけでなく、家族にも税金の免除や手当を支給した。もちろんその分の血税はよそから徴収されているわけだが、すべては彼ら彼女らに快くモルモットになってもらうためである。


    「わたしは……お金とか、そういうのではないんです。もちろん裕福な暮らしができるのは嬉しいですけどね」


    　ヘレナはカルミネの手札から一枚を取り、揃そろったペアを捨てる。彼女は自じ嘲ちよう気味に笑っていた。


    　なぜそんな顔になるのか、ブルクハルトはすぐには理解できなかった。裕福な暮らしができる自分を、なぜ嘲あざ笑わらう？


    　苛いらついている自分に気づき、ふいにブルクハルトは我に返った。心が乱れている。まただ。なんと不甲斐ない男か──。小さく息を吐き、ブルクハルトは気を落ち着けた。


    「ヘレナ、自分が裕福なぶん、他人が重い税を課されていることがやりきれないのか」


    「……いえ、そんな……」


    　ヘレナは目を合わさなかった。自分の手札を見ている。湧き上がりそうになる過去の少女の幻影を脳裏で押さえつけながら、ブルクハルトはヘレナの手札から一枚抜いた。


    「おまえは人類にとって重要な役割を担っている。国の金で裕福に暮らせるのは、当然の報酬だ。後ろめたいことなど何もない」


    　ガラにもないことを言って、ペアを捨てた。


    　ヘレナは暗い声で応えた。


    「……わかっています」


    　頭ではわかっているんです、だけど感情は……。そういう顔だった。


    「わたしの給金でスラムの再建を……なんて」


    　へへへ、とヘレナは取り繕うように笑った。


    「スラムだと？　なぜあんなところを再建したいなんて思う？」


    「だって……物もの凄すごく劣悪な環境だって聞いています。世界でも最下層の貧民街だと。行ったことはないんですが、想像するだけで、その……」


    　居ても立ってもいられなくなると？　ふん、とブルクハルトは鼻を鳴らす。寒い冗談だった。


    「ゴミは、焼却処分するものと決まってる」


    　ヘレナは沈んだ顔で押し黙った。何か言いたいことがありそうだが、言い出せない。


    　何を考えている。ブルクハルトには理解しがたかった。


    「……おい、拷ごう問もん官かん。あまりヘレナ様を責めるな」


    　おまえとは話していない、と、カードを抜き取るカルミネを一いち瞥べつした。


    　そこでハッと我に返った。何度も意味もなくヘレナにつらく当たり、挙句カルミネにまで八つ当たりしてしまうとは。同じミスを何度くり返せば気が済むんだ俺は──。


    　大人げないにもほどがある。いま何歳だ。物心がついたときから孤児だったため、正確な年齢はわからないが、少なくとも三十は優に超えている。それでこの体たらくか。


    　呼吸を意識して精神の平静を取り戻す。


    「話を戻そう。どうしてこの仕事を引き受けたんだ」


    　ペアを捨て、ヘレナは突如、豹変したかのようにしっかりとした語調で決然と言った。


    「人のためになれるからです」


    　ブルクハルトは絶句した。


    　お人好し。自己犠牲心の塊。


    　そういう人種がいることは知っているし、ブルクハルトも気まぐれで、募金活動の箱に小銭を入れることはある。


    　だが、ヘレナは違う。ボランティア活動家が気軽にゴミ拾いをするのとはわけが違う。


    　ヘレナが差し出すのは、金でもなければ、労働力でもない。


    　自らの肉体であり、そこから得られるのは苦痛だ。


    「おまえの先輩たちは全員死んでるんだぞ。しかも苦しみ抜いた末に。それでもおまえは、同じ道を歩もうってのか」


    　成功するかどうかもわからない研究の実験台に。


    　激痛に苛さいなまれる日々を受け入れると？


    「ただ人のためになれるから？」


    「そうです」


    　ヘレナは揺るぎなかった。先ほどまでの頼りない姿とは別人だった。一本の芯が通っているような、確固とした信念を感じられた。


    　やはり、この子は異質だ。ここまで確固とした信念を持って自己犠牲を強しいるなど、破滅的ではないか。ある種、受動的だったフローラとは対極的とさえ言える。積極的な自己犠牲──。これはもはや善行と言えるのか？


    　わたしのぶんまでよく生きてほしい──。フローラのその願いを、叶かなえてやりたい気持ちはいまのブルクハルトにはある。彼女だったらヘレナに何を言うだろう。あなたは間違っていると、さすがに叱りつけるだろうか。


    「先生の番ですよ」


    　さあ、と手札を向けてくる。


    　何を選ぶべきか。彼女の何を奪うべきか。ブルクハルトはヘレナの目を見ながらテキトーに一枚抜き取った。ジョーカーだった。


    「へへっ」


    　ヘレナは笑っていた。無邪気に、子供のように、純粋に。


    　俺はこいつを殺すのか。


    　いや、殺す殺さないではなく、どう生かすかだ。


    　しかし、いったいどうやって。


    　ブルクハルトはジョーカーを見下ろした。大鎌を持った道化師が、ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべて、こちらを見てくる。


    



    ×　　×　　×


    



    「浮かない顔をしているな、相談役どの」


    「あなたと同じくらいにはね」


    　アルブレヒトが、肩を竦すくめて相そう好ごうを崩す。プロジェクトの問題も抱えているが、ブルクハルトはマフィア関係の話も気になった。


    「また何か、問題が起きたんだな」


    　でなければ、ブルクハルトが拷ごう問もん官かんとして招集されるわけがない。


    　しかしアルブレヒトの歯切れは悪い。


    「まだ繋つながりはわからないんです。すべては無関係、僕の杞き憂ゆうかもしれません」


    「……聞いていいか」


    　慮おもんぱかるように窺うかがった。個人的には彼のことは毛嫌いしているが、ここは礼儀だ。


    　アルブレヒトはしばし逡しゆん巡じゆんする間を空け、


    「チャサウェイから、企業が撤退し始めています」


    　ブルクハルトは思わず身を乗り出した。


    　国の舵取りとは、すなわち経営戦略、とはよく聞くが……。


    　南の大国チャサウェイ皇国が、財政難に陥っているのは何十年も前からだ。


    　チャサウェイは騙だまし騙し凌しのいできた。国債を発行したり、増税をくり返したりした。地元企業は商品の質を落とし、悪品廉価戦略で市場に流した。


    　その波紋は全世界に及び、さまざまな影響が出た。ブルクハルトがチャサウェイ産の『ガイシェン』という煙草たばこからフィオレンティーツァに切り替えたのも、そういった背景があったからだ。


    　ついに限界が来たか、チャサウェイ。


    「デフォルトが、起きるのか」


    　アルブレヒトは、しかし柔和な笑みを崩さない。


    「長い目で見て事実上そうなる可能性もないわけではない、と言ったところでしょうか。チャサウェイも大陸全体で経済協定を結んでいますからね」


    「南大陸連合……通称『チャサウェイとその属国』が結んでいる、南大陸経済共同体のことだな」


    「ええ、世界大戦後に結束したその組織と経済体制は、カウレ大陸に次いで強い影響力を持ってきました。しかし近年、核となるチャサウェイが失速し、連合全体が下がり調子なんです」


    「南洋は、火種がくすぶっているな」


    「軍備の維持が厳しくなってきたのはもちろん、不動産バブルの崩壊も目に見えていました。他国に対しての高慢な姿勢も反感を買ってきて」


    「そして一党独裁体制にも疑問の声が上がっている。さすがの属国も、チャサウェイ共産党に不満を抱いているはずだ」


    　アルブレヒトが目を丸くしていた。


    「……意外とニュース見てるんですね、ブルクハルトさん」


    「茶化すなよ」


    　ブルクハルトはうるさそうに手で払い、


    「南洋諸国は、そんな状況で経済的な問題が爆発したら、次々と誘爆して大変なことになるかもしれんだろう」


    　そうなんですよねえ、とアルブレヒトは腰に手を当て、鼻から息を吹いた。


    「チャサウェイ皇国は、国際通貨基金からは金を借りていないので外部からの強制力こそ働きませんが、自発的にも抜本的な改革を迫られている状況でしょう」


    　しかし、と続けた。


    「なんにせよ、今すぐの話ではありません。前触れはすでに起こっていますが、急激な変化というのはなかなか起きないものです。僕の友人たちもみんな様子見ですから」


    　コンシリエーレ。


    　国際的マフィア・ヴィルトハイムファミリーの実質ナンバーツーとなると、交友関係は海洋のごとく広い。各国マフィアの上層部や政府高官、国を裏から操るいわゆる「キングメーカー」とも顔見知りかもしれない。


    「チャサウェイも大国です、そう簡単に傾きはしません。皇族の求心力も健在だし、団結力があります。じつに粘り強いですよ」


    　チャサウェイの国教、レ教の教えだ。上下関係に厳しく、横の繋つながりも大事にする。チャサウェイが世界一の人口と領土を持つに至った、最大の理由と言っていい。そして属国もまた、レ教の繋がりでチャサウェイに従っている。


    「くり返しますが、すぐにどうということはないでしょう。が、頭の片隅には置いておくといいかもしれませんね」


    　ブルクハルトは深く頷うなずいた。


    「……貴重な話だった。今日の貸しは、もうそれでチャラでいい」


    「また一緒に酒を飲みにいくのは勘弁ですか」


    　おちゃらけて言うので、


    「ああそうだよ」


    　とブルクハルトも半笑いで答えた。


    「さて、ぼちぼち始めるか」


    　ブルクハルトは今回の対象者テイーマンへと向き直る。


    「ひッぎゃああっ！　痛い痛い痛いぃい!?　アアァッ！　バカじゃねえのかてめえは──ッ！」


    　やはり爪の裏側に針を通すのは、総合的に最高の拷ごう問もんだろうと思う。必要なのは、拘こう束そく具ぐと、針と、拷問官だけ。コストパフォーマンスがじつに素晴らしい。


    　ぐりぐりと動かす。


    「イッ──ギャアアアアアアアアア──────ッ！」


    　使用する針は、釣り針が最適である。安価なくせに頑丈だし、返しがついているからだ。


    　ブルクハルトはいったん針を抜き、対象者テイーマンを休ませた。


    　拷問は心を折るのが目的だ。痛めつけるのは、手段であって、目的ではない。苦痛から解放されたい、そのためにはなんでもする、そう求めさせる。


    　いま対象者テイーマンは、特殊な拘こう束そくイスに座らせられ、革製のベルトや金具によって全身の自由を奪われている。指一本動かせない。せいぜい本人の意思で動かせるのは首から上だけだ。


    　男は、がっくりと項うな垂だれた。


    　すでに自白剤も使っているので、意識が朦もう朧ろうとしているだろう。やがて自分が何をしているのかもわからなくなるが、今はまだ全身を強ばらせ、荒い呼吸をくり返している。元気が有り余っている証左だ。本格的にダメになったやつは一周回ってリラックスする。


    「喋しやべる気になりましたか」


    　アルブレヒトが、横から声をかける。高級スーツに身を包んだ彼は、目が冷徹に光っている。いけ好かない男だが、敵に回したくないタイプだとは認めざるを得ない。


    　対象者テイーマンはどこかの組織のスパイだったそうだが、詳しいことは教えられていない。


    「い、いいか？　よく聞いてくれ……」


    　対象者テイーマンの男は、フルマラソンを走ってきたかのような顔で言った。


    「俺はスパイなんかじゃないっ！　誤解だっ！」


    「続けてください」


    「はいよ」


    「やめろやめろやめろぉおお────ッ！　アアアアアアアアアァ────ッ！」


    　尋問と言えば飴あめと鞭むちが効果的とされ、ブルクハルトもそういった手法をとるときが少なくない。だが、今回は鞭ばかりを繰り返す。これは見せしめでもあった。


    　男は力の限り絶叫する。全身の筋肉をぎょっと強ばらせる。ゲートコントロール理論が示すところの、『痛みの誤魔化し』だ。


    　人は苦痛から逃げる。当然だ。生命活動に関わるレッドシグナル。逃げるに決まっている。


    　ヘレナは、自ら進んで苦痛を受けたいと望んでいる。世のため人のためになるなら、と。


    　百歩譲ってそこまではいいのだが、たぶん考えが甘い。タンスの角に小指をぶつけた程度の痛みが人生最大の激痛だった、なんていう娘だ、激痛の上限は遥はるか高みだというのに。


    　無理だ。普通に拷ごう問もんをやったら、ヘレナは絶対にくじける。拷問官がその気になれば、地獄すら生ぬるく感じさせられるのだから。


    　それに、たとえ耐えきれたとしても、肉体的な限界はどうしようもない。出血多量、あるいはなんらかのショック症状を起こせば、死に至る可能性は十分に考えられる。


    　このままでは三人の前例者と同じ末路を辿たどるのは間違いない。


    　ヘレナがどれだけ口では「他人のために頑張る」と言おうが、無理なものは無理だ。プロジェクトは失敗する。


    　画期的なアイデアを生み出さなければ。


    　苦痛を受け入れさせるには、どうすればいい。


    　苦痛と共存させるためには、どうすればいい。


    　……わからない。感情が先立つ、それがヒントだとは思うが……。


    　くそっ──。


    　苛いら立だちから手元がブレ、必要以上に針を差し込んでしまった。被害者がさらなる叫きよう喚かんを上げる。そして顎あごを上に反らして苦痛に耐える。剥むき出しの喉のどは筋張っていた。その姿が、ふと、過去に見た映画を想起させた。


    　過激派のセントアニマ教の原理主義者が、テロリズムに走る映画だった。司教に命じられ。犯人は爆破や暗殺などを嬉々として実行する。幼いころから特殊な教会で教育されてきた彼は、自らを誇り高き神の代行者だと信じ込み、俗世の穢けがれを祓はらうために、毎朝、自分自身に鞭むちを打っていた。


    　……洗脳。


    　プロの洗脳家を雇って、ヘレナの人格を矯正すれば。


    



    ×　　×　　×


    



    「ダメだぁ、頭おかしくなっちゃうぅ……」


    　まだ学生の正規メンバー、クリスが机に突っ伏した。ファイルや資料がバラバラと音を立てて落ちる。


    　彼女の声は、全員の気持ちを代弁していた。会議室は空気が重苦しくなっている。ハイゼー、イザベラ、プルタもまた、浮かない顔をしていた。ナターシャだけが例外的に、好き勝手な発明を愉たのしんでいる。


    　ブルクハルトも気が滅入る一方だ。


    「見み出いだせない、な……」


    「ちょっと休憩しよう」


    　アンドレアが目頭を揉もんで、席を立ち、コーヒーを淹いれ始めた。


    　香ばしい匂いが漂い始めるなか、クリスはぶーぶー言っている。


    「やっぱり過去の事例をいくつ漁あさっても、もう意味ないんですよ。新しいことを探していかないと」


    「そうは言うが、じゃあどんなことをやれって言うんだ？」


    　ブルクハルトが聞き返した。


    「そりゃあ、えー、あー……」


    　クリスは言葉を濁した。無理もない。何か案があるならとっくに出ている。


    「でも、クリスの言うとおりですよ。もはや通常の手段はやり尽くしている」


    　副主任ハイゼーの意見は、散々言われてきたことだ。


    　ブルクハルトも先日、新しい手段を提案してみた。


    　洗脳術を用いて思考を掌握する手法だ。


    　事前の資料作成は、それほど煩はん雑ざつではなかった。どうやらこの七十年代というのは、最新技術が次々と一般化する時代らしく、電動式タイプライターが某社の特許から解き放たれて量産され、また、時期を合わせて複合機が大々的に流通し、書類の作成・コピーが捗はかどるようになっていた。


    　そうしてブルクハルトはプレゼンしたのだ。


    　──「セントアニマ教の原理主義にあるだろう？　肉体は穢けがれているという観念に基づいて自分に鞭むちを打って清める、浄化の業だ。洗脳でそういう思考に持っていけないか」


    　調べてみたら、ただ自分に鞭を打つだけでなく、聖水を浴びたり、聖典を詠唱したりもするようだった。我ながら革新的なアイデアではないかと思ったのだが。


    　しかし、その提案書を読んだ概念魔導学の研究者たちは、異い口く同どう音おんに否定した。


    　アンドレアなんか露骨にしかめっ面だった。ブルクハルトが夜なべして書いた提案書をひらひら振って、浅はかなやつめ、と目で言ってくる。破り捨てかねない雰囲気だった。


    　──「耳にタコができるほど言われてますが、魔力とは願いを叶かなえるエネルギーなんですよ」


    　クリスが素人に諭すようにそう言って、次にハイゼーが言葉を引き継いだ。


    　──「より多くの苦痛を受けることが良いと本気で思わせてしまった場合、たかが自分に鞭を打つだけでも、破壊力が極限まで増幅されて一発で死んでしまう恐れがある。そう思いませんか」


    　ブルクハルトは一言も反論できなかった。まったくそのとおり、当人は天国に行けるのだろうが、失敗以外の何ものでもない。


    「どんなことでもいいから新しいことに挑戦してみる、それがクリスの座右の銘だったかしら」


    　同じ女性研究員のイザベラに、「そうですよー」とクリスは暢のん気きな声で応えた。


    「まあ、でも、新しいことっていっても、すべては繋つながっているんですけどね」


    「なかなか深いこと言うじゃないか」


    　ブルクハルトは素直な気持ちでそう言った。しかしここでプルタが被かぶせてくる。


    「ブルクハルトさん、クリスの論文読んでないでしょう？」


    「ん？　ああ、次世代型の研究に関すること以外には、手を出していないが……」


    「あれは一読すべきだ」


    　強い口調で割り込んできたのは、アンドレアだった。


    「わたしはあの論文に惹かれて、クリスを引き抜いた」


    　その話は聞いたことがあった。この研究チームの正規メンバーはみな、数々の資格と実績を持っているが、クリス・クレセントリアだけが、例外なのだ。論文一つでアンドレアの心を射止めたという。


    「……なんていうタイトルだっけ？　概念のなんちゃらかんちゃら……」


    「『概念の階層構造説における最上位抽象体について』」


    　アンドレアの解答に、ブルクハルトはテキトーに相あい槌づちを打った。実際にはまったく意味不明だった。


    「どういう内容なんだ」


    「ま、そんなに難しいことじゃないですよ」


    　とクリス本人が、机に上半身を投げ出したまま語り始めた。


    「まず前提として、概念というのは、階層構造を作っているんですよ」


    「概念が、階層構造？」


    「そうです。たとえば、わたしと、ブルクハルトさんは、違う存在ですが、両者を結びつける上位概念として、人間があります。ここまではいいですか？」


    「ああ……」


    「その人間と、猿を結びつける上位概念にあるのが、霊長類です。霊長類と犬や猫を結びつけるのが、哺ほ乳にゆう類るいです。哺乳類と魚を結びつけるのが、脊せき椎つい動物亜門です」


    「なるほど」


    　いっけんバラバラに見えることでも、より高い段階から見れば、同じカテゴリーであることがわかる。それが概念の階層構造か。


    　そういえば、いつかアンドレアが言っていた、『すべては別々に存在するが繋がっている』と。あれは横の繋がりだけでなく、ピラミッド的な立体構造を差して言っていたのか。


    　クリスの論によれば、一見無関係に思える事柄でも、必ずどこかで結びつけることができるという。


    「何事も繋がっている、という言い方は陳腐に聞こえるが、真理だろう」


    　ブルクハルトは言う。


    「次世代型の研究でもそれは言える。これから新しいことに挑戦するのはもちろんだが、何が絡んでくるかはわからない。まったく思いがけないことが、次世代型を次の段階に進めるかもしれないな」


    　正規メンバーたちは頷うなずく。


    「発明というものは往々にして、高い視点からの閃ひらめきが発端となる」


    　とアンドレアが言った。


    「一見無関係に思える事柄と組み合わせることで、画期的なアイデアとして昇華するわけだ。きっと、わたしたちが求めるブレイクスルーもそうして生まれるだろう」


    「そうだ、もしかしたら……」


    　プルタが思案顔をした。


    「どうした」


    　アンドレアが聞く。プルタが顔を上げた。


    「ぼくに考えがあります、少し時間をください」


    



    　プルタ・ボルビノーレ。


    　色白のガリ勉メガネで、体格も女のように華きや奢しや。


    　見るからに温室育ちの風ふう貌ぼうだが、彼はじつに慧けい眼がんだった。これまで誰も思いつきもしなかった画期的なアイデアを見み出いだしたのだ。


    「目的意識を持って苦痛を受ける、というコンセプトがプロジェクトの主軸になり得ると、すでにブルクハルトさんが見出だしていますよね。洗脳して自分に鞭むちを打たせるというのがそれです」


    　プルタのプレゼンを、研究チームは静かに聴いた。


    「問題はどういう目的を持つかです。洗脳で考察されたように、目的によっては自らを破壊しかねない。生きることとの親和性がなければなりません。まずは配布した資料をご覧ください」


    　そこには、家族や恋人を人質に取る方法が記載されていた。言うまでもなく、炉心としての仕事をまっとうしなければ殺す、と脅おどすものだ。


    　ただし、前例者たちがすでに行った内容の報告書だった。ブルクハルトもとっくに目を通してある。


    　結果は芳かんばしくない。


    　被験者はどこかで臨界点を超え、もういいや、と投げやりになるか、心を完全に無にしてしまい、発魔しなくなる。長期間にわたって非人道的な侵襲を受けた人間というのは、往々にして他人との繋つながりをも切り離してしまう。


    「過去の事例のとおり、案外、人間は大切な人との繋がりさえ簡単に切ってしまうようです。ですが、切っても切れない大切な人も存在します。それは家族でもなく、恋人や、友人でもありません」


    　プルタはいったん区切り、続けて言った。


    「自分自身です」


    　なるほど。


    「ぼくの専門は建築関係ですが、ゆえに火災について思い至りました。ここ数日、専門医や理学療法士に問い合わせ、取材してきた結果を報告します。ズバリ、リハビリこそがこのプロジェクトに合った手法です」


    　リハビリテーション。治療後に後遺症が残ったものに対し、社会復帰するために医学的・心理学的に機能訓練を施し、回復をはかること。


    　やってくれた、その発想はなかった。


    「リハビリが物もの凄すごくたいへんなのは常識でしょう？　その歴史は人類史とともに歩まれていますが、要点以外は割愛します」


    　プルタは、自信に満ち溢あふれた立ち居振る舞いを見せた。


    「とくに厳しいリハビリは、重度の全身火傷やけどを負った場合であり、これは熾し烈れつを極めると言われています。まず皮ひ膚ふの移植手術後に麻酔から一人立ちする時点で痛みますが、地獄が口を開けたに過ぎない。本当の苦しみはそこからです」


    　通常、皮膚は伸縮性が高く、人間の力では引き千切ることも難しいのだが、移植されたばかりだと硬い。それをほぐして引き伸ばすのが大いに痛みを伴うという。


    「何をするにも激痛が伴う。食事もトイレも困難で、そんな状態で四肢や表情を動かすリハビリをするんです。だけでなく、毎日の朝夕に行う傷口の洗浄や包帯の交換でも、激痛のあまり気絶してしまいそうになる。そしてまた、鎮痛剤や抗生物質で薬漬けにもなるので、副作用でも苦しむ」


    　これが何週間も続く。


    「それでも人は、日常生活に戻るために闘うんです。激しく涙し逃げたいと叫びながら、それでも生きることを選ぶ」


    　いかがでしょう、とプルタは言った。


    　ブラボー、と快かい哉さいを叫びたくなった。


    「でも、安直にそれを実演するとなると、今ひとつ頷うなずけないわね」


    　と厳しい意見を述べたのは、アンドレアに次ぐ女傑、イザベラだった。


    「トネリコの蛇へびの末まつ裔えいをいったん痛めつけてからリハビリをさせる、なんてのは、自作自演に似ていて、モチベーションを下げるんじゃないかしら」


    　プルタはぐっと顎あごを引いた。ブルクハルトも冷や水を浴びせられた気分だった。


    　イザベラの指摘は鋭い。


    「リハビリを頑張れるのは、事故や事件などの降って湧いた不幸に打ち勝つ、という負けん気から来ている部分もあるのよね。それを逆さか撫なでするように故意に傷つけて、さあリハビリしろ、だなんて言うのはあまりに理不尽じゃないかしら。とてもじゃないけれど頑張ろうとは思えないわ」


    　かといって、不幸が襲いかかるのをひたすら待つだなんてのんびりしたことも言っていられない。


    「くそぅ、ダメだったか……」


    　プルタが悔しそうにしながら、プレゼンを終えて自分の席に座った。


    「リハビリという提案は非常に惜しいな」


    　とアンドレアが言った。


    「強い目的意識を持てば、いかなる苦痛とも向き合えるかもしれない」


    「強い目的意識、か……」


    　ブルクハルトはふと閃ひらめいた。


    「いま思いついたことを言ってもいいか」


    　チームは頷うなずいてきた。ブルクハルトも頷き返す。


    「飴あめと鞭むちみたいに、苦痛を受けなければ飲食物を与えられなくするのはどうだ」


    「断食か」


    「渇きや飢えは強力だから、そのためには鞭で叩たたかれることくらい我慢するんじゃないか」


    　ヘレナ個人としてではなく、平均的な人間に行われる手法として考えたのだが。


    「いや、リハビリよりも下策だ」


    　とアンドレアは事もなげにぶった切った。


    「キミのその提案は、加害者の立場でしか考えられていない。被害者の側に立ってみるとどうだ？」


    「それは……」


    「飴を得るためには苦痛を受けなければならない、のではなく、飴を得たいのに鞭を打ってくる邪魔者がいる、という心理が働く」


    「ああ、そうか」


    「人も切羽詰まったときには直線的に欲を満たそうとする。そこに思考などない」


    「野獣の本能による渇望、それに魔力が反応し、拷ごう問もん官かんを排除する……」


    　お馴染みの結果に辿たどり着くわけだ。


    「じゃあ、麻薬中毒にして報酬系を掌握をすれば……いや、ダメだな。もっと悪い」


    　ブルクハルトは気づき、首を振った。ハイゼーが大人の笑みを浮かべている。


    「精神の異常は魔力の暴走に繋つながる。ブルクハルトさんも、少しずつ概念魔導を理解してきましたね」


    　ブルクハルトは肩を竦すくめてみせた。


    「通常の状態から、健全な意思の元に苦痛と闘わせるすべを見み出いだすしかない。でなければ、強い目的意識を持つことはできない」


    　と、まとめたアンドレアは、ここで口端を噛かんだ。


    「しかしこれは……」


    　考えれば考えるほど、無理難題に思えた。


    　心身共に健全な状態から、大きな苦痛と闘わせる？


    　むしろ正気の沙さ汰たとは思えない。果たしてそんなことが、可能なのだろうか。


    



    ×　　×　　×


    



    　座禅を組んで、瞑めい想そうに耽ふけった。


    　昨日の篠しの突つく雨が嘘うそのような快晴だった。研究所の敷地内はほとんどがコンクリートジャングルだが、元は木々の生い茂った丘を切り崩して整地した土地らしく、フェンスが延々と立てられた外輪には森林と接している箇所もある。


    　雨上がりの長閑のどかな麗日は、空気は驚くほどに澄み渡り、植物の緑は燦さん々さんとした陽光をいっぱいに浴びて美しく輝いていた。


    　人ひと気けのない隅っこで、ブルクハルトは異文化の座り方で精神統一を図る。


    　置物のように微動だにしない。


    　やがて小鳥が近くに寄ってきた。奇妙な物体に小首を傾かしげこそするものの、岩か何かと思ったのか、ブルクハルトの肩や頭にとまって啼ないていた。


    　もう一体、今度はふっくらとしたリスが、昨晩の雨で落とされた木の実を追ってフェンスをくぐり抜けてきた。やはりブルクハルトという名の物体を不思議に思い、なんとなく近づいて身を寄せてくる。


    　ブルクハルトは、浅く、深く、微かすかな吐息を吐くだけで、心臓が動いているのかすら部外者には判別しがたい。


    　だが、ここで初めて、うっすらと目を開いた。


    　その直後である。


    　ブルクハルトは悪あく鬼き羅ら刹さつのような気迫を全身から放出した。


    　鳥は一斉に羽ばたき、リスは食べている途中の木の実を放り出して一目散に森に逃げ帰った。


    「……ふう」


    　ブルクハルトは楽にした。


    　この境地に達するまでに、まる十年かかった。


    　若いころは無茶をやったものだが、拷ごう問もんはただ痛めつければいいわけではない、と気づいたのは二十代を折り返したころだった。


    　拷ごう問もん官かんという名を捨て、特殊交渉人を名乗りだした。


    　どれだけ残ざん虐ぎやくな手法を尽くそうが、あくまでも対人交渉術の一環である。ならば精神を完全にコントロール下に置き、状況に応じて巧みに使い分けねばならない。といっても大概の場合、畏おそれを抱かせるばかりだが。


    「あ、せんせーい」


    　顔を向けるとヘレナだった。カルミネと二人で散歩でもしていたらしい。手を振りながら、小走りで駆けてくる。が、蹴け躓つまずいて顔面からバターンと倒れた。


    「ぶふっ」


    「ヘレナ様ぁ！」


    　カルミネが慌てて介護に回った。ヘレナは照れた顔で、大丈夫だとアピールしているが、見ているこちらがヒヤヒヤさせられる。


    「おいおい、気をつけろよ」


    「えへへ、すみません……」


    「拷問官、貴様のせいだぞ！」


    「はいはい俺のせい俺のせい」


    　テキトーにあしらってカルミネをからかい、


    「散歩か、ヘレナ」


    「ええ。先生もですか」


    「まあそんなところだ」


    　面倒だったので詳しい説明などしなかった。


    　カルミネに心配されながら、ヘレナは先ほど転んだのを恥ずかしがるような笑顔を見せている。


    　ヘレナを前にすると、やはりブルクハルトは心が浮き足立つのを感じた。どうしても過去を思い出すのだ。あの少女のことを。


    　記憶に突き刺さった棘とげだ。心の奥深くに差し込まれた楔だ。忘れ去ったはずだったが、存在感はどんどん大きくなっていく。十年にわたって続けてきた禅の修行も、まだまだ不完全であるらしい。


    「あ、先生。肩に葉っぱがのってますよ」


    　ヘレナが背伸びをして、手を伸ばしてきた。ブルクハルトも肩を差しだした。なんてことのないワンシーンだったが、ふいにブルクハルトは唖あ然ぜんとした。無害な少女とはいえ、会って間もない相手にこれほど自分が気を許しているとは。油断しきっているとは。


    　ヘレナはニッコリして、摘まみ上げた葉っぱを掲げて見せている。


    　敵わないな、この子には──。ブルクハルトは苦笑混じりの溜ため息いきをついた。


    　いきなり小鳥が飛んできて、ヘレナの肩に留まった。


    「わっ、びっくりしたわ」


    　ヘレナは少し身み震ぶるいしたが、すぐに肩の小鳥を可愛かわいがった。もう一羽が飛んできて、今度はヘレナの指に留まり、さらにヘレナはご機嫌になる。


    　この調子ではリスまで出てくるのではないかと、ブルクハルトは周囲を見回した。すると金網のほうに本当にリスがいたのだが、ブルクハルトと目が合ったのか、逃げていった。


    　改めてヘレナを見る。


    　小鳥はまったくヘレナを怖がっていない。どころか、じゃれつくようだった。


    「凄すごいな……」


    　ふふん、となぜかカルミネが勝ち誇った。


    「ヘレナ様は動物に好かれるのだ。この前なんて蛇へびとネズミが、争いもせずにヘレナ様と戯たわむれていたぞ」


    「……魔導師だからか」


    　普通の人間ではあり得ないだろう、が、


    「浅薄な奴め」


    　カルミネはそう吐き捨て、


    「たしかに魔力の循環量の高い人間は動物にも好かれやすいが、ヘレナ様はそれでも飛び抜けている」


    「魔力の循環量？」


    「知らんのか？」


    　見下すような目で薄く笑い、


    「かなり薄くなっているが、この世界は魔力の粒子で満たされているのだ。呼吸一つ、食事一つ、排泄一つ、すべて魔力を循環させる一助となっている。また地球の自転やそれに伴って発生する季節風、潮の満ち引きもそうなのだ」


    　賢さかしらに弁舌をふるうが、無論、ブルクハルトも知らないわけではなかった。あまりに当たり前のことすぎて、ちょっと失念してしまっただけだ。


    「魔力は循環する……。地中から採掘される魔力鉱石、略称、魔石も、太古の昔に地面の下で圧縮された結果に生まれたものなんだよな」


    「無論だ」


    「しかし、それじゃあおかしくないか」


    「何がだ」


    「地中に埋まっていた魔力を掘り起こしたんだから、地上の総魔力量はそのぶん爆発的に増えるはずでは」


    　するとカルミネは、そんなこともわからないのかと、大げさに肩を竦すくめた。


    「たしかに一時的に魔力量は増えるが、やがて地上の魔力は消滅していくのだ」


    「消える？　なぜだ。どういう理屈でなくなる？」


    「知らん。だがとにかく減る一方なのだ」


    　話を切り捨てるようにそう言った。カルミネ自身、その理不尽さにやりきれない思いを抱いているような目をしている。


    　だが、宇宙論の話からしたら理不尽でもなんでもない。元から世界は崩壊するようにできている。有名なのは熱力学第二法則、いわゆるエントロピー増大の法則だ。すべてを吸い込むとされるブラックホールでさえ、長い目で見れば徐々に蒸発し、消えていく。魔力もそうだというだけの話だろう。


    　ブルクハルトは息をつき、ヘレナを見やった。まだ小動物と戯たわむれ、愉たのしそうにしている。


    　世界から魔導師が激減し始めて、はや五百年。


    　現代では百万人に一人か、あるいはもっと低い割合でしか存在しない。


    　そして魔石の埋蔵量も、あと百年のうちに底を尽きる。


    　社会から魔力が完全に失われたとき、人類はどうなるのだろう。いや、最大の問題は、魔力が稀少なエネルギーと化したときか。残り少ない魔力を巡って、きっと人々は醜く凄せい惨さんな争いをするだろう。


    　第二次世界大戦は、きっとそうして起きる。


    　やがて来る終しゆう焉えんのときだ。


    　しかし次世代型プロジェクトが首尾よく成功を収めれば、問題をどうにか先に引き延ばせるかもしれない。時間に余裕が生まれれば、平和的な対処をするゆとりもきっと生まれるだろう。


    　ヘレナだってそう望んでいるに違いない。


    　だが──。


    　そのために、ヘレナはすべてを犠牲にするというのか。家族や、友人を捨て、己の人生すらも擲なげうって、成功するかどうかもわからない実験に、笑顔で身を投じるというのか。


    　ブルクハルトは……。


    　じつは最悪な手段を、先日から温めていた。


    　鬼畜と罵ののしられるべき非道の業である。


    　どうする……。誰にも教えないまま、永遠に封印しておくつもりだった。実現性も乏しい。とても現実的な手段とは思えない。だが、もし成功するなら、これ以上の手段はないだろう。それに他の手段も思いつかない。もうこれしかないのか。


    　ヘレナは無邪気に、小動物と戯れている。


    　ブルクハルトはいつもより一層、眉み間けんに皺しわを寄せて、そんな彼女を眺めた。


    



    ×　　×　　×


    



    　会議室では、プロジェクトのメンバーたちが今日も討論を交わしていた。しかしこれといったアイデアは浮かんでこない。完全に煮詰まってしまい、空気は淀よどんでいた。


    「ブルクハルトくん、何かないのかね」


    　アンドレアが苛いら立だちを隠そうともせずに言ってきた。


    「国一番の拷ごう問もん官かんだろう。何かこう、常人には思いもつかないような画期的なアイデアは？」


    　そんなもんあったら、とっくに言ってる──。


    　ブルクハルトはそう言い返そうかと思ったが、最近温めている最悪のアイデアが脳裏にあるために躊躇ためらった。


    　どうする。提案すべきか。しかし、もし実践するとなると……。


    　ブルクハルトはいま一度、そのアイデアを脳内で反はん芻すうしてみる。


    　痛覚失調症、という脳障がいがある。この患者は、痛みを感じてもそれが悪いことだと思わないという奇特な状態に陥っている。痛みの神経回路と、嫌悪感や忌き避ひ感などの回路が物理的に繋つながっていないのだ。ある患者は交通事故に巻き込まれ、数カ所が骨折し、血だらけになったにも関わらず、普通に会社に出勤して周囲を驚かせたという。


    　どれだけ痛めつけられても、全然へっちゃら。


    　脳外科手術によって、その状態を人工的に再現できればどうだ。被験者が自殺を望むこともないし、周囲に害が出るような暴走も起こさないだろう。これほど今回のプロジェクトに適した状態もない。


    　だが──。


    「ん？　ブルクハルトくん、押し黙ってどうした。何かアイデアを思いついたか」


    「いや……」


    　やはりこの案は、少なくとも時期尚早だろう。口で言うのは簡単だが、脳はあまりにも解析しがたい複雑怪奇な器官だ。ロボトミーも下火になっている。強引に手術しても脳をぐちゃぐちゃにしてしまうだけだろう。何千人という人体実験が必要かもしれない。


    　とはいえ、もし成功するならその恩恵は大きい。肉体的苦痛による炉心の長期運用。それが実現すれば、人類は莫大なエネルギーを確保できるだろう。


    　だが、それでいいのか──。


    



    　会議室を気まずい空気が満たした、そのときだ。


    「できたぁ！」


    　部屋の隅で作業していたナターシャが、いきなり大声を上げた。


    　もはや突っ込む気力もないチームだったが、気分転換を兼ねてブルクハルトが近寄った。


    「今度は何を作ったんだ、ナターシャ」


    「ふふふ、今度の発明は凄すごいですよ、ブルクハルトさん。これですっ」


    　差し出された手のひらには、丸薬じみた飴あめ玉らしきものが乗っていた。


    「……キャンディか？」


    「そうですっ」


    「それが発明なのか」


    「ああっ、その顔は物もの凄すごく見下してますねっ！　バカにしないでくださいっ、これは普通のキャンディとは一線を画す、これまでにないキャンディなのですっ」


    「おまえって意外と語ご彙いが貧弱だよなー」


    「またバカにされたっ!?　いいから舐なめてみてくださいっ」


    　ふう、と溜ため息いきをつき、まず手に取ってみた。


    　見た目はこれといって変哲のない、普通の飴玉である。


    　だが口に含むとなると警戒せざるを得ない。何せナターシャが作ったトンデモ発明品なのだ、どんな成分が含まれているのか、いや、普通の成分でもナターシャにかかれば、きっと奇妙な化学反応を起こして筆舌に尽くしがたい味になるやもしれない。


    「……まず自分で舐めてみろ」


    「お断りしますっ」


    　貧相な胸元で腕を交差し、きっぱりと×印を作った。


    「……本当に安全なんだろうな？」


    「安全と言えば安全ですっ」


    「微妙な言い回ししてんじゃねえ」


    　ブルクハルトも男だ、思い切ってぺろりと舐めてみた。


    　しかしすぐに後悔した。いや、後悔する余裕すらなかった。


    　舌先に細かい針が無数に突き刺さるような、不ま味ずいという次元を通り越した、破滅的な味だったのだ。


    「ぐうぇええっ」


    　不味い、不味い、と感想を連呼することも許されない。ブルクハルトは懸命に唾つばを出して、舌先にこびりついた成分を溶かし吐き出した。そうするうちに薄らと口腔全体に広がり、さらに唾だ液えきを絞り出して吐き出そうとする。


    　あはははははっ。


    　ナターシャは腹を抱えて爆笑している。


    「何をやっているのだ、汚いな」


    　アンドレアたちが呆あきれ顔でやってきた。ブルクハルトは飴玉を差し出した。


    「舐めてみろ、めちゃくちゃ美う味まいぞ」


    「……いや、せめて騙だませる嘘うそをつきたまえ」


    　まだ舌先が痺しびれたが、ブルクハルトはナターシャを引っ張り上げた。首根っこを掴つかみ、二メートル以上の高さに持ち上げる。


    「てめえ、なんてことしやがる」


    　悪鬼さながらの形相だ、常人なら泡を吹いて失神する。しかし、ナターシャにとってはどこ吹く風だった。


    「いかがですか、ブルクハルトさん。この飴あめ玉の破壊力は身をもって知れたでしょう。これでヘレナちゃんも莫大な魔力を産み出してくれるはずです！」


    「んなわけあるか」


    　言下に否定した。


    「たしかに舌は痺しびれるが、精神的苦痛のほうが強い。肉体的苦痛はわずかだ」


    「でも苦痛は苦痛でしょー？」


    「肉体的苦痛に限定されてんだよ」


    　そうだったかなあ、とナターシャは小首を傾かしげた。


    「肉体的、肉体的って言いますけど……すべては繋がっているんじゃありませんでしたっけ？」


    「……なに？」


    「だから、精神と肉体ですよ」


    　ナターシャが、心底不思議そうな顔をして、


    「だいたい、最初に肉体的苦痛って限定したのは、誰なんですか？」


    



    ×　　×　　×


    



    　ブルクハルトは、改めて資料を一から洗い直した。


    　最初の被験者、アンヘラ・オルディアレス。


    　プロジェクト推進国は、技術大国リーベルウィッセン連合国。


    　そして拷ごう問もん官かんは……。


    〝マルニア・サイード・ハンピオニア〟


    　世界一の残ざん虐ぎやくな男、マルニアの名はこちらにまで知れ渡っている。特殊な薬品によって生きたまま人体を融かし、被害者に無理やり飲ませたという。


    　プロジェクトでも彼は豪腕をふるい、被験者アンヘラはわずか三か月で両手両足を失った。そして、やすり、ナイフ、鞭むち、ロウソク、釘、針……あらゆる道具を使って胴体も延々と攻め抜かれた。


    　性器も見るも無惨な様相を呈した。


    　アンヘラがようやく息を引き取ったとき、彼女の両目はくりぬかれ、ぽっかりと空いた眼がん窩かには無数の針が剣山のごとく突き刺さっていた。


    　また、鼻の粘膜には、辛さ指数百万スコヴィルを誇る〝劇薬レベル〟の加工食品がこれでもかと塗りつけられていた。素手で触ると火傷やけどするレベルであり、もはや食品かどうか疑問を抱く代物だった。


    　辛さとは、実は味ではない。味覚の種類は四つ、甘味、酸味、塩味、苦味であり、辛味というのは存在しない。では辛さとは、何か。


    　痛みである。


    　味み蕾らいを含む口腔内神経で感じる化学的侵害こそが、すなわち辛さなのだ。


    　親知らずも含めたアンヘラの三十二本の歯は、すべて抜かれ、神経が剥むき出しになっていた。また舌は縦横四つに切り裂かれ、世界最悪の唐辛子を主とした加工食品が塗りつけられていた。口から火は出ず、魂が飛んでいった。


    　被験者アンヘラは百五十六日をかろうじて生き延び、総発魔量は百兆を超えている。他の条件、笑いや怒りなどと比較しても桁けた違ちがいの発魔量であり、おそらく永遠に破られることのない世界記録である。


    　始まりから間違っていた。


    　ブルクハルトは今こそ理解した。


    　ヘレナを呼び出して、聞いてみる。


    「初めて大量に発魔したときの話を、聞かせてくれないか」


    「はあ、構いませんが」


    　ヘレナは胡乱うろんげに小首を傾かしげ、


    「以前お話した、足の指をタンスにぶつけたときです。大量の魔力が放出されてしまって、近くにいた人々の無意識の想像力に魔力が反応してポルターガイストみたいな現象が起こっちゃいました」


    「……そんなに痛いのか、足指タンスって」


    「バカにしないでください！　めちゃくちゃ痛いんですよ！」


    　絶叫するヘレナだった。どうでもいい。


    「それで」


    　ブルクハルトは居住まいを正し、軽く身を乗り出した。


    「痛めた直後か？」


    「え？」


    「大量の発魔をしたのは、足指タンスの直後なんだな。前でもなく、数秒たったあとでもなく、ガツンとぶつけた直後──そうなんだな？」


    「はあ……。そう言ったつもりですが」


    　ブルクハルトは、やはりと思い、


    「肉体の痛みによって発魔すると、誰もが思い込んだんだろうな」


    「そうですけど……？」


    　ヘレナは話がまったく見えないように不思議がっていたが、一つの可能性がブルクハルトを貫いていた。


    「カルミネ、おまえにも聞きたい」


    「なんだ、拷ごう問もん官かん」


    　すぐに問い質ただそうかと思ったが、なんとなくヘレナには聞こえない距離を開けた。


    「おまえは、よくヘレナにくっついているよな」


    「世話役だからな」


    「いや、違うだろう？」


    「なに？」


    　目を細めるカルミネに、ブルクハルトは指摘した。


    「おまえはただの世話役じゃない、ヘレナの護衛、そして監視役だ」


    「……」


    　カルミネの目の温度が下がった。だから、その目だ。冷酷で研とぎ澄まされた刃のようなその眼光を、普通の少年が持ち合わせているはずがない。


    「おまえは、魔導師だろう？」


    「……」


    「最初から、おかしいと思っていた。重要人物であるヘレナの世話役が、ヘレナよりも年下の少年であるはずがない。姉か母親の代行になるような年上の女性が妥当だ。しかし、上層部の決定はおまえだった。そこには明確な意図を感じる」


    　カルミネ・デル・ソカッチオ。


    「おまえは、訓練を受けた戦闘系の魔導師じゃないか」


    「……」


    「化粧をしてるな。男のくせに」


    「……」


    「幼少期からの厳しい訓練や、実戦で受けた傷を化粧で隠しているわけか」


    　カルミネは沈黙を守るが、ブルクハルトはさらに続けた。


    「アロマの話をしたとき、おまえは歴史や科学の話を饒じよう舌ぜつに語ったな。あれも魔導師が身分を隠す際によく使う手だろう。魔法とは異なる方向へと話をズラした」


    「……」


    「おまえはヘレナのお目付け役であり、万が一ヘレナの魔力が暴走した際に、即座に始末するために遣つかわされた……」


    　前例がある。


    　第二の被験者、コンスタンス・ボニセルは、まだ十歳の子供だったためか、凄せい惨さんを極めた実験に耐えきれず、魔力を暴走させて大爆発を引き起こした。


    　次世代型プロジェクトにおける最悪の大惨事である。拷ごう問もん官かんはもちろん、優れた知能を持つ研究者や、施設の保全のために仕事をしていた作業員たち、何も知らない事務員まで、施設まるごと消し飛ばしたのだ。


    　あとには巨大な爆裂穴クレーターだけが残された。


    　対抗策を、何も講じないはずがない。


    「だったら、どうする」


    　無機質な声で聞いてくる。


    　訓練を受けた魔導師。相対するのはブルクハルトも稀まれだった。人間戦車の異名を取る彼らを敵に回すなら、まず先に遺書を残さねばならない。


    「どうもしない。俺がハッキリさせたいのはそこじゃない」


    　ブルクハルトは、戦せん慄りつに浮き足立ちそうになる体を、気迫で押し止とどめた。


    「いいか、カルミネ、思い出してくれ。おまえは魔導師だから魔力知覚にも秀でているはずで、ずっとヘレナと行動を共にしている。なら、きっと不審に思ったことがあるはずだ」


    「……」


    「肉体の痛みを伴っていないにもかかわらず、ヘレナが発魔したことはないか？」


    　カルミネは思し惟いする間を空けたが、


    「ないこともない。だが、ヘレナ様も分類としては魔導師の端くれだ、魔力循環量に多少の上下があっても不思議ではない」


    「……なるほどな」


    　ブルクハルトは腰に手を当て、盛大に溜ため息いきをついた。


    　おそらく、前例者の誰もがそう思った。


    　──これは例外だ。


    　──大した問題じゃない。


    　先入観。


    　ケガをするという異常事態において爆発的に発魔するヘレナのような個体を目にしたとき、人はそれをケガしたからだと思うだろう。


    　実験を推し進めた研究者たちだって、最初から何度もくり返し、「ケガしたから発魔した」のを見せられては、それが絶対の、当然の帰結だと思い込む。


    　そこを最初に疑ったのは、若き天才、ナターシャ・フョードルヴィチ。


    　──「だいたい、最初に肉体的苦痛って限定したのは、誰なんですか？」


    　誰もが、だ。


    　ナターシャ以外の、誰もが。

  


  [image: ]


  
    　凡人には目に見えてそうだった。ケガをしたから発魔する。実験で傷つけても必ずそうなる。トネリコの蛇へびの末まつ裔えいという特殊な魔導師の性質上、それこそが「条件」なのだと決めつける。


    　だが、目に見えないところではどうなっていたのか。


    　痛み。


    　その仕組み。


    　信号は末端神経から脊せき髄ずいを通り、脳にまで伝達される。そして──。


    　感情と結びつく。


    　前例者の拷ごう問もん官かんだった、エドワード・ムアリア老医師の言葉を思い出す。


    　──「殺してしまったら当然そこまでだが、心を閉ざすのも曲くせ者ものだった」


    　──「ところで、気絶されると、魔力も放出しなくなるのは知っているかね」


    　──「心を閉ざし、人形のようになっても同様だ。魔力を放出しなくなる。だから正確には肉体的苦痛ではなく、『肉体的苦痛の認識』が発魔条件なのだろう」


    　──「同じ傷を与えても、一度目と二度目では発魔量に明確な差異が生まれる。そのときの精神状態はもちろん、体調の善し悪しでも上下する」


    　すべては繋つながっている。


    　精神も、肉体も。


    　エドワード老は、かなりいい線をいっていた。ほとんど正解に近いところまで研究を進めていたのだ。


    　だが、あと一歩……発想の転換だけが欠けていた。


    　肉体的苦痛の認識──？


    　それはつまり。


    　精神的な苦痛ということではないか。


    　──ネックなのは、肉体よりも精神だ。


    　──感情が先立つ。


    「ははっ」


    　思わず自じ嘲ちようの笑いを漏らした。


    　自分たちは、とっくの昔に正解に辿たどり着いていた。


    



    ×　　×　　×


    



    　ヘルメットを被かぶり、発魔炉の心臓部の裏側へ回った。


    　高魔力吸収結界である心臓部が、ドーム状をしていることは内部からでもわかるが、外側から見ると、その半球形には、極太の導線がいくつも繋つながっていた。さながら心臓に直結する動脈のようである。


    　これを設計したアンドレアと、補佐をした副主任のハイゼーが作業着の男たちと話し合っている。相手の男たちは発魔炉を実際に建造したダンテラ重工の作業員だ。会話は専門用語ばかりで、ブルクハルトには何を話しているのか理解できない。


    　やがてアンドレアとハイゼーが引き返してきた。


    「どうだった」


    　すると二人とも肩を竦すくめ、まずアンドレアが言った。


    「やれやれ、キミの指摘したとおりだったよ」


    「じゃあ、やっぱりか」


    「盲点でした」


    　ハイゼーもニヒルに口端を歪ゆがめた。


    　今朝ブルクハルトが自説を披露すると、正規メンバーたちは戸惑いの声を上げた。


    　──「まさか、そんなはずは」


    　──「そんな簡単なことを？」


    　──「いや、でも、だからこそ見逃すのかも」


    　とにかく机上の空論ばかりこねくり回していても仕方がない。


    　アンドレアが発魔炉の青写真を取りだしてきた。補佐をしたハイゼーと一緒に、無言で青写真と睨にらめっこし、


    　──「確かに、その分は誤差として差し引いてあるな……」


    　自分自身に、唖あ然ぜんとしているふうだった。


    　精神的な苦痛でも発魔する──。


    　もしそれが本当だとしたら、なぜこれまで発見できなかったのか、との疑問が生じる。先入観や人的な見逃しによって発覚が遅れたのもあるが、機械的に計測されるプロジェクトにおいて、肉体的な苦痛を伴わずに発魔された例が、かつて検出できなかったはずがない。


    　なぜなら、被験者はトラウマによって精神的な苦痛を受けるからだ。


    　初めて拷ごう問もんされたときは、肉体的なそれと同時になるから気づけないだろうが、二度目、三度目の実験の直前、被験者は必ず、まだ何もされていないのに苦痛を受けたはずだ。心臓部に入った時点で苦しみ、拷問官と再会して痛苦を噛かみ締め、おどろおどろしい器具を目の当たりにして千せん辛しん万ばん苦くの自分のこれからを想像してしまう。


    　精神的な苦痛でも発魔されるのなら、そこで必ず、魔力が放出されたはずだ。


    　ならば、結界は魔力を吸収し、導線を通じて収集、変圧し、総量を計測したはずなのだ。


    　誰かが気づいて然しかるべしである。おかしい、まだ損害を与えていない、今日はまだ無傷だ、しかし、機械は発魔を検知している、その時刻が歴然と記録されている、いったい、どういうことだ──。


    　理系の研究者たちはこの矛盾に、新たな可能性を考えるはずだった。


    　だが──。


    　最初から間違っていた。


    　恒常的な魔力の循環。


    　自然も、生物も、すべての挙動は魔力を循環させる。摂取した食事や空気に含まれる魔力の排出量は、日によって多少の上下をする。常識すぎて疑う余地もない事実だ。失念すらしてしまう。


    　最初に発魔炉を設計した人物も、その誤差を計算に入れていた。


    　入れてはならなかった。


    　少なくとも今回のようなケースでは、その誤差の範囲内に、精神的苦痛による発魔が隠れてしまうのだ。


    「自分の迂う闊かつさを呪のろうばかりだよ、過去の設計を参考にするというよりも、鵜う呑のみにしてしまっていた」


    　頭痛をこらえるようにアンドレアが頭を抱えた。ブルクハルトが励ますように言う。


    「仕方がないさ。これは苦痛が条件であるヘレナのような事例だからこそ問題になるシステムだ、他の条件だったら設計は間違っていない」


    　だろ、とハイゼーに目配せすると、彼も頷うなずいた。


    「これは実験的なプロジェクトですから、不要な変数はできるだけ排除しておくのが定石です。笑いや怒りなどの他の条件であれば切り捨てるべきで正しい。しかし、わたしたちの場合はそれが目くらましになってしまっていました」


    「厳密に検知できるよう再調整はできるんだろうな」


    「無論です」


    　ハイゼーが意気込んで頷うなずき、アンドレアが一歩前に出た。


    「しかし最大の問題は、精神的苦痛でどれだけの量を発魔できるかだ」


    　そうですね、とハイゼーも肯定し、


    「過去の前例者たちは不審に思いもしなかった。いや不審に思ったかもしれないが、何か異常を感じ、行動を起こすところまではいかなかった。それから察すると、精神的苦痛による発魔量は決して多くはないでしょう」


    　ブルクハルトも重々しく首を上下に振った。


    「やってみるしかない、実験だ」


    



    「キタキタキターっ！　わたしの発明したクリスタル・キャンディちゃんがヘレナちゃんの口内を嫌らしく犯し尽くすこの実験がー、ってわあ、わあ、返してくださいブルクハルトさんっ。どうして取り上げるんですかっ。あっ、ヒドい！　床に叩たたきつけて、そして、ああっ！　踏み砕いたぁ！　なんてことしてくれるんですーっ！」


    「ヘレナを再起不能にするつもりか、アホ」


    　ナターシャはとにかく加減というものを知らないのが玉に瑕だ。


    「じゃあ、他に何をするっていうんです？」


    　頬ほおを膨ふくらませて不満げに問い質ただしてくるが、


    「まあ、ヘレナなら泣いてしまうだろうな。でも立ち直れるはずだ」


    　ブルクハルトは視線を飛ばす。


    　心臓部には、ある二つの機械が運び込まれていた。


    　カラーテレビ。


    　そして、Ｕマチックシステムによる家庭用のビデオテープ・レコーダーだ。一九七一年から生産・販売が始まった、七〇年代を代表する電子機器の一つである。ただし値段はまだ高く、二十五万バーレンもするため、一般家庭には普及していない。


    　ブルクハルトは、中央の寝台に腰かけていたヘレナに近寄った。


    「ヘレナ」


    「……先生」


    　わずかに不安を滲にじませた顔を向けてくる。暗い表情だ。ヘレナにはパッと花咲くような笑顔が似合うが、今日は勇を鼓こさねばならない日だ。


    「話は聞いているな」


    「はい……。精神的苦痛による発魔量を測る、と」


    「そうだ、おまえにはこれから、物もの凄すごく怖いビデオを観てもらう」


    「どのくらい、怖いんでしょう。ホラー映画、ですよね……？」


    「具体的な内容は実際に見て確かめろ」


    　はい、とヘレナは目を伏せた。すかさず傍そばのカルミネが、立ちはだかるようにブルクハルトの前に出てきた。ヘレナには聞こえない距離に少し移動してから、


    「拷ごう問もん官かん、僕は反対だ」


    「おまえに異を唱える権利はないはずだが」


    　世話役、護衛、監視。


    　いずれも実験に口出ししていい身分ではない。


    「しかし、普通のホラー映画ではない、ヘレナ様が精神的に病んでしまうようなレベルの、正視しがたい映像を見せるのだろう。夜に寝られないとかの話ではない、吐き気を催し、トラウマになり、悪感情に鬱うつ々うつとさせられるのだろう。貴様は心配にならないのか」


    「ならないな」


    　カルミネは音が聞こえるほどに舌打ちした。


    「本性を見せたな、サイコパスめ。貴様など他人の気持ちがわからない人間のクズだ」


    「その点については否定しないがな」


    　肩を竦すくめ、だけどな、と続けた。


    「俺がヘレナの心配をしていないのは、おまえがいるからだ、カルミネ」


    「……僕、だと？」


    「そうだ」


    　ブルクハルトはその大きな手のひらで、カルミネの華きや奢しやな肩をぽんぽんと叩たたいた。


    「実験が終わったあとは、アロマセラピーでヘレナを癒やしてやってくれ」


    　信頼しているぞ、そう続けると、カルミネは少し照れたように手を払い、


    「なっ、き、貴様に言われるまでもないっ」


    　怒鳴り散らし、何度も舌打ちしながらブルクハルトから離れていった。


    　カルミネがプロジェクトに参加しているのは、思ってもみない僥ぎよう倖こうだった。普通の芳香療法アロマセラピーでは限界があるだろうが、カルミネは普通の人間ではない。魔力によってヘレナの精神面をケアしてくれれば、決して再起不能にはならないだろう。


    　ビデオに集中してもらうため、ヘレナの四方はぶ厚い衝つい立たてによって視界が遮さえぎられる。ただし監視カメラによってヘレナの様子はウォッチングされる。


    「準備が完了したよ、始めようかね」


    　アンドレアがその端整な顔に気力を横おう溢いつさせて、力強い視線を向けてくる。


    　ブルクハルトも視線で応えた。拷問官の出番だ。事前に選び抜いたビデオテープを手に持って、衝立に向かった。


    　アンドレアが叫ぶ。


    「これより、第一回、ヘレナ・ヘレーゼを炉心とした次世代型発魔炉の発魔実験を開始する」


    　手を上げると、照明が次々と落とされ、薄暗くなっていく。


    「お願いします」


    　硬い、緊張したヘレナの声が聞こえてきた。ブルクハルトは衝つい立たてを一旦ドアのように広げ、身を入れた。


    「よお。始めるぜ」


    「はい、お願いします」


    　不安でいっぱいなのか、すでに青ざめた顔を晒さらしている。


    「……」


    　ブルクハルトはテープを再生させる前に、寝台に腰かけたヘレナの前に膝ひざを折った。手を握ってやる。温かいが、小さい手だった。子供の手だ。しかし人類の未来を託されている。ブルクハルトの将来もだ。


    　プロジェクトが成功するかどうか。


    　幹部カポになれるかどうか。


    　その最初の試練を押しつけられ、ヘレナはたった一人で受けなければならない。


    「孤独な戦いだ」


    　ブルクハルトは、優しげな眼まな差ざしで見上げた。


    「だが、おまえは一人じゃないぞ、ヘレナ」


    「っ……、はいっ」


    　明るい声を出し、やや笑顔が戻ったようだ。余計なことをしてしまった。ヘレナを傷つけるべき人間が、励ましてどうする。


    　カラーテレビはすでに電源が入り、砂嵐が流れている。画面の片隅には「Video1」の表示が出ていた。


    「ヘレナ、ヘッドフォンを」


    「はい」


    　国家予算を投入した高品質なヘッドフォンをつけたのを確認し、ビデオデッキに例のものを挿入して、ブルクハルトは衝立から出ていった。


    　照明はさらに落とされ、暗闇に近くなる。暗視機能付きの監視カメラだけが、ヘレナの様子を窺うかがっているだろう。


    　心臓部内には、限られた人員しかいない。ブルクハルト、ヘレナ、アンドレア、カルミネ、この四人だけだ。他の研究員や整備士などは誰一人として入れていない。残りのプロジェクトの正規メンバーたちは、変圧器のほうで発魔量の計測値をチェックしている。


    　所長たちも別室で見守っている。直接ここへ来ないのは、魔力という万能エネルギーの、万が一の暴走を恐れたためだが、そのときはカルミネの出番なので、あまり想像したくなかった。


    　ブルクハルトはアンドレアらと壁に一列に寄りかかり、押し黙って観察していた。


    　ややあって、ヘレナの息を飲むような声が聞こえてくる。


    　すぐに涙声に変わった。


    「……ヒドい……こんなの……ヒドすぎるよ……」


    　魔力を示す虹色の煙が、暗闇に立ちのぼり、天井に吸い込まれていく。


    「どうして……、こんなことが……できるの……」


    　嗚お咽えつが激しくなっていく。それに伴い、放出される魔力の濃度も増していく。


    　やはり、間違いない。精神的苦痛でも発魔するのだ。ただし、魔力は自発的に光を放つから、この暗闇ではずっと濃厚に見えてしまう。実際の発魔量は、肉体的に拷ごう問もんされた場合とは比較にならないほど少ないだろう。


    　小さい影がそわそわしているのを、ブルクハルトは目端に捉えた。カルミネだ。


    「おい、勝手に動くなよ」


    　小声で諌いさめた。カルミネは弾かれたように反応し、わかってる、と吐き出した。


    「だが、拷問官、ヘレナ様が泣いているとなると、いてもたってもいられないのだ。いったいどんなビデオを見せているのだ。内容によっては、貴様、承知せんぞ」


    　ブルクハルトは鼻で笑い、


    「ある意味で、拷問よりも悲惨な内容だ。血みどろのスプラッター映像。被害者は若い娘。ヘレナと同じくらいか、もう少し上の少女が、延々と嬲なぶり殺しにされるビデオだ」


    「なっ──そんなものをヘレナ様に見せているのかっ」


    「シッ。声が大きいぞ」


    「感受性が高く、他人に共感しやすいヘレナ様だぞ、まるで自分が傷つけられたように感じるに違いない。再起不能にしてしまうつもりかっ」


    　しかしブルクハルトは余裕の体を崩さない。


    「大丈夫だよ」


    「何が大丈夫だ。きっとヘレナ様は、ビデオが終わったあと、廃人のようになって出てくるぞっ。貴様、責任が取れるのかっ」


    「まあ、取れんこともないな」


    「なにぃ？」


    　わずかな魔力光に照らされるカルミネの幼い顔を見下ろし、ブルクハルトは言った。


    「ビデオが終わったら、ネタばらしする」


    「……ネタばらし、だと？」


    「ああ」


    　苦笑して、


    「本物じゃない、あるいはこれこそが本物の、破壊のアートだってな」


    



    ×　　×　　×


    



    　アンドレアの音頭で、乾杯、と一斉に唱和した。おのおのがグラスを掲げ、まずは一口だけ唇をつけた。


    　今日は近所のバーを貸し切りにしていた。二か月ほど前に、アンドレアと二人で来店したあのカントリー風の飲み屋である。


    　豪華な食事とノンアルコール・カクテルも出てきたが、ヘレナはまだめそめそと泣いていた。


    「……よかった、あれが演技で、本当に……」


    　隣でカルミネが必死で励ましているのを尻目に、ブルクハルトはジュースのようなカクテルに舌した鼓づつみを打った。


    　ローゼン・リブレ。およそ七十年前にこの国が独立を果たした際に、記念として創作されたカクテルである。材料はラム、コーク、ライムジュースだ。爽そう快かい感かんが、当時の人々の心情を表しているようだった。


    「やれやれ、キミには一本取られたよ、ブルクハルトくん」


    　アンドレアも同じカクテルを傾け、隣のブルクハルトに流し目を送ってきた。


    「初めてキミを見たときは、ヘレナがどんな悲惨な目に遭うかと暗あん澹たんとした気持ちにさせられたが、蓋ふたを開けてみればどうだ、見事に我々の裏をかいてくれたな」


    「特殊炉心コンサルタントの、面めん目もく躍やく如じよといったところだろう」


    　不敵に笑った。鼻が高いが、ブルクハルト自身も、二か月前には想像もできなかった結果に驚いている。傷つけずに傷つけるという矛盾は、どうにか包括できたようだ。


    　アンドレアが少々探るように、


    「……キミは、これからどうする。またマフィアの仕事に戻るのか」


    「バカ言うな。まだプロジェクトは始まったばかりだろう」


    　ブルクハルトは一枚の報告書を手に取った。


    　十億マギア。


    　今日の実験で、ヘレナが発魔した魔力量である。年間目標は一兆マギアで、たったの一時間でその千分の一を叩たたき出したのは、一見、上々の結果に思える。


    　だが、人間は慣れる。似たようなスナッフフィルムをもう一度見せても、今度は半分にも満たないかもしれない。さらにもう一度見せても、やがて何も感じなくなる。


    　年間目標の一兆マギアは、一年目だけはどの個体も楽々とクリアするのだが、継続が非常に難しいのは、散々口を酸っぱくして言ってきたことである。


    「プロジェクトのネックは、長期運用という点だ。何年、何十年とコンスタントに一兆マギアを生産し続けなければならない。たった一度の成功では意味がない」


    　それに、とブルクハルトは続ける。


    「ヘレナは特別に共感しやすいタイプの、聖人君子じみた善人だ。だから十億マギアなんて数字を叩たたき出せた。しかし、他の個体ではそうはいかないかもしれない」


    　他人の痛みになんの感慨も抱かないサイコパスが炉心として運用される場合、きっと今回のセッションは役に立たない。それでは合格も半分だ。


    「プロジェクトに真に求められているのは、誰にでも適用可能な手法なんだ」


    「それでも」


    　とアンドレアが、ふっと優しく微ほほ笑えみ、


    「新しい方向性は見み出いだされた。精神的苦痛を与える方法は、いくつもあるんだろう？」


    「パッと思いつくだけでも二十、三十はやり方がある。そして俺は、その専門家だ」


    　自負を滲にじませた力強い声に、アンドレアが小さく言った、もっと長くいてくれるんだな……。


    「ああ、まだ当分いるぞ」


    「なっ、聞こえるな！」


    　アンドレアが少女のように顔を赤くし、テーブルを叩いた。どういう怒り方だ。


    　苦笑し、示し合わせたように同時にグラスを呷あおった。


    　それから一拍おいて、


    「どうだ」


    　とアンドレアは聞いてきた。


    「拷ごう問もん官かんとしての意見を聞きたい」


    　その挑戦的な笑みに、ブルクハルトは初日の、研究所を訪れた日のことを思い出した。


    　肉体的苦痛がヘレナの発魔条件と聞かされ、だから、拷問するのは微妙にズレた質問だとブルクハルトは否定したのだ。


    　──「アンドレア、拷問はあくまでも心を折るためにやるものだ」


    　自白させたり、機密情報を吐かせたり、奴隷にしたりするために、暴力によって屈服させる。それが拷問の在り方だ。


    　やたらと残ざん虐ぎやくだったり、生理的嫌悪を催すような内容であるのも、それゆえだ。心を折る、ただそれだけが求められる。


    　だが、ゆえに、今回の『次世代型の運用』とはかけ離れている。


    　ヘレナの心をへし折ったところで意味はないのだ。求められていない。


    　──「ヘレナの発魔条件が【肉体的苦痛】だというのなら、俺がやるのはただ純粋に彼女を痛めつけることだ。それは拷問とは言わない」


    　アンドレアはわずかに息を飲んだ。


    　──「……では、なんと言う？」


    　──「虐ぎやく待たいだよ」


    　そう、今回のブルクハルトの仕事は、あの聖女のような娘を、可能な限り長く、虐ぎやく待たいし続けること。そのためなら何だってすること。


    　ゴッドファーザーが、そう望み、ブルクハルトに拒否権はない。たとえ報酬がなかろうが、出世とは関係なかろうが、ドンがやれというなら、やるしかない。


    　疑問を、抱いてはならないのだ……。


    　あのとき、ブルクハルトはそう思っていた。


    　だが、蓋ふたを開けてみればどうだ。


    　真の発魔条件は、肉体的苦痛ではなかった。精神面も含めた、【苦痛全般】ということになる。そして、肉体的な損壊よりも精神的な打撃を加えたほうが、より効果的らしいとわかってきた。


    　ブルクハルトに求められているのは、虐待ではなかった。


    　拷ごう問もん。


    　心を折ること。


    　専門分野。


    　──「あなたにピッタリのお仕事です」


    　アルブレヒトの声が蘇よみがえった。誰がこの仕事をブルクハルトに振ったのか。


    　──「あなたの父親です」


    　ゴッドファーザー。


    　すべてお見通しだったということか。


    　プロジェクトが間違った方向に進んでいるのも、それを正せるのが、騎士道精神を併せ持つ異色の拷問官であるブルクハルトだけだということも、すべて事前に見抜いていた。


    　あまりの慧けい眼がんに、背筋がぞくりと震える。


    　やはり、ドン。


    　カール・ハインリッヒ・ヴィルトハイムには、並々ならぬ才覚が備わっている。御年八十を優に超えながら、耄もう碌ろくとは無縁。明哲に秀でた仁賢の徒だ。


    　フローラ……、とブルクハルトは思いを馳せた。


    　もう三十年も前になるのか。あのときはブルクハルトも子供だった。判断ミスというほどでもない、無知と、意固地な態度によって、みすみすフローラを死なせてしまった。


    　今度は違う。ブルクハルトは大人になったし、一人ではない。ゴッドファーザーが、アンドレアが、ナターシャが……優秀な仲間たちがいる。


    　不用意に命を散らしてしまうことはない、もう二度と──。


    　そのとき、出入り口のドアが開いた。客か。すかさず従業員が言う。


    「すみません、今日は貸し切りで──」


    「承知の上です、飲みに来たんじゃありません」


    　聞き覚えのあるさらりとした声に、ブルクハルトは弾かれたように振り向いた。


    　高級なポマードで自然に固めた髪型、知的なメガネ。しかしきめ細かい白い肌と、紅い唇は男というよりも女に近い。スタイリッシュな最高級ブランドスーツを、嫌みなく平然と着こなすその立ち姿は、ファッション雑誌から飛び出してきたようだ。


    　コンシリエーレ。相談役。ゴッドファーザーの片腕の一人。


    「アルブレヒト……」


    　何事だ。


    「どうしてここに？」


    「緊急の用事があって来ました、ブルクハルトさん」


    　いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくのこの男が、挨あい拶さつも抜きに切りだした。


    「ゴッドファーザーが、あなたをお呼びです」


    　プライベートジェットで世界中を飛び回っているあの烈士が、今、祖国に舞い戻ってきているというのか。


    　ただの挨拶ではあるまい。


    　ここ最近は世界情勢が不安定で、アルブレヒトの周りも慌ただしく混迷を極めていた。


    　何かが、あったのだ。


    　ヴィルトハイムファミリーという巨大な戦艦の屋台骨を揺るがす、何かが──。


    　ブルクハルトは〝革命の象徴〟ローゼン・リブレを半分残したまま、取るものもとりあえず席を立った。

  


  
    　幕　間


    



    



    「瑞英ルーイン、支度はできた？」


    　エプロンで手を拭き拭きしながら問うてくる母親に、ルーインは顔も向けずに答える。


    「とっくにできてるって。子供扱いしないでよ」


    　事前に準備してあったリュックを引っつかんだ。


    「お母さん、準備できた？」


    「あら。オシャレもしないで行くつもり？」


    　そんなこと言って。この前は、身の毛もよだつような子供っぽいピンクのヘアゴムなどつけられそうになった。


    「あたしは美人だからいいの」


    「お母さんに似て？」


    「笑える冗談は好きだけど、笑えない冗談は嫌い」


    　すると母は困惑に顔を歪ゆがめるのだった。


    　どうしても話が合わない。


    　早くお父さん帰ってこないかな、と思う。あの当とう意い即そく妙みようの返答ができる聡明な父親が、なぜこんな頭の弱い女を伴侶に選んだのか。女はやっぱり顔なのかと、ルーインは嫉しつ妬との炎が揺らめく。どちらかというと父親似であり、仕事の忙しい父が帰ってきて母といちゃつくのが毎回、癪しやくに障さわるのだった。


    　化粧台の前に座り、今から準備を始める母。ルーインは隣に来ると、


    「あたしも化粧したい」


    「また始まった」


    　母は苦笑し、


    「ダメよ。子供は化粧なんてする必要ないから」


    「もう大人だもん」


    「まだ八歳じゃないの」


    　聞く耳を持たず、母は鏡に向き合って何かしらの化粧道具を手に取った。ルーインにはそれがどんな効果を発揮する何という名前の化粧道具なのかもわからない。


    　子供扱いされるのは、心底うんざりだった。


    「さあ、行きましょうか」


    　準備を整えて家を出る。


    「おばあちゃんの家は久しぶりねえ。元気かなあ」


    「さあね」


    　クールに答えたルーインだったが、近くを通りがかったのがクラスメイトの男子だった。


    「あ、ルーインちゃん！　こんにちはっ」


    　これから遊びにでも行くらしい、数人が連れ立って子供用の自転車に跨またがっていた。


    　途端に、ルーインは人当たりの良い笑みを浮かべ、可愛かわいらしく手まで振ってみせる。


    「こんにちは」


    　どこぞの令嬢のようだった。


    　少年たちは顔を赤くして、俺手を振ってもらっちゃったよ、いや今のは俺にだって、いやいや今のは僕に……、と盛り上がりながら自転車のペダルを勢いよく漕こぐ。しかしその背後で、ルーインは真顔になってすでに彼らの存在を忘れていたのだが。


    「……我が娘ながら、恐ろしいわね」


    　引いてしまう母親に先立って、ルーインは車に乗り込んだ。電力と魔力のハイブリッド車はエンジン音がほとんどしない。滑るようにスタートする。


    　目抜き通りを直進して信号で止まった。車載の時計を確認すると、十一時半だった。祖母の家まで公路ハイウエイを飛ばして一時間。もっと早く家を出たかったなと、お腹が減ったルーインは少し機嫌を悪くした。


    　信号はなかなか変わらない。ふと横を見る。都会の片隅だけあって大勢の人が行き交っていた。近くのビルの前に、なんとなく目に留まる男がいた。この時期に厚手のコートを着ているのは異様に映った。


    　なに、あいつ──。


    　男は選手宣誓でもするかように大きく右手を挙げ、もう片方の手を懐ふところに忍ばせた。胸を反って大きく息を吸い、叫んだ。


    「神を讃えよロウダート・ドミナス・ノストリエスト！」


    　次の瞬間、激しい光と衝撃が駆け抜けた。


    　あまりに強烈なショックに、刹せつ那な、天地の区別がつかなくなった。ルーインは目の前が真っ白になり、直後に何も見えなくなった。真っ暗だ。自分が目をつむったことすら気づくのに時間を要した。何が起きたのかまったくわからない。めちゃくちゃに吹き飛ばされたような感覚だった。遅れて、その感覚が間違っていなかったことを知った。


    　車がひっくり返っていた。


    　つんと鼻を突くのは火薬の残ざん滓しか。


    　ルーインは全身を襲う激痛と闘いながら、絡まったシートベルトを外そうとした。上下が逆転していた。頭からルーフに落ちる。美しかったルーインの顔には無数の破片が突き刺さっていた。火傷やけどらしく皮ひ膚ふが爛ただれた部位もある。


    「マーマ？　マーマ？」


    　朦もう朧ろうとする視界で、必死に母に呼びかけた。声は嗄かれている。隣の運転席にいるはずの母は、頭を強く打ったのか血を流し、気絶していた。ドアウィンドウのヒビ割れと、そこにこびりついた血けつ痕こんが生々しい。側頭部をウィンドウに叩たたきつけられたのだろう。


    「マーマ！　マーマ！」


    　精いっぱいに手を伸ばす。だが母はぐったりとして動かなかった。人々の喧けん噪そうが聞こえてくる。救急車のサイレンを待ちわびながら、ルーインは泣きじゃくって母に呼びかけ続けた。

  


  
    　第二部


    



    



    　匣はこがある。


    　真白の空間に、一つの匣が横たわっている。


    　棺ひつぎの三分の一、あるいは大きめのアタッシュケースくらいの木製の匣が、穢けがれ一つない、仄ほのかに光を反射するスノーホワイトの塗装を施されたパイン材の床板に安置されている。


    　その匣が、いきなりだった。


    　一人でに、ガタンっと跳びはねた。


    　跳びはねたといっても、浮いたのは一センチあるかないかである。しかしそれでも、完全に鎮座した状態からノーモーションで跳ねたとは。何かの間違いでないかと我が目を疑ってしまう。


    　数分おきに、匣は陸に揚げられた魚のごとく躍って見せた。


    　ブルクハルトは、安物の腕時計を確認した。午前十時五分。およそ一時間が経過している。


    「アンドレア、数値のほうは？」


    「じわじわだな。あれでも一分あたり十万マギアをキープしているから、やはりトネリコの蛇へびの末まつ裔えいは凄すさまじい発魔量を誇っている」


    　一分あたり十万。


    　一時間で六百万か。


    　普通の魔導師に比べれば、なるほど桁けた違ちがいかもしれないが……。


    「俺の予想よりも数値が低いな。まあ、今回は長期戦だと覚悟はしていたが」


    「窮屈な匣、か。わたしはけっこう怖いよ、この拷ごう問もんは」


    　アンドレアは腕を組んで、複雑な表情で匣を眺める。


    　人間に限らず、あらゆる生物は、まったく身動きができない状態に非常なストレスを感じる。普段はあまり意識されないが、じつは動物は絶えず動き回っている。寝ているあいだも頻繁に寝返りをくり返し、デスクワークで机にかじりついているときも、首を軽く回したり、足を組み替えたりしている。せざるを得ない。動かなければ死に至る。


    　静脈血けつ栓せん閉栓症。エコノミークラス症候群として、最近とみに口端に上るようになった。


    　心臓は強力だが万能ではなく、血流も鈍化して酸素が行き渡らなくなるし、ほか多くの生体化学反応は、細胞レベルで動かされて撹かく拌はんされることによって生じる。


    　最低運動量はどうしても必要で、だからヘレナもああして跳びはねている。恐らく無意識だ。肉体が悲鳴を上げていると言ってもいい。両手両足はもちろん、首も固定されている彼女は、全身の筋肉を一気に収縮させる以外に動く手立てはない。


    「体内から湧き上がってくる焦しよう燥そう感に、いつ解放されるかわからない恐怖。身み震ぶるいしか許されない状況で、何時間も監禁されるのは、想像するだに恐ろしいね」


    　開放的な海の民、パニッシャー系であるアンドレアにしてみれば、まさに鬼門の拷ごう問もんなのだろう。


    　ちなみに匣はこには防音材も仕込まれているので、外の音は何一つ聞こえない。光も一切差さず、どれだけ時間が経ったのかもわからない。尋常ではない精神的圧力を受けているだろう。いま一時間が経過したが、ヘレナはきっと二時間にも三時間にも感じられるに違いない。


    　かつてこれと同じ拷問を、ゴッテスガルドの情報機関のエージェントがスパイに対して駆使したことがある。被害者はプロのスパイで、拷問の訓練も受けていた。しかし最初の一日は耐えられたが、二日目からは「他の拷問に変えてくれ」と懇願し始め、三日目には「匣だけは勘弁してくれ」と泣いて縋すがりつき、四日目には洗いざらいすべて吐いたという。


    　窮屈とは、じつはそれだけ強烈に精神を圧迫するのだ。


    　ガタガタ、と匣の動き方が変わった。限界に来たヘレナの肉体が、どうにか血流を良くしようともがいているのだ。あああああ、ああああああ、と大声を出したりもしている。防音材のせいでくぐもっているが、悲痛な叫びであることは明白だった。


    　さらに時間が経つと、助けてっ、もうギブアップですっ、これ以上は頭がおかしくなっちゃいます、開けてください、開けてください、やめて、もう助けて──。


    　案の定、カルミネがそわそわし始める。


    「おい、動くなよ」


    「わかってる。いちいち言うな」


    　そう口では答えるが、今にもヘレナの元へ飛び出していきそうだった。こいつはどうして、こんなにもヘレナを慕っているのだろうかと、ブルクハルトはその少年を見下ろした。


    　とはいえ、カルミネが不安がってくれるおかげで、ブルクハルトは冷静さを保てていた。自分だけだったら、今のカルミネと同じような態度を取っていたかもしれない。


    　カルミネは昔のブルクハルト──まだブレオだった頃に似ているかもしれない。いやブレオだけでなく、他の大勢が、フローラを慕っていた。彼女のために何かをしてやりたくなった。そして死んでいったのだが……。


    　内線電話を受話器に戻し、アンドレアが言う。


    「一分あたり五十万に跳ね上がったそうだ。波があるがね」


    　波があるのは、ビクビクと跳ねているからだろう。そのときだけ一時的に血流が良くなって気が楽になる。が、ストレスは確実に蓄積していき、待てども待てども解放されないことで、やがて恐慌状態に陥る。


    「まだまだ上がるはずだ。が……、どこまでやるかはさじ加減が難しいな」


    　やり過ぎてヘレナの精神を崩壊させてしまっては元も子もない。ヘレナの傷ついた姿を見るたびに、ブルクハルトの胸にも迫るものが湧いてくる。


    　ブルクハルトがこの研究に参加して、早くも半年が経過していた。精神的な苦痛でも発魔が可能だとわかったことで、これまで実験されてこなかった数々の拷ごう問もんが試される運びとなった。


    　しかし、思っていた以上に精神的苦痛での発魔は難航した。


    　ノルマである年間発魔量の問題もあり、このままのペースでは達成できそうになかったため、所長からも発はつ破ぱをかけられた。


    　──何か強烈な拷問で挽回せよ。


    　当然ブルクハルトは反対した。強すぎる拷問はヘレナを壊す。無論弱すぎてもいけないのはわかっているが、さじ加減が難しいこの問題において、無鉄砲に傷つけるのは愚劣の極みだ。


    　──しかしその難題を突破するのが、キミの仕事じゃないのかね？


    　所長の指摘に、返す言葉もない。ブルクハルトは研究メンバーたちと会議を重ね、強烈かつ精神的苦痛を与える手法をいくつか挙げ、所長に提出してみた。そのなかでも比較的軽いものから始めたほうがいいと説明したが、所長がこれだと指示した案には絶句させられた。


    　無傷で行うなら最強の拷問と名高い水責めだった。


    　ブルクハルトは即座に反対したが、上層部は聞く耳を持たなかった。


    　──キミがやらないなら、他の拷問官を連れてくるまでだ。


    　そこまで言われると、ブルクハルトに拒否権はなかった。


    　ヘレナに水責め──。想像しただけで、ブルクハルトは胸が張り裂けそうになった。


    　漏ろう斗とを喉のど奥まで差し込み、無理やり水を飲ませる。被害者はたちまち嘔おう吐とし、水を吐き出そうとするが、次々と注ぎ込まれる。溺でき水すい状態に追い込むわけである。人間の最も苦しい死に方は、溺死だとされているのは有名だろう。


    　胃が水で一杯になり、食道まで水で満たされる。肺にも入り込む。嘔吐に嘔吐を重ねた被害者は、呼吸困難によって意識が朦もう朧ろうとすると同時に、頭ず蓋がい骨こつが風船のように破裂するかのような激烈な頭痛を覚え、また全身が爆発したかのような激痛に晒さらされる。しかも水が注ぎ込まれるたびに何度でも。何度でも。何度でも……。被害者が「死んだほうがマシだ」と思うまでには、じつは八リットルしかかからない。


    　小柄なヘレナは六リットルで限界と判断された。


    　わずか一時間のセッションで、結界内には虹色の魔力が目に見えて溢あふれかえり、すべての魔力を吸収するまでにしばし時間を要した。計測を終えてみると、なんと合計で百億マギアを超えていた。これを年間に百回くり返せば、目標である一兆マギアをクリアできる計算になる。しかし──。


    　終わったあとのヘレナは、見られたものではなかった。


    　溺死を疑似体験したのだから、死人のように真っ青な顔を晒していた。涙も、鼻水も、涎よだれも、ぬぐい去る気力がない。自分で立つこともできず、魂が抜けきってしまったかのごとく放心状態に陥った。


    　やはり、いきなり水責めはハードルが高すぎたのだ。


    　ヘレナの精神が快復するまで、最低でも二週間は心理療法とカルミネのアロマセラピーを施す必要性が感じられた。


    　だがそれを告げたとき、ヘレナはハッと我に返って、振り払うように首を振った。


    「わたしなら、大丈夫です……」


    「しかし、ヘレナ……」


    「平気ですっ。毎日だって構いませんからっ」


    　元気よくそう言って、ヘレナは歪ゆがんだ笑みを浮かべるのだった。


    　その引きつった笑顔が、ブルクハルトの胸に迫る。本来ヘレナの満面の笑みは、陽光を浴びて凜りんと花咲く野のアザミだった。広い空を見上げるコスモスだった。散り落ちて腐り始めた花びらに似た、死を連想させる醜さは、聖女がごときヘレナには、無縁であって欲しかった。まるで死に神に取とり憑つかれたようで、その死に神とは自分だと気づいたときにブルクハルトは、本気で思い悩んだ。人を傷つけるために生まれてきたのではない。生きていくために他人を犠牲にしなければならなかっただけだ。願わくは花踏まぬ虎のように──。


    　だが、ブルクハルトがやらないなら、他の誰かがやるだけだ。


    　それなら、責任を持って俺がやろう──。


    　ブルクハルトは、しかし、日を追うごとに躊ちゆう躇ちよを覚える自分に複雑な感情を抱いていた。


    　心のコントロールは、禅の修行によってかなり上達した自負があったのだが、数か月前のあの会合で揺さぶられ、未だ動揺を抱えている。


    　会合とは、そう。


    　ゴッドファーザーとの面会のことだ。


    



    ×　　×　　×


    



    　首都ローゼン北地区にあるその小高い丘は、三十年前に地名がヴィルトハイムへと変えられた。ゴッドファーザーことカール・ハインリッヒ・ヴィルトハイムが、その土地のすべてを買い取ったからだ。


    　最新の防犯設備が整ったヴィルトハイム邸に辿たどり着く。豪邸である。庭も広く、古城の庭園のように植物や石像が整えられている。駐車場に車を駐とめたあと、本館まで少し歩かねばならなかった。


    　緊張しながら、二階の奥まった執務室に通された。高級アンティークの調度品に囲まれて、仕立ての良い明るいスーツに身を包む、痩そう身しんの老紳士が目に飛び込んできた。


    「ドン・ヴィルトハイム……」


    　強烈な存在感を放っている。たっぷりと時間をかけて振り向いた彼は、銀髪を綺き麗れいに撫なでつけ、ピカピカに磨き上げられた高級革靴に包まれた足の先まで一分の隙もない。何よりその佇たたずまい。風ふう貌ぼう。品格。いずれも雲の上。超一流の人物だと即断するには余りある。


    　老齢ゆえに皺しわの寄った顔立ちは、熟練の刀かたな鍛か冶じが苦く心しん惨さん憺たんの歳月を経て叩たたき上げた、名刀のような切れ味を感じさせる。


    　巨おおきい。巌いわおのような人だ。


    　ブルクハルトは自然と跪ひざまずき、彼の指輪に口づけをした。忠誠の証である。


    　初めて会った日のことを、今でも鮮明に思い出せる。下働きしていた精肉店で殺されかけ、そこに魔導師が何人も投入された大抗争の余波を受けて生死の境を彷徨さまよった。ところが目を覚ましてみると、傷ついた体は急速に快復へ向かっていた。稀少な治癒系の魔導師が、その力を惜しげもなく使ってくれていたのだ。他にも大勢の市民が治療されていた。


    　手配したのは、この男。


    　ゴッドファーザー。ドン・ヴィルトハイム。


    　噂うわさには聞いていた雲の上の人物が、ベッドの脇の丸イスにどっしりと腰を下ろしてきた。その強烈な存在感に、ブレオ少年は唾つばを飲み込むことすらできなかった。


    　──「おまえ、うちに来る気はないか」


    　突然のことに、「え？」としか言えなかった。だが不思議と拒否感は湧いてこず、ドンの下につくのは当然の帰結に思えた。察したように、了承も取らずにドンは話を進めた。


    　──「名前は？」


    　──「ブレオ、って呼ばれてる……」


    　するとドンは、ふんと鼻を鳴らした。


    　──「青色ブレオか。裏社会で生きるには、鮮やかすぎるな」


    　今日からおまえは、ブルクハルトと名乗れ──。


    　──「ぶるく、はると……？」


    　目を点にし、何度も瞬まばたきをくり返すブルクハルトに、ドンは深く頷うなずいた。


    　──「そうだ、おまえは今から、茨の国ローゼンブルクの城兵ブルクハルトだ」


    「座れ」


    　ゆっくりとした語調の、しかし渋いバリトンだ。はい、とブルクハルトは畏かしこまってソファーに腰を下ろした。ドンも正面に座り、膝ひざを突き合わせる格好となる。


    　眼前に巨岩が迫っているような圧迫感を覚えた。未だに慣れない。目が合っただけで圧倒され、ブルクハルトは仰のけ反ぞりそうになるが、気力を振り絞って耐え凌しのぐ。


    　なかなか口を開かない。


    　話があると呼びつけ、こうして対面してなお、ドンはまだ言葉を選んでいる。深く思索に耽ふけっている。待たされる側としては堪たまったものではない。とにかくプレッシャーが尋常ではないのだ。焦る。気ばかりが急せく。思わず、あの、と口を突いて出そうになる。


    　だが、これは試験だとブルクハルトは考えていた。


    　沈黙に耐えきれず、自分から口を割るのは精神力の底を晒さらすようなもの。


    　マフィア特有の〝名誉ある男〟なら、いついかなるときも、どっしりと構えていなければならない。


    　辛抱強く待ち続けていると、ようやく彼は、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    「仕事のほうは、どうだ」


    　考えに考え抜いた末の言葉は、まるで成人した息子に久しぶりに会った父親のようだった。


    　ブルクハルトも、じっくり言葉を選ぶ。だが結局、飾り気のない言葉が一番だろう。


    「プロジェクトは、ようやく前進しました。すでにお耳に届いているかもしれませんが、これまで肉体的苦痛が発魔条件と思われてきた個体は、おそらくすべて、精神的苦痛でも発魔できたでしょう。図らずも、わたしの担当するトネリコの蛇へびの末まつ裔えい、ヘレナ・ヘレーゼが、その第一歩を踏み出すことになりました」


    「ふむ……」


    　ドンの表情は微動だにしない。


    　そしてまた沈黙。


    　長い沈黙だった。


    　だがドンならいつものことだ。


    「安定した魔力の供給は、できそうか」


    「まだ確かなことはなんとも」


    　できます、と口先だけの言葉は出せない。マフィアの世界では、有言実行は命に関わるほど重視される。一度口にした言葉は、絶対に実現させなければならない。ぶっ殺す、と言えば本当に殺さなければ。今度花を贈る、と言えば本当に贈らなければ。できなかったら見下され、悪くすると処分されてしまう。言葉を軽んじる男は〝名誉ある男〟ではなく、ゆえに自然とマフィアの男は無口になりがちだ。


    「社会のインフラ、か」


    「……」


    　ブルクハルトは沈黙を守った。はあ、とか、ええ、とか、中身のないマヌケな相槌は打てない。石像のように恬てん然ぜんと箝かん口こうを守り、ドンの続く言葉を、ひたすら待ちに待った。


    「インフラ、な」


    　同じセリフをくり返すのは珍しいが、微妙にニュアンスの異なる語調だった。


    　ドンはテーブルから高級ウイスキーのボトルを手に取り、グラスに注いで差し出してきた。ブルクハルトは目を見て真意を測る。揺るぎない、迫り来るような視線だ。ダイヤモンドを彷ほう彿ふつとさせる、美しいカッティングが施されたガラスのグラスを受け取ると、緊張で震える手を内心で自ら罵ば倒とうしつつ、まずは一口舐なめてみる。四十年熟成された高級モルトだったが、まるで味がわからない。


    　ドンは瓶びんを傾け、ラッパ飲みした。


    　ブルクハルトは今になって、異様な雰囲気が室内を満たしていることに気づいた。厳冬の朝か、鋭利なワイヤーを張り巡らせたように、空気がキンと張り詰めていた。周囲に控えた幹部カポの男たちも、顧問弁護士のアルブレヒトも、護衛の魔導師も、揃そろって押し黙り、険しい顔で立ち尽くしている。みな知った顔だが、和わ気き藹あい々あいとはいかなかった。


    　なぜここまで緊張している──。ブルクハルトは針のむしろに座る思いだった。せめて理由がハッキリしているならいいが、わけがわからない。


    「荒れるぞ」


    　荒れる。何がだ。視線であちこちに助けを求めたが、


    「これは極秘事項だ」


    　ここに来て初めてドンが身を乗り出してきたので、ブルクハルトも居住まいを正して傾聴した。


    「最近のゴタゴタは、何もローゼン国内に限った話ではない」


    「……では？」


    「ある大きな潮流のようなものがある。巷ちまたでは陰謀論と呼ばれるが、実際はもっと複雑な事情が絡み合う。一見無関係なことが、じつはドミノ倒しの最初の一つである場合も少なくない」


    　ブルクハルトは不吉な予感に包まれ、息を飲んだ。


    「何か──世界規模で大きな問題が？」


    「問題というより、事件だな」


    「事件？」


    「戦争が起きる」


    　一秒だけ完全にフリーズしてしまった。脳内で様々な可能性が交差する。


    「局所的な紛争や、小競り合いですか」


    「違う。まったく異なる」


    　ドン・ヴィルトハイムは、断固とした口調で続けた。


    「全世界に波及する、本格的な大戦争だ」


    



    ×　　×　　×


    



    　バカな、とあの日ブルクハルトは、思わず腰を浮かせてしまった。


    　──「そんな本格的な戦争なんて、五十年前の世界大戦以来ではないですか。それが、ふたたび起きるというのですか」


    　──「起きる」


    　揺るぎなく、ドンは言い切った。


    　──「全世界のあらゆる思惑が複雑に絡み合い、水面下で、大きなうねりが巻き起こっている。今回の戦争は絶対に避けられない。おそらく一万人は死ぬ」


    　──「そん、な……」


    　戦争。一万人の死。


    　激動の時代を、ドンはハッキリと預言してみせた。


    　──「覚悟しておけ、ブルクハルト。おまえもその戦争に巻き込まれるぞ」


    　俺も──？


    　しかしドンはそれ以上は詳しく語らなかった。ただの拷ごう問もん官かんである自分が、どういった形で戦争に巻き込まれるというのだろう。少なくともドンは、これだけは言った。


    　──「時が来たら、拷問官としての全力を注ぎ込め」


    　悶もん々もんとした数か月が過ぎたが……。


    　その間、ブルクハルトの脳裏には過去の亡霊が蘇よみがえっていた。フローラだ。耳元でささやきかけてくる。わたしのぶんまで、よく生きて──。


    　そうしたい気持ちはある。だがどうすればいい。戦争を未然に防ぐなどブルクハルトにできるはずもない。一方でヘレナに精神的苦痛を与えている。ジレンマというより、明らかに矛盾しているのではないかと思えてくる。


    　フローラが、背中に抱きついているような重みを感じた。もちろん幻覚だ。いるはずがない。しかし──。


    　いつだってそこにいて、ブルクハルトを監視し、ささやきかけてくるような……。


    



    　ニュース速報とは、時として衝撃的な事実を伝えてくる。


    　穏やかな気候に恵まれたその日、ブルクハルトは自室で愛銃の手入れをしていた。プロジェクトに参加して以来、銃を使う機会は滅多になくなったが、腕が鈍らない程度には実弾射撃訓練を行っていたため、多少の損耗は蓄積していたのだ。フローラの亡霊を一時振り払うためにも、射撃訓練の激烈さは大いに役立った。


    　いきなり、電話が騒々しく鳴りだした。指に付着したガンオイルをウエスで拭き取って、ブルクハルトは受話器を耳に当てた。


    「もしもし？」


    「ブルクハルトくんっ、ニュースを見たか？　とんでもないことが起きたぞっ」


    　耳がキーンとなった。


    「……アンドレアか？　何をそんなに興奮してる」


    「いいから、テレビをつけろっ。大変な事件が起こった！」


    　自室にはそんな高価なものはなかったので、ブルクハルトは気分転換も兼ねた軽い調子でロビーへと出かけた。しかし社員寮の廊下を歩く途中でも、多くの研究者や整備士が動揺した様子で行き交っていた。会話から漏れ聞こえてくる単語は、テロ、チャサウェイ、戦争──。その三つが主だった。


    　なんだ、いったい何が起きた──。


    　この段になってようやくブルクハルトも、事の重大さに気づき始めた。


    　ロビーに出て、さらに不吉な予感は膨ふくれ上がる。事務員も研究者もなく、カラーテレビの前に鈴すず生なりの人だかりができていたのだ。しかもそれだけの人数がいて、一人も言葉を喋しやべっていない。一様に青ざめて絶句し、まん丸に見開いた目が画面に釘付けになっていた。


    　ヘレナとカルミネの姿も発見し、声をかける。弾かれたように二人は身み震ぶるいし、ブルクハルトと目を合わせた。


    「先生……」


    「ヘレナ、カルミネ、何が起きたんだ」


    「あれを……」


    　ヘレナの指さす先。


    　テレビ画面では、映画さながらに崩壊した街並みが広がっていた。


    　カメラマンも激しく動揺しており、映像はブレていた。頭から血を流したチャサウェイ人が、必死に助けを求め、ぬいぐるみを手にした幼女が、天に向かって慟どう哭こくしていた。救急隊員が忙しく走り回り、突如、大きな音を立てて建物が倒壊。慌てて逃げ出した何人もが下敷きになって……。


    　ウォンバイ、と呼ばれるチャサウェイの中核都市の一つだった。無論、治安は行き届いており、表立った犯罪など滅多に起こることはない。平和。泰平の世。銃も規制され、優秀な警察がパトロールに回り、何か起きてもすぐに解決される最先端の街だった。


    　それが──。


    　もはや過去形と言わざるを得なかった。


    



    　チャサウェイ皇国はこの事件を受けて、一週間後。


    　技術大国リーベルウィッセン連合国に対し。


    　宣戦布告した。


    



    ×　　×　　×


    



    　フッ化水素。


    　そう呼ばれる腐食性の毒物がある。フッ化物ゆえに凶悪な毒性を持ち、九パーセントの溶液を一口飲むだけで死に至るとされている。


    　これの恐ろしいところは透過性であり、一滴垂らすだけでゴム手袋などは余裕で透過して骨まで侵す。そしてカルシウムイオンと結合してフッ化カルシウムとなり、ちょっとした衝撃で砕け散り、微細な針となって激痛をもたらす。


    　これを歯に塗布すると、人間が知覚しうる最大級の激痛が与えられるとされる。歯科の医療ミスで実際に塗布されてしまった、わずか三歳の憐あわれな女児は、大人が複数人がかりでも押さえ込めないほどの爆発的な力で暴れ回り、口から白煙を上げ、やがて死んだ。


    「そういうわけで、じゃあな、ヘレナ」


    「せ、先生……？」


    「お国のために、しっかり苦しめ」


    　拘こう束そく具ぐに繋つながれるヘレナ、その歯に、フッ化水素を塗りたくると、彼女は激しく暴れ出した、という夢を見た。


    　寝起きは最悪だった。


    　全身が汗でびっしょりだ。かつて暗殺者に寝込みを襲われたときのほうが、まだ清すが々すがしい起床ができた。


    　大きく息をついて、肩を落とした。ベッドから起き上がり、共同のシャワー室に駆け込んで熱湯と冷水を交互に浴びて頭を冴え渡らせる。


    　ブラシに歯磨き粉をのせて、歯を磨いた。言うまでもなく、使用した歯磨き粉にフッ化水素は含まれていなかった。


    



    　少し散歩しただけでも、十人もの警備員を見かけた。以前までは一人も見当たらなかった。明らかに格闘技経験者を思わせる佇たたずまいをしており、何人かは軍人かもしれない。


    　施設内へ戻るときも、電子ロックを解除せねばならなかった。最新技術である。これは一か月前だったか、窓ガラスはすべて防弾仕様に変えられた。内部にもシャッターや防火扉が増設されている。


    　国はテロを警戒していた。重要施設はすべからくセキュリティが見直され、要人の護衛も増えた。


    　いつもの研究室へ顔を出すと、重苦しい空気が出迎えた。沼で溺れるように息苦しい。それでいて、研究員たちは浮き足立っている。


    「テレビ、つけていいですか」


    　色白メガネのもやしっ子、明らかに勉強ばかりしてきた風ふう貌ぼうの若手研究者、プルタがそう言った。ニュースが見たいのだろう。ブルクハルトも見たかった。


    　アンドレアは頭を抱え、溜ため息いきをついた。主任としては研究に集中させたいのだろうが、気になるものは気になる。


    「わかった、つけろ」


    　いっそ思う存分見せてやったほうがスッキリする、と判断したのか、アンドレアは許可を出した。


    　プルタが電源を入れる。ブラウン管テレビが起動した。カラー映像である。ハイゼー、イザベラ、クリス、ブルクハルト、アンドレア、ナターシャ、この場にいる全員が注視した。


    　音声はなかった。だがヘリがミサイルを撃ち出し、橋を攻撃した。魔力弾だったのだろう、蛇へびがのたうつようにして爆流が橋の上で暴れた。激しい光に目を細める。橋はあっという間に崩落させられた。


    　望遠の光景であるため、見にくかったが、見間違うことはなかった。画面の片隅にはライブ中継を意味する文字が躍っている。


    　何も言えなかった。固かた唾ずを飲んでその光景を見守った。


    　崩落する橋から兵士たちが飛び降り、川に落ちる。次々と落ちて水しぶきが何度も上がった。


    　泳いで岸に向かう彼らに、上空からヘリが機関銃を掃射する。次々と斜めに突き刺さるそれはまるで流星群だったが、美しくはない。いや、ある意味では芸術的だった。そう思えるほどに凄せい惨さんな光景だった。対岸のほうからも銃火が吼ほえ、十字砲火で確実に仕留めていく。


    　どこからかロケット弾が飛んできて、ヘリが爆発、炎上した。黒煙を上げ、きりもみ回転しながら川へ落ちる。


    　誰ともなく、息を飲んだ。


    「これ、映画じゃないんですよね……」


    　青白い顔をしたプルタが、ぼそりと呟つぶやいた。クリスが口元を押さえて泣き出す。


    「どうしてこんなことに……」


    　ブルクハルトも、にわかには信じがたかった。


    　いまテレビで放映されているのは、まだ優しいほうだ。場所によっては絨じゆう毯たん爆撃が行われ、草一本生はえていない、焼け野原になっているという。


    



    ×　　×　　×


    



    　──「濡ぬれ衣ぎぬだが、そっちがその気なら政府には国民を守る義務がある」


    　チャサウェイとリーベルウィッセンの戦争は、何かの冗談だと思っていたあいだに本当に始まった。おそらく世界中が置いてけぼりを食らった。それほどのスピード開戦だった。


    　原因は明白すぎるほど明白だった。


    　チャサウェイ皇国の中核都市の一つウォンバイが、誰もが笑顔になる夕飯どき、テロリズムの被害を受けた。しかも、一か所だけではなかった。


    　四か所で同時にだ。のちに数えられた結果、死者は二千人超、負傷者が七千人超とされる、人類史上最大の被害を出したテロ行為だった。


    「アルブレヒト、おまえやゴッドファーザーは、こうなることを事前に察知していたんだな」


    「いきなり電話してきたと思ったら、やはりその話ですか」


    　うんざりしたような語調だった。


    「まるで、わたしたちがテロを引き起こした張本人のような、物言いじゃあありませんか」


    「何か知っていたんだろう？」


    「怪しいとは思っていましたがね、まさかここまで大胆な行動に出られるとは。さすがに予想外でした」


    「情報が欲しい。なんでもいいから教えてくれ」


    「うーん」


    　受話器の向こう側で、彼はしばし唸うなった。


    「ゴッドファーザーに話をしておきます。あなたは知っておいたほうがいいかもしれない」


    　あなたは──？


    　何か特殊な事情に、俺が絡んでいるのだろうかと思ったときには、通話は切れていた。


    



    　折り返し連絡が来たのは、それから三日後のことだった。再び黒塗りの高級車に乗ってファミリーのアジトである丘に出向いた。


    「ドンが話してくれるのか」


    「まさか。急な事態なので、忙しく世界中を飛び回っていますよ。ほんとは僕も忙しいんですけどね」


    　だが時間を割いてくれた。ドンの右腕が、わざわざ。ブルクハルトに情報を伝えることが、それほど重要な意味を持つということだろう。これはいよいよ、プロジェクトが絡んでいるかもしれないなとブルクハルトも居住まいを正した。しかし、次世代型発魔炉がどう関わってくるのか、まだ想像もできなかった。


    　アルブレヒトの邸宅にお邪魔する。若い妻と、小さい子供たちが迎えてくれたが、仕事の話なのですぐ執務室へ引っ込んだ。清せい楚そで綺き麗れいな奥方が、茶菓子と紅茶を運んできてから、この館の主は話を切りだした。


    「公になっていない情報も含めて、まずはテロについて話しましょう」


    　いくつか書類を渡してくる。ブルクハルトが受け取って目を走らせる一方で、アルブレヒトは言葉を続けていた。


    「調査の結果、使用された爆弾は、技術大国リーベルウィッセンが国営の兵器製造会社のマークをつけた、最新鋭の魔力爆弾であったことが判明しました」


    「ニュースでも大騒ぎになっていたな」


    　国家ぐるみのテロ。陰謀の香りが漂っているのだ。


    「無論のことリーベルウィッセン政府は、テロリストとの関係を否定しましたけどね」


    「リーベルウィッセンは兵器開発でも世界有数の実績を誇っている。大規模に実験してみたい気持ちもあったんじゃないか」


    「都市伝説ですね」


    　アルブレヒトは鼻で笑い、


    「犯人の身元は、すぐに明らかになりました。これもニュースになっていますが、魔力は消費された際、わずかに個人に特有の波動を残します。その魔力残ざん滓しを最新科学が分析したんです。そしてリーベルウィッセン国営の兵器製造会社に捜査のメスが入り、照合されました」


    「すると案の定、過激派の仕業だったわけだ」


    「少なくとも四人はいたということです。いずれも生きつ粋すいのウィッセン人であり、職場は違えど勤務態度はマジメだったそうで。ただし四人とも、物心ついたころから同じ教会に通っていたセントアニマ教の原理主義者で、家族ぐるみで親密な関係にあり、犯行声明と遺書のようなものを残して家族ごと失踪していたと言います」


    　黒こく檀たんのローテーブルに広げられた書類の一つを、すっと差し出された。犯行声明の写しには、次のように書かれてあった。


    『愚かなるチャサウェイ公家と不ふ遜そんなる邪教の民よ、敬けい虔けんなるセントアニマ教徒は忘れはしない、起源前から続く貴様らの非道なる行いの数々を。


    　起源前三二一七年から三二〇一年にわたるパールハージの侵略。


    　同じく起源前二九七四年から二九一〇年まで続いた東カラッソスの奴隷支配。


    　（中略）


    　そして現代に至るまで、無む辜このセントアニマ教徒が貴様らの奸かん佞ねい邪じや知ち、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの餌え食じきとなり続けている。


    　四千年の長きにわたり積み上げられてきた貴様らの罪科に、神はついに言葉もなく、我ら代行者は聖なる裁きを下す』


    　一部はニュースでも流されていたが、全文を読んだのはこれが初めてだった。ブルクハルトは、溜ため息いきしか出ない。


    　アルブレヒトは軽く肩を竦すくめ、


    「聖典の内容は一字一句すべて実在した、とする原理主義には、慎ましい穏健派もいて、清貧と平和を重んじ、来る日も来る日も、聖典の写本と、自給自足のための農業に身をやつしています。非常に立派で、お手本のような信者たちです」


    「だが一般的には、やはり過激派のほうが目立つな」


    「ええ、テロと言えば彼らであり、ここ数十年で起きたすべてのテロ行為の、およそ八割に彼らが関わっているとされています。死傷者の総計は、十万に届こうかとしているそうです」


    　ブルクハルトはしばし書類の文字を目で追い、


    「過激派にも、いくつものテロ組織があるだろう。どこが黒幕だ」


    「まだわかりません。いくつかの国際テロ組織が一斉に『我々の犯行だ』と声明を上げたんですが、証拠が足りず判然としません。少なくともコーディネーターはいたはずです」


    「コーディネーター？」


    「チャサウェイの調査組織によると、犯行手口は素人とも言えず、プロとも言えないと」


    「要するに？」


    「綿密な計画とシミュレーションはあったが実行するのは今回が初めて、という感触だったというので、実行犯を先導し、計画を与え、操った黒幕──調整者コーデイネーターがいたということです。ただ、数か月経った今でも、そういう人物が捕まったという話は聞きません」


    「事件の黒幕は、うまく逃げ隠れているのか……」


    　歯がゆい話である。


    「総本山セントアニマ法国は、何かアクションを取ったのか」


    「何も。ニュースのとおり、不用意な発言は控え、哀あい悼とうの意を示しただけです」


    　無難な対応だが、妥当とも言える。ただしそれでも、


    「全世界から非難の声が上がったがな。テロリストたち四人が昔通っていた教会は、穏健派だったにもかかわらず、焼き討ちに遭ったって話じゃねえか」


    「チャサウェイの国民感情は、爆発的に燃え上がっています。レ教の団結が作用して周辺各国まで次々とチャサウェイの肩を持ち、合計十億人を超えるレ教徒がセントアニマ教へ嫌悪を示したんです。これはかつてない、壮絶な事態です」


    「そしてその矛先を、リーベルウィッセンに向けているわけだ」


    「あろうことか、挑戦を受けて立ちましたからね」


    「それもまた驚きよう愕がくだったな」


    「リーベルウィッセン政府は、国内の兵器管理体制の大幅な見直しや、テロリストたちを取り締まる行動を見せる一方で──」


    「濡ぬれ衣ぎぬだが、そっちがその気なら政府には国民を守る義務がある、ってな」


    　ニュースでも非ひ難なん囂ごう々ごうだったが、バスティーユ大統領は泰たい然ぜんとして態度を変更しなかった。


    　こうして宣戦布告という名の最後通つう牒ちようは役割を終え、チャサウェイは、持て余し気味だった軍事力を十二分に発揮し始めたのだ。


    



    ×　　×　　×


    



    　ブルクハルトはふと、一年前のことを思い出した。ちょうどアルブレヒトが現れ、次世代型のプロジェクトの話を持ちかけてきた日のことだ。


    　あの日は特別だったからよく覚えている。午前中、ブルクハルトは『チャン・リー』と名乗る、とあるチャサウェイ人の私刑を請け負っていた。


    　子を殺された親の叫び。


    　今度のチャサウェイ人の復ふく讐しゆうは、規模が違う。


    　などと思っていたら、あのチャサウェイ人を見かけることがあった。ただし直接会ったわけではない。テレビでだ。ゴッテスガルドからの生中継で、集団で何かを訴えているなかに、ふと彼がいるのを見つけた。一年の月日が経っていたし、彼は典型的なチャサウェイ系の顔立ちをしていたので、じつは他人の空似かもしれなかったが。


    『ホンタァン！　リーツェンチュン！　ホンタァン！　リーツェンチュン！』


    　テレビの解説によると『戦争反対！』とくり返し訴えているらしかった。


    　ちなみにその集団はチャサウェイ系だけでなく、様々な人種が混在していた。共通語でも『ノー・ウォー！　アゲインスト・ウォー！』とくり返し、両国の側に立って相互に反戦を訴えているようだ。


    　研究所のエントランスに、その大きなテレビがあった。カラーテレビだ。


    「ヘレナ、またここにいたのか」


    「あ……先生」


    　振り向いたヘレナは、驚くほど無表情の、仮面のような顔をしていた。隣にいるカルミネも、心配で眉がハの字になっている。


    　戦争が始まった当初、ヘレナは気が気ではない様子だった。青ざめ、泣き、こんなことが起こっていいのかと訴えていた。


    　だが、やがて大人しくなった。個人が喚わめいたところで何も変えられないのだ。しかも他国同士の戦争である。口を挟むのはお門違いだ。


    　そしてヘレナは現実を受け止め、いや、現実を直視するだけに留まった。受け入れもせず、ただ、眺めるに任せた。


    　ここ数か月、発魔量はかなり不安定だった。それはそのまま、ヘレナの精神状態をも表しているだろう。炉心としては使い物にならない。


    　先日、北の大国ジ・ノープラで、八人目の【発魔条件：苦痛】のトネリコの蛇へびの末まつ裔えいが見つかり、ジ・ノープラ政府は被験者とその家族の承諾を受けたことで次世代型発魔炉の研究に着手した。【発魔条件：苦痛】としては、ヘレナについで五基目となる。そこでまず、世界最先端をいくこの研究所に視察に来た。


    　しかし、胸を張って迎えることができなかった。施設を紹介して回ったアンドレアも、発魔方法を説明したブルクハルトも、言葉にキレがなかった。


    　八人目は、ほんの十歳の子供だった。天使のように可愛かわいらしい少年だ。ヘレナと同じく小顔で、鼻も口も小さく、目だけが大きい。北方チルトリア系とジラル民族の混血だ。


    　──「ヘレナお姉ちゃん、苦しくないの？」


    　少年は不安そうだった。ヘレナは微ほほ笑えんで首を振った。


    　──「苦しいときもあるけれど、それ以上に、たくさんの人が笑顔になってくれるのよ。素敵な仕事だと思わない？」


    　──「……うんっ」


    　少年は無邪気に笑った。


    　ヘレナと少年はすぐに仲良くなり、まるで年の離れた姉弟のようになった。


    　戦争は続いていた。


    「……隣、いいか」


    「はい」


    　返事はしっかりしているのに、どこか虚うつろだった。


    　テレビでは、戦況の解説がなされていた。


    『戦争が長引いている理由は、ひとえに、軍事力が拮きつ抗こうしているからでしょう』


    　画面いっぱいに世界地図が映され、簡略的に両国の関係が示されていた。


    「チャサウェイって、こんなに凄すごい国だったんですね……」


    　ヘレナがぼそりと言った。ブルクハルトは頷うなずく。


    「遠い国だし、ゴッテスガルドが一番だと思い込んできた俺らカウレ大陸派からしたら、見くびっても仕方ないさ」


    　テレビで解説されているとおり、現実はかなり厳しい。


    「俺も最近まで詳しくは知らなかったんだが……チャサウェイ皇国は、これまで過小評価されてきた。国家の自力として最も重要な指標の一つである人口は、なんと八億もいる。これだけでも世界一だが、領土も広く、資源も豊富で、驚くことに自給自足も可能だろう。同じく大国と称されるゴッテスガルドやジ・ノープラだが、自国だけでは敵わない。チャサウェイには、そのうえ属国がいくつもある。軍隊も大規模であり、世界一の戦力を持ってる。ハッキリ言って、世界一の大国といっても過言じゃねえさ」


    　ところが、である。


    「でも、リーベルウィッセンも、こんなに……？」


    「そう、あの小国は、もはや大国と言っていいだろうな」


    　リーベルウィッセン連合国は、チャサウェイの十分の一以下、ほんの七千万の人口ながら、技術力で拮抗していた。各種艦艇、戦闘機、軍用ヘリ、軍用車両、戦車、銃火器、潜水艦、ミサイル他爆撃兵器、要塞構成、無線通信、レーダー、暗号、科学兵器、魔導兵器……


    「あらゆる分野で世界最先端。技術大国の面めん目もく躍やく如じよといったところだ」


    　かつて海洋大国メーレスザイレに辛しん酸さんを嘗なめさせられ続けた何千年の歴史に抗するように、立派に軍事大国として成立していた。


    『認めねばなりません、わたしの初期予想は外れました』


    　リーベルウィッセンは強い──、テレビの識者は力を込めてそう言った。


    「わたしも、リーベルウィッセンを見くびっていました。だって、学校で習うウィッセン人の歴史って、いつも負けてばかりじゃないですか」


    　ブルクハルトは学校などほとんど通っていないが、常識的な歴史は知っている。


    　リーベルウィッセンは、戦地となることが多かった。カウレ大陸の西端。この土地のせいだった。北のスカノディア海からはジ・ノープラ系の海賊がやってきて、西からはメーレスザイレ系の海賊がやってくる。南からはチャサウェイ系の海賊だ。唯一陸続きである東からは、盾にされる。カウレ大陸の城門であった。


    　そんな過酷な土地で、ウィッセン人は生きてきた。


    「彼らは逞たくましかった。五十年前の世界大戦では最悪の戦地となりながらも、生き延びた。そしてウィッセン人たちの小国は合併し、連合国として団結、平和な世のなかで力を蓄え、技術力を世界一にまで押し上げた……。凄すさまじい民族だ」


    　ブルクハルトをして畏い怖ふの念を禁じ得ない。


    　戦争開始直後のフェイ海戦では、満を持して登場したチャサウェイの大艦隊を「時代遅れ」と言わんばかりに圧倒してみせた。


    　感応型魔導障壁が敵ミサイルを感知して空中で爆破させ、一方で、リーベルウィッセンのミサイルはチャサウェイのバリアをすり抜けた。


    　妨害電波が発せられ、チャサウェイの艦隊は手旗信号やライトでの原始的な連絡手段でしか団結できず、対してリーベルウィッセンは異なる周波数帯でバリバリ無線通信を使い、四分の一しかない戦力を集中させてチャサウェイの艦を各個撃沈する。


    　戦闘機一つとっても、差が明白だった。チャサウェイがいわゆる第三世代なのに対し、リーベルウィッセンは、世界でもいち早く第四世代を実戦配備していた。


    　第四世代の戦闘機──。


    　それは死に神の異名を取る。


    　アフターバーナー付きのターボファンエンジンを搭載しており、推進力が大幅に上がっている。そのほか主翼が改良され、運動性能・航続性能が飛躍的に上昇している。一部にはデジタル化も導入され、操縦性能まで高まっている。破壊力を維持したままミサイルを小型化し、戦闘機に搭載。大口径機関銃の構造まで、他国とは段違いの、高い命中性と速射性が追求された設計がされてある。


    　度肝を抜かれるほどの『次世代型』のオンパレードだ。


    『番くるわせです』


    　数のチャサウェイ、対、精鋭のリーベルウィッセン。


    『両国はフェイ海を中心に、一進一退をくり返しています』


    　五か月が経過し、未だ兵器と人材が消費されるばかりで、決着は見えない。戦力の拮きつ抗こうもさることながら、どちらも勝負には出ず、見方によっては、あえて、長続きさせようとしているのではないか、といらぬ勘ぐりもさせられてしまう。


    『この戦争は、セントアニマ教対レ教が背景にあるわけですが、当のセントアニマ教はどう考えているのでしょうか』


    　番組の司会者が、話を振った。識者は頷うなずく。


    『教皇シンステレサ三世は、宗教戦争だとは認めていません。枢すう機き卿きようたちのコメントも、宗教戦争には否定的でした』


    　どちらにせよ認めるわけにもいかないだろう。テロリストたちが本当にセントアニマ教徒だったとしても、まったく別の存在が原理主義を自称しただけであっても。国際的に平和だった世の中で、他教を邪教として攻撃を仕掛けるのは、外聞が悪すぎる。


    『しかしなかには、興奮している人々もいます。カウレ大陸内でもチャサウェイ系に対して差別や中傷、迫害が行われています』


    　レ教徒は本来、被害者の立場だったが、いったん戦争を始めてしまえば加害者にもなる。


    『チャサウェイのほうでも、セントアニマ系が傷つけられているのは想像に難くありません』


    　ますます過激になるかもしれない、という雰囲気をスタジオは出している。無宗教なのに巻き込まれてしまった人は、本当に悲惨だろう。


    　ヘレナは、身じろぎ一つせず、じっとテレビを見ている。何を考えているのだろうか。人々のためになりたいと願っていたこの娘は、いま、何をしたいと思っているのか。


    『聖法騎士団は動くと思いますか』


    『あり得ません。あれは法国の守護者であり、他国の戦争には関与しません』


    　聖法騎士団とは、世界最強の軍隊だとされる組織だ。頭数こそ千人ほどしかいないが、少数精鋭の魔導師部隊であり、戦闘訓練を受けたトネリコの蛇へびの末まつ裔えいがゴロゴロいる。


    　だがテレビで識者が言っているように、あくまでも法国を守るための誇り高き騎士であり、専守防衛、自ら戦いに赴くことはない。


    『戦況が傾くとしたら、どんなときでしょうか』


    『そうですね……。やはり、いま様子見している他の大国が、どう動くかでしょう』


    　リーベルウィッセンは、カウレ大陸の要所である。もし落とされて植民地化されるとなると、チャサウェイは世界全方位に向けての拠点を得ることになる。おまけに戦利品として最先端技術や工業施設を奪い取れる。逃げ遅れた科学者や発明家も、取り込めるかもしれない。


    　そうなると、世界の軍事バランスが崩れる。


    　リーベルウィッセンは国際関係の急所であり、ここが倒れるとドミノ倒しのように波紋が広がっていく。


    『超大国ゴッテスガルドは、許しはしないでしょう。が……』


    　北の大国ジ・ノープラ連邦が、虎こ視し眈たん々たんと漁夫の利を狙ねらっている。迂う闊かつには動けない。もしジ・ノープラが北から攻めてきたら、ブルクハルトたちが住むローゼンブルクも戦場になる。


    『メーレスザイレがどう動くかも、気になるところです』


    　海洋大国メーレスザイレは、かつて何千年にわたり『鮫さめ』と恐れられた、世界五つの海を荒らし回った大海賊国家である。とくに現リーベルウィッセンをカモにしてきた。過ぎし世界大戦では、大国ゆえの慢心で、近代化の波に乗り遅れて敗北を喫きつしたが、それも五十年前の話だ、着々と発展を遂げてきている。


    　メーレスザイレは南北に長い群島の国である。排他的経済水域は桁けた違ちがいで世界一位であり、ジ・ノープラ、カウレ大陸、チャサウェイ、すべてに直接攻め入ることができる。しかも領内の北・中央・南に深い海溝があり、潜水艦を忍ばせることにも長たけている。


    　これがどこと同盟を結ぶかで戦況は大きく変わり、もはやリーベルウィッセンとチャサウェイだけの話ではなくなる。


    『そこでもしも、メーレスザイレが、チャサウェイ、ジ・ノープラ両国と同盟を結び、カウレ大陸包囲網を作ったとすると、とんでもないことになります』


    　識者は、簡略図の矢印を動かした。北・西・南を相互矢印で結びつけ、三方向から中央のカウレ大陸へ攻め込む図を作った。包囲網である。


    　非現実的な話ではなかった。


    　メーレスザイレの近年の発展は、どちらかというとチャサウェイとの交易によるものであり、半同盟、チャサウェイの肩を持つ可能性は十分に考えられた。それはゴッテスガルドに牙を剥むくことになりかねないが、古豪、荒くれのパニッシャーの血はゴマを擂することを嫌うかもしれない。そして、ジ・ノープラがそれに乗っかってくる可能性もゼロではない。


    『いま、世界はピンと張り詰めています』


    　緊張。


    　五十年来の災さい厄やくが、いや、さらに熾し烈れつを極める戦争が。


    　第二次世界大戦が、地獄の釜の蓋ふたを開けて待っている。


    



    ×　　×　　×


    



    「先生の故郷に行ってみたい」


    　ヘレナがそう言ったとき、あまりにも真剣な顔だったので拒否できなかった。気圧されるようにして、質問だけした。


    「……なぜ、あんなところに行きたがる。スラムだぞ？　この国の最大の汚点と呼ばれて……」


    「だからこそ、行かなきゃならないんです」


    「……今？」


    「今です」


    　ヘレナは口元を引き結び、どうしても行く気であるようだ。ブルクハルトはカルミネに視線で問い質ただしたが、首を振られる。すでに散々引き止めたのだろうが、ヘレナは聞く耳を持たなかったようだ。彼女がここまで頑固になるのは珍しい。


    　いや、そうでもないか。ヘレナは、あるいはフローラもそうだった。アイデンティティを構成する一つの重要な信念があり、それが指し示す行動は断固としてやり切ろうとする。特にヘレナは、その傾向がフローラよりも異常に強い。


    　仕方なく、ブルクハルトは車を出した。ヘレナとカルミネを後部座席に乗せ、田舎道を走らせる。ルート66からキッシンゲン・ハイウェイに乗り上げた。


    　車窓を田舎風景が流れていく。


    　ブルクハルトの故郷は、首都から東へ六十ケイラほど向かった先にある都市ハノームントにある。ハノームントは大戦後の都市開発に失敗していた。田舎から職を求めてきた貧乏人があぶれて屯たむろし、ホームレスたちはどんどん増え、やがて一区画丸ごと浮浪者で満たされた。都市の内部に、ホームレスたちの集落ができたわけである。それがさらに拡大の一途を辿たどり、今では人口一万人ほどがいるとされる。


    　ローゼンブルクの最大の負の遺産であり、スラム、あるいは病床と呼ばれている。


    「わたし、スラムって行ったことなくて……どういうところですか」


    「行けばわかる」


    「そう言わずに」


    「まあ、一言で言えば、ゴミの掃はき溜だめだよ」


    　それは比喩ではない。近づくと異臭が漂う。ヘレナに窓を閉めるよう指示した。


    「見えてきたな」


    　都市の一部が広大なゴミ捨て場となっており、マジメな弱者がリサイクル業を営んでいる。スラムの外縁で、わりかし平和な区画である。しかしその他の、住民の大半は、暴力と麻薬の蔓延はびこる都市内部で生活している。


    　安全な区画に車を駐とめ、徒歩でスラム街へ向かった。


    　ブルクハルトは本業で年に数回はスラムに帰ってくるため、とくに懐かしくは感じない。相変わらずのゴミの掃き溜めだ。しかし、ヘレナの目には新鮮に映っているだろう。


    「無職の人間が少ないのは、意外に思うだろ」


    　通りのあちこちで、靴磨きや、露店、廃品回収、清掃業など、大人から子供まで働いている。とはいえ最下層の貧困民であることに変わりはなく、掘っ立て小屋に住み、あるいは路上生活し、不衛生極まりない。やがて病気になって死ぬか、思い切って犯罪に走って殺されるか、マフィアに使い捨てにされるか、である。


    　抜け出せる人間はごくわずかだ。


    　ブルクハルトが幼少期にお世話になった教会は、何年も前に抗争の余波を受けて崩壊している。神父やシスターは最後まで子供たちを守り抜いたそうだ。ブルクハルトも一度だけ花を添えた。その花は数十分もしないうちにホームレスに食われた。そいつを撃ち殺した。


    「……」


    　カルミネが気き遣づかわしげに、ヘレナを窺うかがっている。


    　ヘレナは、青ざめた顔で絶句していた。路地には、ほんの二、三歳の子供が転がっている。生死は定かではない。他の住民は見向きもしない。ここはそういう街だ。たまに死体回収業者が拾っていき、最低限の衛生状態が保たれる。


    「国は、ここを、どうして……」


    　ヘレナの言葉は途切れ途切れだった。ブルクハルトは言葉を引き継ぐ。


    「どうして復興しないのか、か？」


    「そ、そうです。だって、こんなの……」


    「理由はいくつかある」


    　もちろんローゼンブルク政府も、復興を試みたことはある。スラムなんてのは国を運営するうえで邪魔でしかないのだから。


    　だが、成功しなかった。公共住宅団地を建てても、それがまるごとスラム化する。仕事を割り振っても、長続きしない。


    「スラムの人間は、犯罪を犯罪とは思わない。他人に合わせても自分が損をするばかりだから、自分基準で生きていけと、幼いころから教育を受けている」


    　治安が悪いことが、負のスパイラルを生み出しているのだ。銃器で武装したチンピラも多いため、警察も迂う闊かつには介入できない。


    「盗みだとか人殺しなんてのは、ちょっとした力仕事に過ぎないんだ。シンプルで誰にでもできるから、誰だってそうする。マジメに働くなんてのはバカがすることだ、ここの住民は、だいたいそう思っている」


    　例外もいるけどな、と内心で付け足した。


    　スラムを復興しないもう一つの理由として、犯罪をやりやすいためマフィアが守護しており、国がメスを入れにくい点もある。ローゼンブルク政府はヴィルトハイムファミリーをはじめとしたマフィアと懇意の仲だ。当たり前のごとく賄わい賂ろを受け取っている。もちろん改革しようとする若手政治家も多いが、既き得とく権けん益えきにしがみついた老人たちが手強いのは、全世界共通だろう。


    「俺個人としては、こんな街は物理的に破壊したほうがいいと思っている」


    「物理的にって……」


    「パトロール中にカツアゲまがいのことをする警察なんかに頼らず、軍隊による爆撃が有効だ」


    「それはっ」


    「個人的な理由でもそう思うが、一国民としても、伝染病の苗床になるスラムは脅威だ。やはりぶっ壊したほうがいい」


    「言い過ぎです……」


    「無論、焼却処分なんてできない。マフィアの守護は置いておくとしても、この街はこの街で、一種のコミューンが形成されており、最底辺ながら社会として成立している。魔力ミサイルをぶち込むには、大義名分が足りない」


    　ブルクハルトは客観的な意見に聞こえるよう、硬い口調でそう言った。


    　幼少期の仲間たちを、フローラを、自分自身を不幸のどん底に突き落としたこの環境など、今すぐ焼き尽くしてやりたい──、などとは表に出せない。〝名誉ある男〟は、そう簡単に本心を悟られてはならない。


    　いつもは口汚く反発してくるカルミネは、今日は借りてきた猫のように大人しい。だがヘレナに対する気き遣づかいの素振りはある。きっと、自分でもどういう言葉をかければいいかわからないのだ。表面上の慰めなど、ここ数か月の戦争で使い尽くしている。ヘレナをうんざりさせ、苛いら立だたせただろう。想像しがたいが、怒鳴られたりもしたかもしれない。カルミネもまた、追い詰められているのだ。


    　弱々しげに、ヘレナは食い下がる。


    「でも、どうにか、良くする方法は……」


    「ない、とは言い切れないが、今のところ、国も貧乏だし、スラムなんかには構っていられないだろ」


    「でも……」


    「ヘレナ、世の中にはどうにもならないこともある。それに、他人に手を差し伸べることが、決していい結果になるとは限らない。スラムで金をばらまいても、マフィアが略奪して、さらに犯罪が蔓延はびこるかもしれないんだ」


    「じゃ、じゃあ、ゴッドファーザーに会わせてくださいっ」


    　思い切ったようにヘレナが言い、ブルクハルトは言葉に詰まった。


    「……いきなり何を言い出す？」


    「だ、だって。ゴッドファーザーはこの国の裏の王だと聞いています。その気になれば、きっとスラムの復興も……」


    「なぜその気になっていないと思う？　ヘレナ。あれだけ頭が切れ、祖国想いのゴッドファーザーが、もう五十年近くスラムの復興から手を引いている。そこに何の意味もないとでも？」


    「でも……でも……」


    　ヘレナは悔しそうに唇を噛かみ締めていた。


    「……なあ、ヘレナ、前から思ってたんだが……どうしておまえは、そんな、他人のためになろうとするんだ？」


    　質問しながら、すでにブルクハルトはその答えを知っているように思う。


    　ヘレナは、物憂げな顔になって、言った。


    「わたし、昔から何も取り柄がなくて……些さ細さいなことでした、ジュニアスクールの授業でゴミ拾いをやったときに、地域の人たちに喜んでもらえたんです。あのときの笑顔が忘れられなくて……」


    「……それだけか？」


    「きっかけは、それだけです。でも、わたしにできる唯一のことでした。わたしって、勉強もできなくて、スポーツもできなくて、リーダーシップもなければ、お金もありません……」


    　ふっと自じ嘲ちよう気味に笑い、


    「わたしの見た目って、よくお嬢様のように見られるんですが、先生もそう思いますか？」


    「ああ、そうだな。そう見える」


    「全然そんなことないんです」


    　自分を小バカにしたように、だけど憂いを込めて、


    「普通の家に生まれて、普通に生きた。いいえ、わたし……ドジなんで。何もできない。家族に、友達に、みんなに迷惑をかけてばかり……。こんなわたしにも何かできることはないだろうか、って、ずっと考えていたんです」


    　自己犠牲。


    　やがてそれは、ただの善意ではなくなり、心に巣くう、呪のろいとなったわけだ。


    　ヘレナは他人のためにしか生きられない。


    「困っている人や、辛そうにしている人を見ると、何かをしてあげなきゃ、って、どうしても考えてしまうんです。親や、友達にも、もう少し自分を大切にしなさいって怒られて……そのとおりだとは思うんですけど、でも……」


    　スラムの人間が、犯罪から抜け出せないように、ヘレナもまた、善行から抜け出せない。


    「……先生、わたし、変でしょうか」


    「いや、趣味嗜し好こうのようなものだろう。気に病むことはない」


    　半分は気休めで言ったが、もう半分は本音だった。コーヒー党の人間が、生涯にわたってコーヒーを飲み続けるように、犯罪者は犯罪を繰り返そうとし、ヘレナは善行をくり返そうとする。性分だとか、三つ子の魂百までだとか、そういう話だ。一度固定された人格は、そう簡単には変わらない。


    　だが、そんな話は論点のすり替えだ。


    　中流階級の平均から外れているという意味では、やはりヘレナ・ヘレーゼという善人は、度を越している。特殊な家庭に生まれたわけではなく、特殊な教育を施されたわけでもなく、これといった理由もなく、それで自分の命を削ってまで他人を助けようとするのは、一般人が殺人鬼をバケモノだと思うくらいには、理解しがたい。


    　フローラのときもそうだった。未だにブルクハルトは、あの子の気持ちを理解できずにいる。善行という名の自殺行為を、どうやれば理解できるというのだ。


    　ブルクハルトはイスから立ち上がった。靴磨きの少年に、奮発して二千バーレンくれてやる。少年はぱあっと顔を明るくした。善意というのはこのくらいで十分なのだ。だが満足できない人たちもいる。


    　ヘレナは腐敗した街を見据えながら、途方に暮れたように立ちすくみ続けた。


    



    ×　　×　　×


    



    　風が吹く。見晴らしのいい丘に、石碑や墓が乱立している。ブルクハルトはそのなかの一つに花を添えた。セントマニアの象徴である五ご芒ぼう星せいが刻まれた石造りの墓だ。


    　ヘレナの先輩に当たる、【発魔条件：苦痛】の三人の前例者には、存在が抹消された人物もいる。最初の一人、アンヘラ・オルディアレス享年二十六は、公的記録には一切残っておらず、ゆえに墓もない。


    　念には念を入れられたわけだが、そこまでする必要はなく、二人目以降はそれぞれプロジェクトとは関係のない理由で死んだことになっている。


    　その二人目のコンスタンス・ボニセル享年十は、魔力を暴走させ、周囲を巻き込んで自爆したため骨の欠片かけらも残っていないが。


    　結局まっとうな墓があるのは三番目、メリル・カルヴァーレ享年十五だけだ。


    「この墓には久しぶりに来たよ」


    　エドワード・ムアリア老医師が、ブルクハルトに続いて献花した。


    　四百十二日。一連のプロジェクトで最も長期にわたって責め抜かれたのが、この三番目のメリル・カルヴァーレだ。


    　ヘレナもブルクハルトと出会う前に、アンドレアたちと一緒に、この墓に参りに来たそうだ。当時ヘレナは十五歳であり、メリルが心を閉ざして心停止したのと同年齢だった。ヘレナがメリルと自分を重ねただろうことは想像に難くない。


    　からっとした日差しの下、涼しげに風が吹いた。ゴッテスガルドは、大東海風の影響でローゼンブルクよりも一足早く夏を迎える。それを失念していたブルクハルトは、礼装のジャケットを脱いで小脇に抱えた。


    　敬けい虔けんなセントアニマ教徒なら、献花のあとに五芒星を切り、祈りを捧げるところだが、ブルクハルトもエドワード老も不信心だった。漫然と墓を眺めるばかりである。


    　人は死んだらどうなるのか、というのは、遥はるか昔から続く人類の最大の疑問の一つだ。しかし、あらゆる宗教が共通して『魂の不滅』を訴えている。人は、死を受け入れられないのだ。


    　ブルクハルトもまた、そうかもしれない。現にフローラのことを忘却の彼方に追いやっていた。未だに思い出せない記憶も多い。フローラの墓は作ってあげられただろうか……。


    　そしてふたたび、ブルクハルトは死の予感につきまとわれていた。


    　ヘレナが、死にそうな気がするのだ。人のために生きて、人のために死ぬ。それを地で行きそうな気がする。あの子とまったく同じように。


    　死トツド。
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    　ブルクハルトの人生において、人の死は身近だった。そのくせ墓参りなんてほとんどしたことがなかった。それがなぜ、いま、見ず知らずのメリルの冥福を祈っているのだろうか。


    　無意識的に、迫り来る未来の予行演習をしているのだ。いざそのときが来て、泣かないように、精神に余裕を持たせるために。安心しようとしている。何も安心できないのに。


    　俺はまた逃げるのか、とブルクハルトは自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。フローラのときは忘れて、ヘレナのときは予防線を張っておくとは。なんて女々しい男だ。ジャルマン人の血が泣く。


    　プロジェクトは曖あい昧まいなまま日数だけをこなしていた。


    　ヘレナは、プロジェクトよりも、明らかに戦争に関心を示している。


    　どこかでヘレナと戦争の二つの線が交差し、取り返しのつかない事態が起こるのではないか。もう逃げたくない──。ブルクハルトは筋張るほど拳を握り締めた。エドワード老と同じ轍てつは踏みたくない。将来、ヘレナの墓を参り、花を捧げ、あのときこうしていれば殺さずに済んだのに、などとは、呟つぶやきたくはない。


    　戦争を止めたい、ヘレナは間違いなくそう思っている。そのためなら自分がどうなってもいいと。


    　させるか。戦争なんざ他人にやらせとけ。おまえには次世代型の研究を進めるって義務があるんだ──。今度ヘレナが駄々をこねたら、そう怒鳴ってやろう。


    　ああ、怒鳴ってやろうと思っていた。だが、ブルクハルトは無力だった。


    



    ×　　×　　×


    



    　所長室で話を聞くうち、ブルクハルトは血の気が引いてきた。


    「バカな……」


    　思わず言ってしまった。


    「あり得ない。それではまるで、聖法騎士団ではないですかっ」


    「そうだろう、おそらく聖法騎士団をモデルとしている」


    　クラウス所長は口をへの字に曲げていた。つまらなそうに。


    「チャサウェイが、マネしたっ？」


    　信じられない、信じたくない報だった。


    　つい数時間前のことであるらしい。まだニュースにもなっていない。沿岸部を制圧されていたチャサウェイは、虎の子を放った。


    　チャサウェイで言うところのトネリコの蛇へびの末まつ裔えい『白はく儀ぎと恕じよ黒くろの末裔』だ。


    　白儀は男神で、恕黒は女神。両者とも下半身が蛇となっている。半人半蛇の姿をした原初神だ。両者が絡み合って雌し雄ゆう一いつ体たいとなり、それは完全無欠を表わし、また、世界を表し、神を表す、ということらしい。


    　セントアニマ系が次世代型発魔炉を研究していたように、チャサウェイも新時代のために研究を進めていた。それが白儀と恕黒の末裔の軍事利用だった。


    　その威力は凄すさまじく、半なかば天変地異のような魔法を駆使してリーベルウィッセン軍をあっという間に退けてしまったそうだ。


    　ヘレナも唖あ然ぜんとしていた。


    「リーベルウィッセン本土へ、進撃してくるんですか」


    　アンドレアが聞いた。さすがに焦った顔をしていた。彼女はパニッシャー系の血を引いてはいるが、生まれ育ちはリーベルウィッセンだ。


    「まだわからん」


    　所長は首を振り、


    「つい数時間前のことで、ゴッテスガルドの上層部も混乱している」


    　リーベルウィッセンはカウレ大陸の要所だ、チャサウェイに奪われるわけにはいかない。しかしとんでもない隠し球を使われ、さすがの超大国も浮き足立つのは避けられなかったか。


    　しかし、ゴッドファーザーやアルブレヒトは明らかに何らかの情報を掴つかんでいた。トネリコの蛇へびの末まつ裔えいに関連したことだから、何度も呼び出しを受けたのだ。


    　こう言ってはなんだが、田舎マフィアが知っていて、ゴッテスガルドの上層部がまったく知らなかったわけがない。政府とは国を牛ぎゆう耳じっているマフィアのことで、超大国のそれは世界最大の規模を誇る。


    「なんらかの対策は考えてあるのでは」


    　ゴッテスガルドの大統領以下、各大臣たちが、黙って指をくわえていたはずがない。


    「察しがいいな、ブルクハルトくん。今回キミたちを呼んだのは、その件だ」


    　所長の言葉に、顎あごを引く。


    　言われてみればそうか、時間が経てば世界的に知れることを、わざわざ早めに教えるためだけに呼び出したりはしまい。


    「まさか」


    　心臓が止まりかけた。


    　ブルクハルトはヘレナへ振り向いてしまう。ヘレナは「せ、先生？」と戸惑っている。


    　なぜヘレナがここにいる。彼女が通常の用事で呼び出されるはずがない。そのときはアンドレアか、ハイゼーか、ブルクハルトが呼び出されるからだ。そして上から下へ連絡がくだる。だが、それを無視してヘレナがここにいる。つまり、ヘレナ本人に直接関わる事案があるということだ。


    　単純な流れだった。


    「トネリコの蛇の末裔には、トネリコの蛇の末裔ですか」


    　ブルクハルトが言うと、アンドレアが息を飲んだ。


    「そん、な……」


    「え……どういう、ことですか」


    　ヘレナはまだ察しきれていない。


    「正解だよ、ブルクハルトくん」


    　クラウス所長が言った。ソファーに座ったジキスムント官僚が続ける。


    「無論、原始的な直接戦闘ではない」


    「は？」


    　ヘレナが目を見開いた。


    「戦闘、ですか」


    　次に口を開いたのは、ホアキン博士だった。


    「次世代型の戦艦として注目されているのは、……そうだな、そろそろ記者会見の映像が届いているはずだ」


    　リモコンでカラーテレビの電源を入れた。いくつかチャンネルを梯はし子ごして、何らかの記者会見の映像に合わせる。


    　研究者ふうの男が映っている。四十代くらいの男性の、タスニア人だった。白衣の下には小こ洒じや落れたスーツを着ている。知性とセンスに恵まれながらも、どこか偏執さを感じさせた。


    『次世代型の戦艦として我々が開発したのが、空中戦艦だ』


    　ブラウン管の小さい箱で喋しやべるその男を見た瞬間、ブルクハルトの中で電流が走り抜けた。


    　知っている、俺はこいつを、知っているぞ──。


    『キミらバカにもわかるように説明しよう、くははっ。上の位置とは、戦術上、非常に優位な地の利が働く。ただ鉄球を落とすだけでも重力加速で破壊力が増す、そのくせ下からの攻撃は勢いが削られる。雲の上なら天候にも左右されない』


    　やはり、この他人を見下した口調は──。


    　ブルクハルトは奥歯を噛かみ締めた。会ったことがある。もう十年以上前になるか。べらぼうに高度な記憶の宮殿を形成する男で、ブルクハルトは拷ごう問もん官かんとして決定的に敗北した。あの元物理学者だ。くははっ、と鼻につく笑い方をするのが最大の特徴だった。ブルクハルトが虐いじめ抜いた彼の右手は、すっかり人間のそれらしく整形手術されている。


    　名前までは知らなかったが、画面のテロップには「エイドリアン博士」と出ていた。


    『しかし当然ながら、そんな巨大な鉄の塊を飛ばすのは骨が折れる』


    　空中戦艦──。


    　莫大な燃料が必要だ。電力でも、魔力でも、科学燃料でも、とんでもない量が必要になる。ギリギリまで搭載したとしても、せいぜい数時間しか航続できず、とてもじゃないが実戦的とは言えない。それなら大陸間弾道ミサイルでも撃ったほうがよっぽど効率的だろう。


    『だが、ほんの百十ヨンドほどの重量で、延々と発魔し続ける夢の機関があればどうだね？』


    　ブルクハルトも、アンドレアも、ヘレナも、息を飲んだ。同じことを思ったのだろう、記者の一人が質問した。


    『百十ヨンドとは、成人女性の平均体重とほぼ同じですが』


    『くははっ。空中戦艦を飛ばすには圧倒的にエネルギーが足りないが、女性一人分の重量で全エネルギーを賄まかなえるとしたらどうだね？』


    　やはり、こいつ──。


    『その薄汚い耳をかっぽじってよく聞きたまえ。空中戦艦の動力源は、トネリコの蛇へびの末まつ裔えいだ』


    　カメラのフラッシュが焚かれ、記者たちがどよめく。次世代型発魔炉プロジェクトは、公になっている部分もある。しかしあくまでも平和利用がすべてだった。なのに──。


    「次世代型は、未来の人々のための技術では、なかったのですかっ」


    　アンドレアが怒鳴った。研究者の当然の叫びだ。数々の犠牲を払ってきた。怪しげなプロジェクトに肩入れするという、積み重ねたキャリアへのリスク、そして奥歯を噛んで良心の呵か責しやくを耐え抜き、ヘレナに拷問を施してきた。すべて、人類の未来のためだ。数十年後、魔力鉱石の採掘量が底をついたときに、重要なインフラエネルギーとして社会を支えていくための、代替システム。子供の世代、孫の世代にも、笑顔で生活してもらうために。だが──。


    　クラウス所長は首を振る、苦々しく。


    「仕方ないだろう」


    「何が、仕方ないというのですかっ」


    「軍事利用は、先進技術の宿命だ」


    　アンドレアは唇を噛かみ締めた。拳も握り締め、プルプル震えている。自分が設計し、培つちかってきたものが、大量破壊兵器の原動力を担う──。


    「ちょっと待ってください」


    　ブルクハルトが一歩前に出た。


    「誰が、空中戦艦に組み込まれるんです。プロジェクトに参加している被験者は、条件が怒りや笑いも含めて、何十人もいるでしょう。対して、最新兵器の空中戦艦が同じだけ建設されているとは思えない。せいぜい数隻しか作られていないのでは。じゃあ誰が乗せられるというんです？」


    「シッ」


    　クラウス所長が唇に指を当て、テレビを差した。


    　エイドリアン博士が、挑戦的な笑みを浮かべていた。


    『空中戦艦の動力源となるのは、いくつかの条件をクリアした個体でなければならない。特に重要視されるのが、総発魔量、発魔条件の容易さ、個体の性格の従順さだ。プロジェクトを統括するＩＮＥＤＡＭインダムが提供してくれた情報を元に、すでに適合する炉心はリストアップ済みだ』


    『いま発表できますか？』


    『よかろう。メモの準備はいいかね？』


    　記者が一斉に、ペンを手帳に構える。


    　まさか、やめろ──。ブルクハルトは今すぐエイドリアン博士を殴り飛ばしに行きたかった。しかし、映像はライブとはいえ、タイムラグがある。博士はとっくに次の言葉を公言しているのだ。


    『試作艦はすでに四隻が建造済みであり、その名は古き七王国から取られた。一番艦の炉心から順に発表していこう。つまり最も適合する個体であり、最も期待されている被験者だということだ。くははっ』


    　ブルクハルトが手を伸ばし、テレビの電源を落とそうとする。だがその手を掴つかんで制したのは、ヘレナだった。額が汗ばみ、テレビに注視している。


    「聞かせてください、先生っ……」


    「くっ」


    『第一空中戦艦アマルディアに搭載される炉心は』


    　もう遅かった。


    『ローゼンブルク、〝苦痛〟のヘレナ・ヘレーゼだ』


    



    　大きく引き伸ばされたヘレナの顔写真が、公開された。聖女のごとく微ほほ笑えむ美少女の姿に、記者たちの興奮も最高潮に達している。


    　ブルクハルトは声も出なかった。人殺しの道具に組み込まれるというのか。ヘレナが。このヘレナが、へらへら笑って、いつも脳天気な、この。


    　しかし今のヘレナは、覚悟を決めた顔をしていた。これまでたびたび見せてきた、信念、破滅的なまでの人助け精神が前面に出た表情だ。こうなるともうテコでも動かない。


    　ブツン、とテレビの電源がリモコンで落とされた。


    「この打診があったのは、当然、我々だけではない。同盟国すべての次世代型に、通達が下っている」


    　クラウス所長がそう言った。つまり、まだ完全に決定されたわけではないのだ。ヘレナが第一空中戦艦に組み込まれるのは、まだ予定でしかない。


    　断れ、と思った。断るんだ、ヘレナ。政府も無理強いはできない。その結果にどうなるか、すでに判明しているからだ。そこまで切羽詰まった状況でもない。他人にやらせとけ。


    　今のうちに逃げよう、ヘレナ。どこか、遠くへ行こう──。


    　金なら俺が払うから。


    「やります」


    　ヘレナがそう言い、ブルクハルトはぐっと顎あごを引いた。


    「ヘレナ、ダメだ、何を言っているんだっ」


    「やります。やらせてください」


    「バカ野郎！　たくさんの人を殺すことになるんだぞ！」


    　しかしヘレナは落ち着いたものだった、異常なまでに。


    「それで戦争が早く終わるのなら」


    「保証はできないだろ」


    　相手は、戦闘訓練を受けた『白はく儀ぎと恕じよ黒くろの末まつ裔えい』。世界を七日で火の海に変えられるとされる、聖法騎士団のチャサウェイ・バージョン。


    　大量破壊兵器同士の衝突になる。むしろ被害は拡大するかもしれない。リーベルウィッセンくらいチャサウェイにくれてやれ。


    「やらなきゃ」


    　断固としてヘレナは続けた。


    「チャサウェイはここで叩たたいておかないと、後々厄介な国になります。リーベルウィッセンを布石に、世界支配になるかも」


    「まさか」


    　否定しながら、ブルクハルトはその可能性を認めねばならなかった。以前にブルクハルト自身も懸念していたことだからだ。テレビや雑誌でも、散々言われている。リーベルウィッセンは要所だ、チャサウェイの手に渡ったら世界の軍事バランスが崩れる。


    「均衡は保たれるべきだと思うんです、先生。チャサウェイがトネリコの蛇へびの末まつ裔えいを軍事利用するなら、こっちも対抗しないと」


    「そのために自分が不幸になってもいいってのか！」


    　ヘレナは、笑った。


    「全体のために一部が犠牲になる、時には必要なことだと思いませんか」


    　ブルクハルトは所長室から出ていった。


    　廊下をズカズカ歩き、さらに勝手口から外へ出る。


    　力の限り叫んだ。


    　夏真っ盛り、晴れ渡る空には入道雲が浮かんでいた。


    



    ×　　×　　×


    



    　試作艦はすでに完成していた。


    「ふあ、おっきい」


    　ほへえ、とヘレナは見上げた。


    　ブルクハルトたちはいくつもの国境を跨またぎ、リーベルウィッセン北部の軍事施設を訪れていた。次世代型発魔炉と同じ、いや、それ以上の機密施設だ。兵隊たちによる警備があり、周囲六ケイラはネズミ一匹入れない。ブルクハルトたちも厳しい検問をくぐり抜けて、やっと踏み入ることを許された。


    　陸のど真ん中に造船所があるというのも、不思議なものである。


    　これほど巨大な建物は、見たことがない。天井まで九十アムドはありそうだ。幅、奥行きも、常軌を逸している。内部の設備はあらかた片付けられ、スッキリしていた。ただし一つだけ、とんでもない巨体が横たわっている。


    　空中戦艦は、想像を超えて、ひたすらに大きかった。乗艦するための舷げん梯ていがミニチュアに見えて仕方ない。


    　およそ通常の戦艦と似通った形状をしているが、舷側の前後に一つずつ、ジャンボファンがついていることがハッキリとした違いだった。補助推進機関だろうスクリュープロペラも一応はついている。


    　船底は整備のため地下に隠れて見えないが、おそらく砲門が伸びている。下に向けて撃つためだ。


    　甲板は高い位置にあるため、ブルクハルトたちには見えず、ただ中部に司令塔が建っているのが窺うかがえるだけである。


    　本当にやるのか。


    「ヘレナ」


    　ブルクハルトは聞かずにはいられなかった。


    「本当にやるのか」


    　この巨大な鉄と火薬のバケモノに、おまえが命を吹き込むのか。


    「……くどいですよ、先生」


    　ヘレナは困ったように微ほほ笑えんでいた。


    　これ以上食い下がることはできなかった。いや、すでに散々食い下がってきた。ヘレナの決意は固かった。アンドレアや、チームのみんなや、カルミネが説得を試みても、無意味だった。


    　そして、ほんの数日前、ここへ発つ直前には、ヘレナの家族を呼び出して説得に当たらせた、にもかかわらず、ダメだった。


    　何を言われようと、父親や母親から説得されようと、ヘレナの覚悟は揺らがなかった。


    　そして故郷を発った。


    　久しぶりの国外旅行だった。


    　ブルクハルトはちっともワクワクしなかった。


    「頑固だな、ヘレナは」


    　アンドレアが励ますように、ブルクハルトの肩を叩たたいてきた。


    「もう二年前になるかね、初めてあの子に会ったときは、なんて自分を持たない子供だろう、と驚いたよ。自分を犠牲にして、ひたすら他人のために……てね。とてもマネできない、特別な子なのかと思っていた。でもヘレナのそれは、ただの献身だけではなかったんだな」


    「ああ、もはや自己中心的の域だろう……」


    　フローラもそうだった。


    　強情なまでの独善性。献身への抑えがたい脅迫症状。周囲の壮絶な反対を完全に黙殺しておきながら、しかしそれを支えるバックボーンが、ヘレナには決定的に欠けている。


    　彼女は何か特別な過去を持っているか──否。


    　自己犠牲を主とする教育を受けたのか──否。


    　ではなぜここまでできるのか──理解不能。


    　心理学者に見せたいほどだ。


    　もう誰にも止められない。ヘレナは、自ら望んで、大量破壊兵器を起動させる。それは彼女のエゴでしかないが、運命とは皮肉なものだった。


    　同盟国全体におけるプロジェクトの被験者。その四十七人いるトネリコの蛇へびの末まつ裔えいで、ナンバーワンは、他でもないヘレナだった。たゆまぬ努力のおかげである。ブルクハルトや、アンドレアや、チームのみんなや、カルミネや、整備士たちが、この一年間、必死にプロジェクトを進めてきたおかげで、ヘレナが大量殺人を犯す。


    　おまけに、七隻のうち最大の戦力を持つ第一試作艦で。


    　その名は、古き七王国から取られた。


    「アマルディア……さっそく心臓部を確認しますか」


    　案内役の問いに、ヘレナはこくんと頷うなずいた。二人は舷げん梯ていに向かう。


    　ブルクハルトは改めて敗北感に打ちひしがれていた。


    



    ×　　×　　×


    



    　チャサウェイ皇国とリーベルウィッセン連合国の戦争が始まって、もうすぐ六か月になる。


    　大局に変わりはなかった。


    　チャサウェイは白はく儀ぎと恕じよ黒くろの末まつ裔えいを実戦投入したが、前線には送らなかった。フェイ海沿岸の防波堤の役割に留まっている。彼らは生身ながら戦闘機千機分の働きをすると言われている。確認されたのは四人だ。


    　彼らの破壊力は充分に世界に知れ渡り、メーレスザイレがチャサウェイ側に参戦しようとする動きが見られた。危うく第二次世界大戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされるところだったが、しかしそれは、カウレ大陸連合の国際安全保障局がいち早く空中戦艦という対抗札を提示したため、阻止された。


    　ちなみにこれを機に、次世代型発魔炉の構造が広く知れ渡ることになった。過去に非人道的な行いがなされた事実はなかったことにされ、一般的には都市伝説の域を出ていない。


    　戦争は、五分の膠こう着ちやく状態だ。チャサウェイ、リーベルウィッセン、両国とも切り札を提示したものの、まずは様子見といったところか。


    　ローゼンブルクチームは、待機状態にあった。


    「このまま出撃しなければいいのだがな……」


    　カルミネは、そう言った。


    　いつもヘレナの隣についているカルミネが、ブルクハルトの客室に一人で来たときには、何かあったのかと思った。連絡事項か、ヘレナとのあいだでケンカでも起きたのかと。しかしどうやら違うらしい。カルミネはただ不安なのだ。ヘレナの隣にいても、何もできない自分自身が情けなくて仕方がないと。


    　ブルクハルトは缶コーヒーのプルタブを開け、剥はぎ取ってゴミ箱に捨てる。一口飲み、カルミネの声に応えた。


    「同感だ、これで停戦協定でも結ばれればな」


    　六か月にわたる持久戦が繰り広げられ、両国とも消耗した。さらに最終兵器をぶつけ合うのは厳しいのではないか。宗教的なわだかまりが解決されるわけではないが、ここで手打ちにしてもいいのではないかと、個人的には思う。


    　現在、フェイ海は凪なぎだ。このまま、穏やかさを取り戻してもいいのでは。


    「……そう簡単にはいかないがな」


    　カルミネは自じ嘲ちよう気味にそう言った。


    　これもまた同感だった。


    　チャサウェイの国民はまだまだ元気だ。セントアニマ教を許してはいない。それに、全体的に見れば戦争特需で景気がよくなっている。人的にも物的にも消耗はあったが、リーベルウィッセンに報復することで金が儲もうかるのだから、疲ひ弊へいを見せるのはずっと先のことになるだろう。


    　一方、リーベルウィッセンもまた、同盟国のバックアップを受けて活気に満ちている。ゴッテスガルドを中心とした国際安全保障局で各国の代表が会議をしており、国によっては軍隊を貸し出すだけでなく、何百億バーレンの大金を援助したり、兵器製造の材料を融通している。おかげでリーベルウィッセンの工場は三交代制のフル稼働だ。また、新兵器の開発にも余念がないという。


    　客観的に見てみると、戦争はまだまだ続きそうである。


    　カルミネは、ヘレナが遠くに行ってしまう、そんな感じがしたのだろう。物理的にも遠くにいくし、死んでしまって、二度と手の届かないところへ行ってしまう気もしただろう。空中戦艦は最新鋭の艦艇だが、撃墜されない保証などどこにもない。なんといっても相手は、世界最強の魔導師たちなのだから。


    　カルミネの気持ちは、よくわかる。というより、ほとんど同じ気持ちだろう。ブルクハルトもヘレナを心配し、彼女のために何かをしてやりたかった。


    　あんな純粋で、無邪気な子が、どうして戦場にいかなければならないのか。本もとを正せば次世代型の研究に参加すること自体、おかしかったのだ。ヘレナには、平和で、のどかな生活が似合っていた。


    　座り込んで、腕を組むカルミネ。物思いに耽ふけっているその姿は、とても老けて見えた。


    



    ×　　×　　×


    



    　ラジオも、テレビも、つまらない。ウィッセン人は、勤勉で親切だが、面白味がない。


    　待機状態が続き、妙に暇を持て余していた。生殺し状態は気が滅入るものだ。気分転換するため、施設内を散策する。


    　ダンジョンのような構造に迷いながら、研究員ふうの男とすれ違う。そのときだった。


    「おや、おやおやおやおやおやおや」


    　頓とん興きような声をかけられ、ブルクハルトは振り向いた。


    「思い出したぞ、ヴィルトハイムファミリーの拷ごう問もん官かんだな。ブルクハルトと呼ばれていた。あのときは若かったが、だいぶおっさんになったな。くははっ」


    　癪しやくに障さわる笑い方だ。ブルクハルトは全身が熱くなっていた。こいつ──。


    　まさかこんなところでバッタリ出くわすとは。


    　ブルクハルトはこの施設では『特殊炉心コンサルタント』だなんて肩書きで通っている。本業のほうを知っているということは、間違いない。つい先日にもテレビで観た、あの男だ。


    「なんだ、わたしのことは思い出さんかね。まあ、キミの知能だとその程度か」


    　どうやら喧けん嘩かを売られているようだが、研究者の知り合いなんて数が限られている。見間違えようがない。


    「思い出したさっ……。久しぶりだなっ」


    「やれやれ」


    　肩を竦すくめた。これだから猿は、とでも言いたげだった。


    「なぜおまえがここに」


    「それはこちらのセリフだと思わんかね」


    　たしかにそうだった。研究者がここにいる理由はだいたい想像がつく。問題はブルクハルトのほうだ。最新技術を駆使する高尚な軍事施設に、なぜ拷ごう問もん官かん風情ふぜいがうろついているのか。しかも国外である。おまけに白衣なんかを着ている。


    「いや、理解したぞ」


    　エイドリアン博士は続けた。


    「アマルディアの炉心は苦痛タイプだったな」


    　なるほど、だから拷問官が、とすぐに察せられるあたり、さすがだ。


    「一時間あたりどれだけ発魔する？」


    「……こちらは機密情報でもある。まずおまえの身分を証明してもらおうか」


    　空中戦艦の建造に深く関わっているのは知れているが、正確な役職名などは定かでなかった。


    「これは失礼、お嬢さん」


    　くそっ。俺は所詮、おまえの口を割らせられなかった負け犬だよっ。


    「わたしはエイドリアン・フョードルヴィッチ。クズにクズと言える人間だよ、このクズ」


    　くははっ、とエイドリアンは大口を開けて笑い飛ばした。


    　ブルクハルトは一歩踏み込むと同時に拳を振りかぶり殴りかかっていた。


    　だが、現実は違った。殴ってなんかいなかった。実際に起こったことは、実に平和的だった。


    　ブルクハルトは自動販売機のボタンを押していた。


    　ガコン、と下の取り出し口に商品が落ちる。


    「くははっ」


    　エイドリアンが商品を取り出す。プルタブを引き取って、専用のプルタブ入れに捨てた。近年に登場して爆発的に売れ始めたスポーツ飲料だった。


    「奢おごってくれてありがとう」


    　飲む。


    　ブルクハルトは愕がく然ぜんとしてその光景を眺めた。


    　さっきまでいた場所には、自動販売機などなかった。ここはどこだ。


    「……何をした」


    　エイドリアンはゲップして、蔑さげすみの視線を向けてきた。


    「その程度もわからんのかね」


    「……魔導師、だったのか」


    「平凡すぎる解答だな。くははっ」


    「どうなんだ、魔導師なのか」


    「わたしは魔力の自己生成などできない。だが、仕組みとエネルギーさえあれば、奇跡は誰にだって起こせる。わたしは発明家なのだよ」


    　魔導具か。しかし尋常ではない。人間を自在に操れる機械などあってはならない。


    「またとんでもないものを造り出したな……」


    　ブルクハルトは畏い怖ふを覚えていた。見る限りエイドリアンは手ぶらだ。特殊な道具を持ち歩いているふうではない。それなのに。


    「まあ安心したまえ。これは門外不出で、わたし以外には使えない。分解しようとしても内部が破壊されるよう仕掛けてある。チタンと鉛の二層構造によって、内部スキャンも不可能だ。設計図も頭の中にしか存在しない」


    「おまえは早く死ね」


    「スラムジョークで言い直したまえ」


    「太陽にキスしろ」


    「面白い。これだからローゼンブルクは」


    　くはは、とまた笑った。そのたびにイラッと来る。


    　エイドリアンは仕事に戻るのか、颯さつ爽そうと歩き出した。すれ違いざま、馴なれ馴れしくブルクハルトの肩を叩たたく。


    「アマルディアの魔力バッテリーはわたしの特製だ。既製品の百倍の効率で、一千億マギアまで貯められるのが、二つ搭載されている」


    　それをブルクハルトに言う意味が、一瞬わからなかった。しかしすぐにハッとした。


    　拷ごう問もん官かんが思う存分、本領を発揮できるのだと。


    「おまえっ……」


    「笑いたまえ、くははっ」


    　踊るような足取りで、去っていく。ブルクハルトはその場で歯噛がみした。


    「くそっ」


    　あとで財さい布ふを確認したところ、きっちりジュース代が消えていた。


    



    ×　　×　　×


    



    　地響きのような音を立て、天が割れる。


    　造船所の屋根が開かれているのだ。重苦しい振動が伝わり、砂すな埃ぼこりがパラパラ落ちている。


    　空中戦艦は舷側の左右前後、四つのジャンボファンを点火し、膨大な熱量が噴射される。同じ空間にいたら人間など数秒で黒炭と化してしまうだろう。


    　徐々に、空中戦艦は浮き上がり、上昇を始めた。


    　今頃、中部甲板の司令塔では、怒号が飛び交っているのだろう。


    「演習とはいえ、凄すさまじい迫力だな」


    　隣にいるアンドレアが言った。ブルクハルトは頷うなずく。二億二千四十万ヨンドの鉄塊が飛び立とうとしている。その光景には、ただただ圧倒されるばかりだ。


    　ブルクハルトたちは造船所内の安全な場所にいる。耐熱強化ガラスの向こうでは、光の奔ほん流りゆうが渦巻いていた。


    　この部屋には、軍上層部や、研究員ほか、ヘレナもいた。彼女は動力源の主力だが、今回はあくまでも演習のため、搭乗していない。空中戦艦はいま、内部に搭載した超効率魔力バッテリーによるブーストを受けて駆動している。事前のテストでヘレナが発魔したぶんと、通常のインフラから充じゆう填てんしたぶんだ。


    　天才発明家エイドリアン・フョードルヴィッチの功績により、魔力バッテリーの最大充填魔力量は二千億マギアだ。平均的な国家が年間に消費する魔力量の五分の一を詰め込める計算になる。


    　アンドレアに聞いてみたところ、「わたしも最初に聞いたときはとんでもない発明だと驚いた」と語っていた。単純に同じ容量にするだけならアンドレアにも作れるが、サイズは十倍以上にならざるを得ず、エイドリアンの魔力バッテリーの内容液に何が使われているのか皆目見当もつかないらしい。さらに急速充魔を可能とするために導線や変圧器も強化されており、一度に莫大量の魔力を流してもショートしない設計になっているそうだ。その点についてもアンドレアは驚きよう愕がくしたという。


    　それすなわち、ブルクハルトが全力でヘレナを攻め抜いてもムダが出ないことを意味する。


    　空中戦艦はやがて大空へと舞い上がった。


    　耐熱強化ガラスの一室で観察していたブルクハルトたちも、他のお偉方と連れ立って造船所から出る。


    「雄大だ」


    　とブルクハルトは言った。壮大とも言える。


    　周囲六ケイラが無人となっている空域で、巨大な鉄塊がダンスを踊る。取り舵、面舵、旋回、上昇、下降、加速、減速……。


    　あらかたの操縦が確認され、つぎに搭載兵器を一つずつ試していく。


    　主砲の轟ごう音おん、副砲の爆音、ミサイル、運動エネルギー爆撃、大口径機銃……いずれも魔力によって破壊力が増大されている。甲板のカタパルトからは戦闘機、爆撃機、ヘリ、合計六十機が次々と飛び立つ。それらもまた一機ずつ魔力強化が施されている。


    　戦艦は魔導障壁を展開し、虹色の球体に包み込まれた。羽虫のような艦載機それぞれもまた、レインボーに光る魔導障壁を張って飛び交っている。


    　世界最強の戦艦の勇姿であった。


    　演習が終わり、報告を聞くと、ブルクハルトたち研究チームは頭を抱えさせられた。


    　たった二時間の演習で、三百億マギアが消費されていたからだ。


    　精神的苦痛だけでは到底、補充が追いつかない──。


    



    「どうすればいい？」


    　アンドレアが問うた。


    　これは研究チームの課題だった。アンドレア、ハイゼー、イザベラ、プルタ、クリス、ナターシャの正規メンバー。そしてコンサルタントのブルクハルト。七人は会議を開いていた。


    「窮屈な匣はこ、は、ダメ、ですよね……」


    　若手のクリスがダメ元で言った。無論、そんな悠長なことはやっていられない。


    「やっぱり、水責めが手っ取り早いんじゃ」


    　副主任のハイゼーが持ちかける。だがブルクハルトが首を振った。


    「短期決戦ならそれでもいいだろう。だが、戦争がどれだけ長く続くかわからない」


    「水責めは長く続かないんですか」


    　ナターシャの軽口を、ブルクハルトが諌いさめる。


    「忘れたのか。ヘレナはわずか一時間で放心状態に陥った。それ以上の拷ごう問もんは、かえってヘレナの魔力を暴走させるか、まったく無意味になる恐れがある」


    「苛か烈れつで、それでいて長続きする拷問、ですか……」


    　沈んだ声を出すプルタを、元気づけられる人物などこの場にいなかった。


    「無理難題、は今に始まったことじゃねえけどな」


    「いくつかの拷問を、同時に行ってみるのは？」


    　上品な雰囲気を持つ人妻研究者、イザベラのおどろおどろしい提案にも、ブルクハルトは色よい返事を出せない。


    「難しいな……。人はケガをしたとき、全身をギョッと強ばらせたり、大声を上げて泣き叫んだりして、誤魔化そうとする。ゲートコントロール理論というやつだ。複数の拷問を同時にやっても、それと似たような、相殺し合う状況になるだけだろう」


    「効率が悪い、ってことね。何か、他にあるかしら」


    　イザベラが全体に問いかけた。


    　女子大生のクリスが屈託ない声を出す。


    「最近のヘレナちゃんなら、どんな痛みにだって高いモチベーションで臨めると思うんですが」


    　たしかにそうだが、それを言い出したら、手段は選ばなくてもいいということになる。


    「最も効率的な手段はなんでしょうね」


    　クリスが無邪気な、不思議そうな顔で言った。


    　ブルクハルトはその答えを知っていた。だが言わなかった。アンドレアが、悲しそうな目でブルクハルトを見ていた。


    　拷ごう問もん官かんの本気──。


    　マフィアの走そう狗くとして、ブルクハルトは心を鬼にすべきなのか。


    　しかし、これまでの一年間の努力は何になる。どうにかヘレナが助かる道を探してきたが、今度こそ無理だったということか。ゴッドファーザーも、さすがにここまでは見通せなかったということか。いや、ゴッドファーザーはこう指示していた。


    　──「時が来たら、拷問官としての全力を注ぎ込め」


    　やるしかないのだ。


    　演習では、二時間で三百億マギアを消費していた。戦闘が終結するまでには、合計でどのくらいかかるのだろう。一千億か、二千億か。それ以上か──。


    　消費魔力量を最小限に抑えてくれれば、ヘレナの助かる道もありそうだが……。


    　そのときドアがノックされ、とある軍人が顔を見せた。


    「次世代型発魔炉の炉心運営チームで間違いありませんね？」


    　いきなりの闖ちん入にゆう者しやにチームは面食らったが、曖あい昧まいに頷うなずいた。


    「責任者の方にご一報があります」


    「……わたしだ」


    　不穏な空気が漂いつつも、アンドレアが応じて廊下へ出た。外には何人もの軍人や研究者がいるようだった。


    　残ったブルクハルトたちは、互いに顔を見合わせた。いったいどうしたというのだ。


    　やがてドアが開き、アンドレアが戻ってきた。血の気が失せていた。


    「天才発明家、エイドリアンがまたやらかしたよ……」


    　その話を聞き、一同は絶句した。


    　エイドリアンが新たに作った発明品が、華々しく実験の最終段階を終え、実戦配備されることが決定したのだ。


    「その発明品って、どんなのですか」


    　ナターシャが反応を示した。発明となれば気が急せくだろう。アンドレが答える。


    「魔力を無線で送受信できる装置、だそうだ」


    　魔力を、無線で送受信……？


    　今ひとつ重大性が理解できないブルクハルトだったが、アンドレアが青ざめた顔で、


    「わからないかね？　つまり電波のように魔力を送りつけることができるというわけだ。一度に送信できる量は限られているが、無線で、という部分に大いに意味がある」


    「具体的には、どう使われる？」


    「決まっているだろう」


    　アンドレアが、言った。


    「旗艦である空中戦艦、つまりヘレナが発魔した魔力が味方全体にバラ撒まかれるというわけだ」


    「なん、だと」


    　唖あ然ぜんとさせられたが、アンドレアの自虐的な説明は続いた。


    「下の海を航行する戦艦や、宙を飛び交う戦闘機にも。なんでも魔力を消費するのだから、減ったぶんはすべてヘレナが補填することになる」


    「バカなッ、そんなことできるわけねえだろっ」


    　ブルクハルトはテーブルを殴りつけた。


    「艦隊全体の魔力を、ヘレナがたった一人で賄まかなえっていうのかよ！」


    　二の句が継げないのは、チームのメンバーのほぼ全員だった。


    　アンドレアが、頭を抱え、消え入りそうな声で呟つぶやいた。


    「今度の戦闘で一兆マギアを消費する──そのつもりでいろと、先ほど言われたのだ……」


    



    ×　　×　　×


    



    　自分に宛がわれた客室なのに、これほど気まずくなるとは思わなかった。カルミネがまた訪ねてきたのだ。その沈痛な面持ちを見た瞬間、ああこいつも話を聞いたのかとブルクハルトにもすぐに察せられた。


    　しかしお互い、何も言うことはない。言いたくても言えないし、言っても意味などないのだ。


    　ほとんど無言のまま、数分が過ぎた。


    「……ふん、貴様といても何も解決せんな」


    　自分から来ておいて随分な言いようだったが、反論するまもなくカルミネは部屋を出ていった。


    



    　様子がおかしい、とは思っていた。しかし翌日その一報を受けたとき、ブルクハルトは愕がく然ぜんとした。慌てて軍法拘置所に向かうが、場所がわからず右往左往した。施設内地図を見つけ、通りがかった軍人に道を聞きながら、ようやくその場所に辿たどり着く。


    「アンドレア、どういうことだ」


    　鉄格子が並ぶ廊下には、軍人と話しているアンドレア、ハイゼーといったチーム責任者と、ヘレナがいた。肩で息をしながら、ブルクハルトが駆けつける。


    「カルミネが逮捕されたって？」


    　牢屋を見た。魔導師用の特殊な手錠と足枷を嵌められたカルミネが、ベンチに座って項うな垂だれていた。


    「何があった？」


    「ヘレナを連れて逃げ出そうとしたのだよ」


    　アンドレアが腰に手を当て、重苦しい溜ため息いきをついた。


    　ブルクハルトはその言葉を理解しようと脳内でぐるぐる回しながら、ハイゼーやヘレナを見た。ハイゼーは残念そうに肩を竦すくめている。だがヘレナのほうは、むしろ冷えたような視線で平然としていた。


    　ブルクハルトは、ふたたび無機質な鉄格子越しにカルミネを見た。


    「ヘレナを連れて逃げ出すだと？　なんてバカなことを……。できるわけないだろう」


    　カルミネは弁解の言葉もない。「まったくだ」と言ったのはアンドレアだ。


    「この軍事施設はセキュリティ万全だ。いくら訓練を受けた魔導師だからといって──」


    「いえ、そういう問題ではありませんでした」


    　言葉を遮さえぎったのは、一人の軍人だった。


    「わたくしどもが異変に気づき、即座に駆けつけたとき、すでに彼は諦めた様子でした。逃げようと思えば、もう少し時間がかかったでしょうが。なぜそんなに早く諦めたのかと聞いたところ……」


    　軍人はヘレナをちらりと見た。


    「逃走途中に彼女がそれを強固に拒否し、カルミネ少年も心が折れたとのことでした」


    



    　逃走途中で、ということは、最初ヘレナはなぜカルミネに連れ出されたのかわからなかったのだろう。それが脱走と気づき、裏切られた気分になったに違いない。


    　逮捕されたカルミネを見下ろすヘレナは、冷然とした立ち姿だった。以前ならもっとカルミネを慮おもんぱかった仕草を見せただろう。しかし今は、目的のためなら手段を選ばないような冷酷な印象すら受けてしまう。


    「……カルミネはどうなる？」


    　ブルクハルトが誰ともなく聞くと、アンドレアが応えた。


    「軍法会議にかけらられるということだ。しかしカルミネはウィッセン軍人ではないから、せいぜい戦争が終結するまで謹慎させられるくらいではないかな」


    　アンドレアが振り向いて視線を送ると、軍人は「自分に同意を求められても困ります」と一介の兵隊らしく厳格な物言いを返した。


    　詳しいことはブルクハルトもわからないが、カルミネはプロジェクト上層部がどこからか引っ張ってきた傭兵だ。勝手に厳罰を下されることはないと見ていいだろう。


    　やれやれ、と疲れた声を出して、アンドレアはその場を去っていく。ハイゼーや軍人も続いた。ヘレナは一言もなかった。


    　どうしたものか、とブルクハルトは鼻から息を吹き出し、カルミネに背を向ける格好で鉄格子に背中を預けて座り込んだ。


    「……カルミネ、前から聞きたかったんだが」


    　やや間を空けてから、カルミネはようやく応えた。


    「なんだ、拷ごう問もん官かん」


    　暗い表情で俯うつむいている少年に、ブルクハルトは問う。


    「おまえは本来、ヘレナの監視役だったはずだな。しかしそれにしては、本気でヘレナに心酔しているように見える。どこまで本気なんだ」


    「……」


    　沈黙したカルミネは、ちらりとブルクハルトを見てから、また目を伏せた。


    「……拷問官、おまえはスラムの生まれ育ちだったそうだな」


    「ああ」


    「僕も似たようなものだ、魔導師の素養のある赤子は高く売れる。僕が物心ついたときには、もう専門の機関で特殊な訓練を受けていた。もっとも、それが特殊だと気づいたのはずっとあとのことだったがな」


    「想像はできるよ」


    「想像はできる、か。仲間同士での殺し合いが日常だったと言っても、想像できるか？」


    　ブルクハルトは頷うなずく。


    「ああ、できるぜ」


    　スラムで子供が生き延びるには、時には仲間を切り捨てたり、自分らなりのルールで処罰する必要が生じたりする。


    「そうか」


    　カルミネは声を落とし、


    「僕は三十人以上の仲間たちを殺してきた。全員の顔を覚えている。いわゆる幼おさな馴な染じみというやつだった。たくさん殺した……。それも機関内での修行の一環でだ。傭兵として実戦に配備されてからは、数え切れないほどの人間を屠ほふってきたものだ」


    「想像できるよ」


    　敵として魔導師とぶつかり合ったり、ファミリー内の魔導師とも交友関係にあるブルクハルトにとって、カルミネの悲惨な経歴は驚くには値しない。平均的な魔導師が送る普通の暮らしではないかと思う。


    「拷ごう問もん官かん、おまえ、初めて人を殺したときのことを覚えているか」


    「どうだろうな。ひたすら生きるのに必死だった。来る日も来る日も、他人を蹴け落とし、あとのことなど振り返る余裕なんてなかったよ。実際、初めて人を殺したのは、どれのことだったのか、確心を持っては言えないんだ」


    「確実に自らの手で殺したと言えるのは？」


    「マフィアの走そう狗くになってからだな。見知らぬ男だった。椅い子すに縛りつけられて、顔には麻袋が被かぶせられていた。麻袋はたぶん鼻血か何かで赤く染まっていた。荒い呼吸をしているのがわかったよ。拳銃を渡され、殺せ、と命じられた。この人は何をしたのかと聞いたら、何もしていない、と応えられた。敵なのか、と問い質ただしたら、仲間だ、と来る。じゃあ殺す理由はないのか。いや、こいつは何もしなかったから殺されるんだ、今のおまえみたいにな、ってな。引き金を引く以外に選択肢なんてなかった」


    　マフィアでは命令は絶対だ。背そむけば確実に殺される。今から思えば、あれは一種の教育的措置だったのだろう。被害者の男が、本当に仲間でも、じつは敵だったとしても、ブルクハルトは組織への忠誠を試されていた。


    「僕も似たようなものだ」


    　憂ゆう鬱うつにカルミネはそう言った。


    「スラムでは、御子よりも聖母が人気だと聞いたが」


    「そうだな。スラムのあちこちに聖母の像が立っているが、通常セントアニマ教の象徴たる聖三位一体の御子は滅多にない。あっても朽ちかけているだろう。父性の象徴でもある御子よりも、すべてを許し包み込んでくれる母性の象徴は、圧倒的な人気を誇っている」


    「聖母は神ではなく人なのに」


    「神はすべてを見抜いているが、抱きしめてはくれない」


    　深く頷うなずき、カルミネは押し黙った。


    　彼はまだ子供なのだと、改めて気づかされる。機関で厳しい訓練を受け、母からの愛情など受けたことがなかった。敵は殺す、殺し尽くす。標的以外の人間はどうでもいい存在だった。無む味み乾かん燥そう、あるいは血みどろの世界で生きてきた。それが──。


    　ヘレナに出会った。


    　その神聖さ。自己の利益を一切かえりみない献身さ。すべてを優しく受け入れてくれる懐ふところの深さ。柔和な笑み。現にカルミネよりも年上のその女が、母とまではいかなくとも、姉のようにカルミネの目には映ったのかもしれない。


    　全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、尽くしたい相手。


    　命を投げ出してでも、守りたいと思える存在。


    　しかしそのヘレナ自身が、死に神の手招きに応じて闇の道に踏み込んでいる。


    　膝ひざを抱えて顔を埋うずめたカルミネは、吐き出すように言った。


    「ちくしょうっ……」


    　手錠や足枷が、無骨な音を立てた。


    「どうしてヘレナ様ばかりが、こんな目にっ……」


    　ブルクハルトはかける言葉が見つからず、静かにその場を去った。


    



    ×　　×　　×


    



    「みなさんは全力で戦ってください。わたしが無限の魔力を提供します」


    　マイクで増幅された音声が響く。


    　壇上でのヘレナの挨あい拶さつは短く、それでいてパワーに満ち溢あふれていた。
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    　整列した三千の兵は一斉に敬礼した。靴音が万雷のように鳴る。じつに壮観だった。


    　ついにこの日が来てしまった、とブルクハルトは憂いを帯びた息をつく。


    　屋根の閉じられた造船所内で、いま出港式が開かれている。いよいよ戦地に赴くのだ。その門出を祝うセレモニー。おびただしいほどの屈強な兵士が整然と並び、彼らの視線は壇上のヘレナに集中していた。


    　正装に身を包んだヘレナは、三割増しで神こう々ごうしく見える。


    　なるほど聖女という立場が板についてきた。いや、立場だけの話ではない。生まれつきその素質があったのが、ついに開花したということか。


    　ブルクハルトは、心のどこかで願っていた、ヘレナが普通の女の子であることを。片田舎で牧歌的な生活が似合う、庶民的な少女であることを。しかしそれはブルクハルトの幻想でしかなかった。そう認めざるを得ない。


    　出港の挨あい拶さつ。


    　出陣の抱負。


    　鬨ときの声。


    　彼女の前に叱しつ咤た激げき励れいしたリーベルウィッセンの政府高官は、長々と十分以上も喋しやべくり回したが、ヘレナは十秒にも満たなかった。しかし要点を押さえた数秒だった。


    　──「みなさんは全力で戦ってください。わたしが無限の魔力を提供します」


    　エコーがかかったように、何度も脳裏で反響する。


    　あまりの短さにもかかわらず、兵士たちがヘレナに向ける視線は信頼と畏い怖ふに彩られていた。


    　ヘレナが壇上から降りるまで、誰一人として敬礼を解かなかった。


    　──「カルミネと一緒に逃げるって選択肢はなかったんだな、ヘレナ」


    　ブルクハルトは昨晩、ヘレナと改めて面談した。


    　──「俺はカルミネの気持ちがわかる。ヘレナここにいたら、確実に殺されるぞ。おまえは人間としては扱われない。ただの発魔装置として使い潰つぶされるんだ。おまえに当てられる言葉は、死んだ、じゃねえ。壊れた、だ。耐用限界に来たから使い物にならなくなった。そんな死に方でいいのか」


    　しかしそのとき、ヘレナは、また聖女のような微ほほ笑えみを浮かべた。


    　──「魔力を無線で送受信する装置、それによってわたしが一人で、艦隊の魔力をすべて補うと聞いて……わたしの胸中に湧き上がったのは、ひとえに、喜びでした」


    　──「喜び、だと……」


    　──「これでよりたくさんの人を守れます。わたしがより多く発魔することで、魔導障壁がより強固になり、撃沈されにくくなるのです。戦闘機もより速く飛び、急な旋回にも耐えきる頑丈さを得るでしょう。戦死者の数はぐっと減るはずです」


    　──「ふざけるなッ」


    　フローラの姿がダブり、ブルクハルトは思わず怒鳴った。


    　──「そのためにおまえは、一兆マギアの魔力を捻り出さないといけないんだぞっ。過去の被害者を見てみろっ。ヘレナ、おまえも死ぬぞッ！　怖くねえのかよ！」


    　幼稚なことを言っている自覚はあった。いま自分はブルクハルトではなく、ブレオへと戻っていると。


    　フローラに怒鳴っている気になっていた。


    　だが、彼女の返答で気づく。


    　──「もちろん、今から身み震ぶるいしています。わたしは、本当は痛いのはイヤなのです。辛くて、悲しくて、泣いてしまいます。でも、人のためになるならと、頑張ってきました」


    　震える腕を、もう片方の手で必死に押さえつけていた。


    　フローラではない。あの子は極力、弱音は吐かなかった。すべて自分一人で背負い込み、その本心には誰も近づけなかった。彼女ではない。


    　ヘレナだ。ここにいるのは、他の誰でもない。


    　ヘレナ・ヘレーゼという一人の女の子が、ここにいる。


    　それから、ヘレナは青ざめた顔ながらも、ふっと微ほほ笑えみ、


    　──「わたし……このリーベルウィッセンの軍事施設に来てからは、軍人さんたちからよく敬礼されるようになりました。通路で鉢合わせしたときなんか、道を空けてくれるだけでなく、壁に背中をつけるまでさがる人もいるのです。わたしは困ってしまいますが、それも、わたしが彼らの命を預かっているゆえかもしれません」


    　ぎゅっと手に力を込める。


    　──「わたしが頑張らないと、みんな、死んでしまうのです。空中戦艦だけでも三千人以上、艦隊全体では一万人を超えます。彼らの命運は、わたしの発魔量にかかっている……。第二次世界大戦までもつれ込んだ場合は、もっと多くの犠牲者が生まれてしまうのです！」


    　珍しく、ヘレナが大声を出した。


    　──「怯おびえてなんかいられませんっ。わたしが、みんなを守るのです。どんな苦痛からも、決して逃げないと、誓います。わたし……わたしは、絶対に泣きませんっ」


    　もはやブルクハルトに、言葉はなかった。


    　一人の人間として、ヘレナを応援してやりたい気持ちが芽生えてきた。


    　たとえそれが、悪魔に魂を売ることになろうとも。


    



    　始まる。


    　フェイ海の決戦──。


    　まず間違いなく人類史に残る大決戦であろう。


    　エイドリアンの新たな発明が実戦配備されることが決まったその日、リーベルウィッセン軍司令部は、政府の認可を得て、チャサウェイに最終決戦の打診を行った。


    　両国を結ぶフェイ海のど真ん中で、全戦力をぶつけ合おうというのである。


    　まさしく決戦だった。


    　戦略もへったくれもないが、これは古来より、戦争が長引いたときに行われる一騎打ちに似ていた。すなわち、互いに国家最強の魔導師をぶつけ合って決着をつけるというものだ。


    　埃が降り積もっているような古い考えであることは否めない。たとえ決着がついたとしても、その後、まだ戦争は続くかもしれないし、他国の動きによっては別の戦争が発生する可能性もある。だが、いずれにせよ一区切りはつくだろう。


    　チャサウェイはこの挑戦を、即日受けて立った。


    　さすが、世界一誇り高い国とも称される大国。逃げも隠れもしない。


    　あるいは確固とした自信があるのか。


    　白はく儀ぎと恕じよ黒くろの末まつ裔えいを筆頭に、自国の大艦隊を引き連れて。さらに属国『べーラ』『シンライ』『ユンチースー』『イェズ』『フェオンビンエーツー』『ワンパイ』……それらのバックアップを受けて。


    　真っ向勝負──。


    



    「幸運を祈ります」


    　クリスが言ってきた。ハイゼーや、プルタ、イザベラ、ナターシャも、わざわざ見送ってくれた。


    「ありがとう。行ってくる」


    　アンドレアが代表して応えた。ブルクハルト、ヘレナも、頷うなずいて返す。


    　目に涙を浮かべていたナターシャは、堪たまらずといった調子でヘレナに抱きついた。これが最後かもしれないのだ。ヘレナのほうが年下だが、姉のようにしてナターシャを宥なだめた。


    　くははっ、とどこか遠くから聞こえてきたが、ブルクハルトは無視する。ヤツとは二度と関わり合いたくない。


    　舷げん梯ていを昇って、空中戦艦に乗り込む。


    　壮大な外見とは裏腹に、艦内の通路は狭く、窮屈だった。場所によっては配管が剥むき出しになっており、気を抜くと転んでしまいそうだ。訓練などですでに何度も乗り込んではいるが、なかなか慣れない。


    　船室は二人一部屋だったが、ブルクハルトは一人で使う。カルミネがいれば相部屋になったかもしれないが、彼は謹慎中のため見送りにも来られなかった。


    　トランクケースから日用品を取りだし、壁のベルトに取りつけて固定する。


    　ブルクハルトはさっそく煙草たばこに火をつけ、一服し始めた。


    　明日には戦場のど真ん中にいるわけだ。これまで幾度となく死線はくぐり抜けてきたが、せいぜい片田舎での小競り合いに巻き込まれてきた程度。本物の戦争に比べれば児戯に等しいだろう。


    　覚悟を決めろ──。きっと人情味なんて微み塵じんもない。


    　脳裏に蘇よみがえるのは、ドンのあの言葉だ。


    　──「時が来たら、拷ごう問もん官かんとしての全力を注ぎ込め」


    　鬼になるしかない──。冷静に、機械的に。やるべきことを、ただやる。ブルクハルトの精神は、氷剣のように研とぎ澄まされていった。


    　やがて館内アナウンスが響き渡り、ジャンボファンが唸うなりを上げた。激しい振動が部屋まで伝わってくる。そして徐々に、下へ引っ張られる感覚を覚え始めた。


    　飛び立つのだ、広大な青空へ、鉄の棺ひつぎが。


    



    　翌日、リーベルウィッセン南部に降りて燃料補給が行われる。船から降りる最後のチャンスだ。


    　夕刻、立食パーティが開かれる。軍港のだだっ広い敷地の片隅にいくつものテーブルが並び、食事と酒が振る舞われる。有志でジャズバンドも来ていた。記者は入れていない。


    　これが最後の晩ばん餐さんかもしれず、乗組員たちは大いに盛り上がった。飲んで、食って、歌って、踊った……生への未練を断ち切るために、あるいは、もう一度この幸福を味わうのだと、生き延びるために。


    　ヘレナは最初、兵隊たちには女王のように畏い怖ふされていた。チャサウェイの人間兵器と同等の存在なのだから、兵士にとっては一目置くどころではないだろう。


    　が、ヘレナが年相応の少女でしかないのだと知れ、彼女はみんなから懐かれた。一緒に歌って、踊る。笑いが絶えなかった。ヘレナは元々無邪気で、子供っぽい娘だ、生きつ粋すいの軍人なら、より守りたくなるだろう。


    　そうして炉心と軍人たちは連帯感を高めた。


    　一方で、ブルクハルトは、アンドレアと飲んでいた。食事も酒も上等なものが振る舞われていた。赤ワインを傾け、ブルクハルトは言った。


    「アンドレア、おまえはここまでだったな」


    「うむ、悔しいがね、上層部の許可がどうしても下りなかった」


    　仮にも次世代型発魔炉のプロジェクト主任だ、戦場の真っ只中に送り込まれていい人材ではない。


    「ブルクハルトくん、キミのほうこそ、ここで降りてもいいだろう。キミの代わりは他にもいる」


    　それはそうだ、拷ごう問もん官かんなんかは有う象ぞう無む象ぞうの一人でしかない。だが、


    「俺は、俺以外のやつに、ヘレナを傷つけさせたくない」


    　歯切れよく言い切った。アンドレアは泣き出しそうな表情を上げる。


    「やれやれ」


    　アンドレアは紙皿を置き、ナプキンで口元を拭く。それから何をするかと思いきや、肩をすり寄せてきた。
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    「……おい」


    「五秒だけだ」


    　仕方なく、上司の重みと柔らかさを肩で感じた。


    「ヘレナを頼んだぞ、ブルクハルトくん……」


    「ああ……」


    「そして、必ず生きて帰ってくるのだ……」


    「……ああ」


    　その返答にはわずかな躊躇ためらいが混じってしまった。


    　屈強な軍人たちはどんちゃん騒ぎを繰り広げている。アンドレアは十秒以上、ブルクハルトに寄り添い続けた。


    　夜が更けていっても、最後の祭りはまだまだ終わらない。


    　やがて、朝が来た。


    　地平線から赤い太陽が昇り、すべてを茜あかね色いろに染めていく。その光景は、天地の境に骨肉をぶち撒まけたように、華やかだった。


    



    ×　　×　　×


    



    　穏やかな海とされるフェイ海は、これより数時間のあいだ、荒れに荒れるに違いない。


    　上空では雲を切り裂き、海上では波を穿うがつ。


    　空中戦艦第一試作艦アマルディアは、海に空母一隻、巡洋艦二隻、駆逐艦五隻を引き連れて航行した。これが『第一飛行艦隊』と名付けられた。


    　同様にして、第二試作艦メサイア、第三試作艦バラノリア、第四試作艦クリセリアを旗艦として各艦隊が編成されている。


    　そのほか、選りすぐりの水上戦隊、駆逐戦隊、潜水艦部隊が参戦。そして国際条約に基づく救難艦を配備。


    　総じて『フェイ海決戦攻略連合艦隊』と名付けられた。


    　敵は、世界一の大国チャサウェイが誇る大艦隊と、最強クラスの魔導師が四人以上。


    　見渡す限りの水平線上で、両軍は互いに双眼鏡によってやっと確認できる距離を空けて、対たい峙じしているのだろう。


    　とはいえ、戦闘はブルクハルトたちの領分ではない。外で人類史上最大の決戦が繰り広げられようが、なんだろうが、ブルクハルトたちの世界は、次世代型発魔炉の心臓部である。ここで仕事を行い、撃墜されたときはここで死ぬ。もっとも、脱出が間に合うならそうするが。


    　内部はドーム状で、物が少ない。がらんとしている。中央にだけ、いくつかの器具が固定されている。イス型拘こう束そく具ぐ、拷ごう問もん具ぐを載せた台車。これだけだ。


    　そう言えば、この空間でヘレナと二人きりになるのは初めてか。いつもは必ずアンドレアかカルミネがいた。あの二人がいないと、静かなものだった。


    「……魔力バッテリーがいくぶん消耗しているな」


    　ブルクハルトが言った。この海域まで航行してきた分だ。


    　壁にはメーターが埋め込まれていた。一千億マギアまで貯められるバッテリーが二機あるのに合わせて、縦軸のバーが二本だ。いま、両方とも少々減っている。


    「少し早いが、一応満タンまで補充しておこう。いいか、ヘレナ」


    「はい」


    　イス型拘束具に座っているヘレナは、まだ腰回りのベルトでしか緊縛されていない。が、いつでも拷問を始めてくれて構わないと、決然とした表情を上げていた。


    　そのヘレナに言い放つ。


    「想像しろ」


    「想像、ですか？」


    「ああ、戦争で殺された人たちを。テロで粉々に吹き飛ばされた人たちを。すでに死者の総計は一万人に到達している。老若男女、そこに区別などない。全員が無残な死を遂げた。ゴミのように消し飛ばされた。一人一人に人生があったのに。愛する人がいたのに。大切なものを抱えていたのに。あるいは毎週愉たのしみにしていたテレビ番組を、もう一度だけ観たかったという庶民的な人たちもいただろう。誰もが生きていた。普通に生活していた。平和な暮らしだったはずだ。それが突然、終わりを告げた。誰の了承もなかった。いきなり、爆弾が炸さく裂れつした。肉体がバラバラに引き裂かれた。真っ黒に炭化した。元の形なんて留めちゃいない。喜怒哀楽、様々な表情を作った顔がぐちゃぐちゃになって、もう見れたものではなくなった。想像しろ、ヘレナ。想像しろ。一万人の犠牲者、その一人一人の人生を。産婦人科で取り上げられて産声を上げ、初めて両親に抱かれたときが、誰しもあったんだ。笑顔で祝福された。幸せを願われた。誰もが学校に通い、友達がいた。初恋の相手がいた。甘酸っぱい青春を謳おう歌かしただろう。大人になって、愛する人ができた。結婚した。ハネムーンはどこだろうな。新しい命を授かって、子育てに四苦八苦しながらも幸せだった。キツい仕事もやり切った。たいへんな家事もやり切った。ご近所付き合いもやった。誰にも人生というものがあったんだ。それが理不尽にも踏みにじられた。一万人だ。その個々人の人生を、想像しろ、ヘレナ──」


    　人一倍、感受性の高い娘だ。


    　ヘレナは早くも泣き崩れ、うっすらと目に見えるほどの魔力を滲にじみ出し始めた。


    　虹色のオーラがじわりと広がり、天井に吸い込まれていく。魔力吸収結界たるこの心臓部で。


    　禅の修行で培つちかった気配のコントロールによっても、ヘレナの心情に働きかけた。悲痛の雰囲気を伝播させ、惨憺たる被害状況を無理やり想起させたわけである。


    　精神的苦痛による発魔……。初めてのときを思い出す。


    　一年前、ヘレナにスナッフフィルムを見せて発魔が確認されたとき、ブルクハルトはカッと全身が熱くなった。思わずガッツポーズまでしてしまった。これでヘレナを殺さずに済むと、そう思ったのに……。


    『本日一四○○時、フェイ海の決戦を開戦する』


    　艦内アナウンスが響き渡る。


    　ブルクハルトたちは肩を落とし、目を伏せた。


    　ややあって砲撃音が響き渡った。


    　ブルクハルトは溜ため息いきをついた。


    　外の様子は知る由よしもない。ただひたすら砲撃音と振動がくり返されている。


    　敵は世界一の大国チャサウェイ。圧倒的物量を誇る大艦隊と、最強の魔導師・白はく儀ぎと恕じよ黒くろの末まつ裔えいが相手だ。類を見ない、凄そう絶ぜつな海戦、空戦が繰り広げられていることだろう。


    　目に見えてわかるのは、壁のメーターバーだけだ。魔力バッテリーの残量を示す二つの縦軸。


    　これがガンガン減っていく。ヘレナの犠牲者想像による補填など、焼け石に水だった。


    　しかしそれも当然だろう。この空中戦艦だけでなく、下の艦隊にまで魔力を送っているのだ。空母一隻、巡洋艦二隻、駆逐艦五隻。それらが、一挙手一投足に伴って大量の魔力を消費し、減った分を逐次アマルディアが、ヘレナが補填する、だなんて無茶苦茶だ。


    　減っていく。被害者想像でわずかに補填されるものの、つぎの瞬間、ぐんっと下がる。


    　時間の問題だった。


    　砲撃音はまだ鳴りやまない。むしろ激しさを増している。


    　艦は揺れた。地震のように。


    　これは、攻撃を受けている。ミサイルか、魔導師が直接飛んできたか。


    　天変地異のような魔法を操ると言われる白はく儀ぎと恕じよ黒くろの末まつ裔えい。念じるだけで稲妻を落とし、念じるだけで高波を引き起こす。トルネードや渦潮も意のままだろう。


    　決定的な瞬間を捉えた映像では、ミサイルの直撃を受けたにもかかわらず、その熱量を完全に操作し、炎剣へと変へん貌ぼうさせていた。そして自分の魔力を上乗せし、薙なぎ払い、亜音速で空を翔かける戦闘機を次々と堕としていた。彼自身も空を飛び、後ろから戦闘機に追いついていた。遠目からでも赤く煌きらめく炎剣は瞬時に伸び縮みし、数百メートル離れた敵機をも切り裂き、爆発、炎上させた。その姿がセントアニマ教の天使に似ていたことが、ヒドく、皮肉めいていた。


    　メーターはやがて、半分のラインを割った。


    　ブルクハルトは天を仰いだ。結局こうなる運命だったのか。


    「やるしかないな」


    　しかしむしろヘレナはこう言った。


    「お願いします」


    　ブルクハルトは無言で手を動かす。いくつもの革製のベルトでヘレナの自由を奪う。首、腹部、両肩、腕、両足。それから、手形に合わせて開かれたヘレナの指一つ一つに、金属の留め金をかけていく。そのときヘレナの手に触れた。


    「あっ……」


    「どうした」


    　ヘレナは恥ずかしそうに微ほほ笑えんで、なんでもありません、と言った。


    　なんでもないわけはないだろう。ブルクハルトは、開かれたヘレナの手に自分の手を重ねた。留め金が邪魔だが、温かさは感じ取れた。


    「大きいですね」


    　慈悲深い表情でヘレナは、ブルクハルトの手を見下ろしていた。ブルクハルトも、初めて握手したときを思い出した。


    　砲撃音と振動はやまない。


    「……始めよう」


    「はい」


    　ヘレナの力強い返事がドーム内に響く。


    　ヘレナの視線は、傍らに置いてある台車に注がれていた。体をいじくる道具がそこに載せられてある。法規制がかかっているフッ化水素も準備した。


    　フッ化水素は、歯とその周辺に塗るのが最大の激痛をもたらすが、要点は、カルシウムイオンと結合してフッ化カルシウムとなり、ちょっとした振動でも砕け散って微細な結晶針となって筋肉に突き刺さった結果に大いに激痛をもたらすことであり、別に狙ねらうのは歯でなくてもいい。浸透性が高いため、皮ひ膚ふの上から塗っても容易に骨まで達する。よって手足に塗ってその骨すべてを微細な針と化し、広範囲に激痛をもたらすことも可能である。


    　ブルクハルトはまず、財さい布ふを取り出した。そして千バーレン札を一枚抜く。


    「……先生？」


    「内うち腿ももだ」


    　ブルクハルトはそう宣言して、ヘレナの股ぐらに千バーレン札を差し込んだ。


    　きゃ、とヘレナは女の子の声を出した。


    　ピンと立てた紙切れをサッと引く。反応は劇的だった。


    「アッ!?　ツゥ～！」


    　ヘレナが身み震ぶるいするのと同時、ぶわっと虹色の煙が立ちのぼった。被害者想像よりは遥はるかに多い。だが最高記録の、水責めほどでもない。


    　ヘレナの内腿に走った赤い線から、血玉が転がり落ちる。


    　ブルクハルトはヘレナを傷つけたことに、ほとんどなんの感慨も浮かべなかった。心を完全に閉ざしていた。冷静に、機械的に。やるべきことを、ただやる。それだけだ。十年間の禅の修行で身につけた感情コントロールのすべてを動員して、ブルクハルトは、自らを一匹の鬼と化した。


    　メーターを確認してみても、大した上昇はしていない。


    　やはりこんな甘っちょろいやり方では効果が出ない。


    　……やるしかないな。


    　ブルクハルトが次の行動に移ると、ヘレナはギョッとして怯おびえた顔になった。


    「やだ……先生、怖い……」


    「まずは人差し指だ」


    　ペンチを手に、爪を剥はぐ。


    



    　ヘレナは、大粒の涙をこぼし、しゃくり上げる。額には汗が滲にじんでいる。


    　筋張った右手の、赤くなった人差し指。ぷるぷる震えている。嗅かぎ慣れた、血のニオイが漂ってきた。ブルクハルトはゴミ箱へ、ウロコに似たそれを捨てた。


    　膨大な量が発魔され、吸収し切れずに天井に虹色の雲がわだかまっている。


    　メーターもみるみる回復している。


    　重い沈黙が満ちていた。


    　砲撃音と揺れは絶えず続いているが、ヘレナの喘あえぎ声が、空気を泥でい濘ねいにしていた。


    　思ったよりも早く、天井にわだかまった魔力は吸収され、消えた。メーターがふたたび下降を始める。外の戦闘はますます苛か烈れつを極めているに違いない。


    　ブルクハルトは容赦しなかった。一枚ずつ確実に、爪をすべて剥はぎ取る。


    「う、あああああああああっ！」


    　張り裂けんばかりのヘレナの絶叫が、ブルクハルトの耳に谺する。だが心には入り込まないようシャットアウトした。冷静に、機械的に。やるべきことを、ただやる。


    　傷口に塩を塗り込んでいく。拘こう束そくされた状態でもヘレナは跳びはねた。


    　次に皮剥器具を指先に突き立て、ベリベリと皮ひ膚ふを剥いでいく。色白でほっそりしていたヘレナの手は、肉や腱、骨が剥むき出しになっていく。赤黒い液体が滴したたった。血のニオイが充満した。膨大な量の魔力が立ちのぼる。


    「ウワアアアアア──ッ！　いいいいい────ッ！　痛い痛い痛いぃいいいい────ッ！」


    　悶もん絶ぜつするヘレナ。変わり果てた自分の手を見下ろし、耐えがたい痛苦にこれでもかと表情を歪ゆがめるが、ブルクハルトがさらにヤスリを取りだした。鬼目ヤスリ。無数の突起がついた荒っぽい研削を目的とした品である。それをヘレナの剥き出しの肉に、腱に、骨に、神経に当てると、ゴリゴリと削り出した。
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    　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図とはこのことか。


    　発魔量には目を見張るものがある。傷は最小限だが、ヘレナから立ちのぼる虹色の煙は、肉眼でハッキリと確認できる。


    　ブルクハルトの手も、ぬるりと赤く光っていた。


    　砲撃音と振動はやまない。まだ終わらないのか──。いやむしろ、さらに苛か烈れつになっている。メーターバーの減り方も急速だった。せっかくヘレナがここまで苦しんでいるのに。


    　趣向を変えてブルクハルトは、庭木剪せん定てい用の凶悪なハサミを取りだした。堅い枝も難なく切断できるそれをヘレナの素足に向けた。切り取ったりはしない。親指を縦に割り、左右に開かせる。その傷口にねじ穴を開けるためのドリルを当て、回しながら掘り込んでいった。途中で堅い骨に当たっても構わず穿うがつ。


    　悲痛な叫びは、留まることも知らず。


    　ブルクハルトにしても、尋常ではない発汗量を示していた。服の袖で額の汗を拭ぬぐう。まだ終わらないのか、戦争は。いったいどこまでやるつもりだ。いつまで続ければいいのだ。


    　ドーム内は虹色の煙で満たされているが、メーターバーの減少速度も速く、両者は釣り合っている。ここまでやって、まだ互角なのか──。


    　もしここでやめたら、魔力バッテリーが枯渇し、戦争に負けるだろう。何千人、何万人が不幸のどん底に叩たたき落とされ、死ぬか、困窮を極める生活を強いられ、それが何年も何十年も続くだろう。ブルクハルトもそれはわかっている。わかっていて、しかしこれ以上は躊ちゆう躇ちよしてしまう。鬼になったつもりだった。マシーンと化したつもりだった。しかしヘレナが苦しんでいる姿を見ていると、どうしてもこれ以上は──。


    　戦闘はまだ終わらないのか。


    　……くそっ。


    　次はどうする。


    　全身の皮ひ膚ふを剥はぎ取るか。関節という関節をすべて崩壊させて、生きたまま腹をかっさばき、内臓を掴つかみ出すか。素手で目玉をほじくり出し、無数の針で突き刺すか。永久歯と親知らずを合わせて三十二本、上下の歯をすべて麻酔なしでへし折り、引っこ抜くか。舌を引っ張り出し、裂けるチーズのように分裂させるか。すべての傷口に、発痛物質であるカプサイシン系の薬物を塗り込み、痛みを何倍にも増幅させてやるか。


    　戦闘は、まだ終結の兆しを見せない。


    　……まずいな。


    　ブルクハルトは奥歯を噛かみ締めた。


    　ヘレナはとっくに限界に達している。人間が一度に感じられる痛みの量には、じつは制限があるのだ。限界を超えると、それ以上は何も感じなくなってしまう。神経が密集した手の指をまず責めたが……長期戦になればなるほど不利になるだろう。出血も増えている。いつ気絶したっておかしくない。


    　殺さずに、ヘレナに更なる苦痛を。


    　人類の未来のために犠牲を。


    　ブルクハルトの次の拷ごう問もんは──。


    「……何を、躊躇ためらっているんですか、先生？」


    　極限まで消耗しておきながら、ヘレナの双そう眸ぼうはなお真っ直ぐだった。


    「早く、続きを！　耐えがたい痛みを、わたしに！　どうなっても構いませんから、皆さんを守るためなら、わたしなんてっ！」


    　その気迫にブルクハルトは圧倒させるが、それも一瞬のことだった。脳裏にまったく別のシーンが蘇よみがえる。それは、獄中でのカルミネの叫びだった。


    　──「どうしてヘレナ様ばかりが、こんな目にっ……」


    　ヘレナばかりが……。


    　その瞬間、落雷に打たれたような衝撃がブルクハルトを襲った。


    　そうだ、その手があったか──。


    「せ、先生……？　何をしているんですか。早く、早く、次の拷ごう問もんを……」


    　意識が朦もう朧ろうとしかけているヘレナだったが、それでは困る。俯うつむきかけたヘレナの顎あごを持ち上げ、ブルクハルトはもう一方の手で皮剥器具を掴つかみ取った。


    「次の拷問は、これだ、ヘレナ！」


    　そしてブルクハルトは自分の手の皮をベリベリと引き剥はがし始めた。しかも腕まで一気にベロンベロンに剥いでいく。濃い桃色の筋肉が、滲にじみ出した血に瞬く間に染まっていく。


    「グッ！　ウオオオオオオ──ッ！」


    　獣のような咆ほう吼こうを上げた。途端にヘレナが目を見開いた。


    「なっ、何やってるんですか先生！」


    　ブルクハルトは真っ赤に染まった自分の左腕を掴み上げ、悶もん絶ぜつするように身み震ぶるいした。全身から汗が噴き出ている。それでも、顔を上げた。引きつりながらの笑みを。


    　それは勝利の笑みだった。


    　ヘレナから立ちのぼる濃密な魔力。


    　爆発的に溢あふれ出したそれは、ドーム内に濃霧のように立ち籠こもめている。


    　これがヘレナの性格だ。他人の痛みを自分事として共感できる。他人が傷つくことでも大きく発魔できる。肉体的損傷を受けるよりは少ないが、長期戦に持ち込むならば……。


    　ふん、とブルクハルトは自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。俺も焼きが回ったもんだ、なんてダサいセリフは死んでも言いたくなかったが。


    　次に硬質のペンチを手に取った。まず自分の爪を剥ぐ。ベリッとした音が聞こえるのと同じに、指先から脳に向かって神経が燃え上がった。


    「──んんぎぃぃいいい～～ッ！」


    　くそっ、声を上げるなんてみっともねえ。


    「先生っ！　もうやめて！」


    　ヘレナが絶叫した。いい調子だ、とブルクハルトは痛みに耐えながらほくそ笑む。自分が傷つくなら我慢できるが、他人が傷つくのは見ていられない。それが最大の弱点だ。


    　左手の人差し指の爪を剥はいだ。


    「くぅ～～ッ！　あああああああ────ッ！」


    　痛いなんてもんじゃない、めちゃくちゃ痛い。だが、耐えられないほどでもない。


    　いや、ブルクハルトはむしろ盛大に痛がってみせた。大声を上げ、身をよじる。子供の痛がり方である。とてもマフィアの〝名誉ある男〟とは思えない。だが、いいじゃないか。他に誰もいない。今はヘレナとブルクハルトの二人きりだ。


    「どうして……先生……どうして……」


    　自分が痛めつけられた以上に、ヘレナは泣いて許しを乞うているように見えた。


    「おまえのためだ」


    　とブルクハルトは、あえて突き放すように言う。


    「ヘレナ、目を逸そらすな。これがおまえの望みだ」


    　魔力の放出量は予想以上に多い。もう二、三十分は保ちそうではある。だが、油断はできない。万が一にも補充が間に合わなくなれば、確実に戦死者は増えるのだ。


    　死なせない。


    　誰一人として、とまでは言わない。そんな贅沢なことは言えない。スラムでは死は日常だった。人は簡単に死んでいく。あっさりと前触れなく死んでいく。命なんてものは儚く脆いものだ。


    　だが、だからこそ大切にしたいのだろう。


    　ヘレナも、フローラも。


    　あの子のぶんまでよく生きる、なんてのは、やはりブルクハルトにはできない。フローラの理想は高すぎた。きっと一人の戦死者も許さないだろう。だがそれは現実的ではない。現実を伴わない理想なんてクソだ。


    　生かす。


    　全員をではない。


    　一人でも多く。


    　家族や、友人の元へ帰れるように。


    　だからブルクハルトは──。


    　台車から、フッ化水素が入った小瓶びんを取りだした。

  


  
    　終　章


    



    



    　ブラウン管テレビの電源を入れると、男性のニュースキャスターがアップで映った。


    『本日午後一時、リーベルウィッセン連合国バスティーユ大統領が、ついに国際法に基づく宣誓書に署名し、事実上の休戦協定が結ばれました。凄せい惨さんを極めたフェイ海の決戦から三か月、ようやく戦争が終結したことで喜びの声が各地から──』


    　ヘレナはほっと安あん堵どし、久しぶりに心からの笑顔を見せた。


    　ブルクハルトたちはあの決戦以来、リーベルウィッセンの国立軍病院に入院していた。手術や検査、リハビリの毎日だ。ときどきはアンドレアやナターシャなどが見舞いに来てくれるが、アルブレヒトが来たときは追い返したくなった。


    　休戦宣言がなされたのなら、カルミネの謹慎もようやく解けるだろう。きっと明日にでもヘレナの元へ飛んでくるに違いない。


    　あの日、ブルクハルトたちは血みどろになって阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図を演じたが、どうにかその甲斐はあったらしい。


    　フェイ海の決戦は三時間以上続き、互いに盛大な損失を被こうむった。


    　こちらの四隻あった空中戦艦のうち、かろうじて生き残ったのはヘレナの第一空中戦艦だけだった。他はすべて撃墜され、空母や駆逐艦といった旗下の艦隊も当然ながら、悉ことごとくが撃沈の憂き目に遭っている。五万人が参戦した戦争だったが、生き残りはわずか七千人であり、残りは海の藻も屑くずと消え去った。


    　チャサウェイの損害も甚はなはだしい。世界一の大国が誇る大艦隊は壊滅状態に陥り、七万人が戦死、被害総額は天文学的な数値に上った。四人の白はく儀ぎと恕じよ黒くろと末まつ裔えいは、三人が戦死、残り一人はかろうじて一命を取り留めたものの、手足の欠損など後遺症が残った。


    　戦績としては引き分けになるかもしれないが、もはや勝ち負けの問題ではなかった。現代の戦争がどれだけ凄惨を極めるのかが、白日の下に晒さらされた。


    　休戦協定が結ばれたことで国際社会は関係修復へと向かうだろう。アナウンサーは続けた。


    『リーベルウィッセンは国内に潜伏しているテロ関係者をあぶり出し、法の下に厳重な処罰を行うことを表明。国際的にもテロ組織の取り締まりに尽力していく姿勢を見せております。そしてチャサウェイと技術提携を結ぶことが決まったことで、晴れて和解へと向かうでしょう』


    　とはいえ、無論、国民レベルでは今でも宗教的な対立が続いている。ただ、最近はセントアニマ教上層部がレ教に対して寛容な態度を示し、信者レベルでも罪悪感や同情から下手に出る者が多い。レ教徒は未だ憤ふん懣まんやるかたないが、それでも少しずつ態度を軟化させ、相互理解に向かうだろう。いやそう信じたい。


    　テレビでは、戦死者の名前が一人ずつ読み上げられていく。大きな石から削り出した記念碑に、青空の下、花束が次々と献花されていった。


    「先生、主任。屋上へ連れて行ってもらえますか」


    　ヘレナが振り向いてそう頼んできた。彼女は自分一人では車椅い子すも動かせない。三度目の外科手術が終わったばかりだから、まだ安静にしておかなければならないのだ。数日すれば地獄のリハビリが始まるだろう。


    　ああ、とブルクハルトが立ち上がり、ヘレナの車椅子を押そうと背後に回るが、アンドレアが割って入ってきた。


    「ブルクハルトくん、まだその義手は馴染んでいまい」


    　あのときフッ化水素を浴びたブルクハルトの左手は、骨という骨がぐしゃぐしゃになり、切断するに至った。新しく生はえてくるはずもなく、現在ブルクハルトは義手の訓練に毎日血ち反へ吐どを吐いている。


    　その義手を上げて指を動かして見せようとするが、ぎこちない動きにしかならなかった。


    「ちぃ……、もう余裕だって見栄を張ろうと思ったんだがな」


    　この魔導義手はアンドレアがブルクハルトのためだけに設計し、製作したオーダーメイドだ。だが未だに満足に動かせないとは情けない。


    「なに、じっくり慣らしていけばいいさ」


    　意外にもゆとりあることを言う。


    　アンドレアはほとんど毎日義手の調子を確認に来るが、そのたびブルクハルトは意志と動作の連結がなかなか上達しないことを申し訳なく思う。しかし一方でアンドレアのほうは今のようにあまり気にせず、ゆっくりでいい、じっくり確認していきたい、などと言って、ブルクハルトの腕にベタベタ触ってくるのだった。


    　階段ではブルクハルトも手を貸しながら、屋上まで上がる。秋晴れの空。風は流れ、ヘレナの幽白色の髪の毛を揺らした。


    　次世代型発魔炉プロジェクトは、一時中断の状態にあった。戦争の影響が強かったからだ。ブルクハルトの幹部カポへの昇格の話も、流れていたが……。


    　ようやく終結の兆しを見せたことで、やがて再開されるかもしれない。まずはリハビリの苦痛による発魔か。かつて指摘された案が、現実になるとはな──。


    　リハビリ。不幸からの再起。それは戦いだ。運命との闘い、自分自身との戦い。


    　ブルクハルトはもう逃げない。


    　そう、失うものは多かった。


    　手に入れられるものは、それよりもずっと少ない。


    　人生というのはそういうものだろう。


    　青空を見上げるヘレナの横顔は、以前よりもずっと大人びて見えた。
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